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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　CONTENTS









プロローグ

第一話　魔王覚醒

番外編　ソリスくんとマシロちゃんの健全な日常

第二話　ペット自慢大会

エピローグ

幕間








プロローグ







　ヘルメス王国の西方にあるそこそこ大きな街ミリディナ市。

　その街の郊外に、一軒の古い屋敷がある。

　一見ただの廃屋だが、その地下には貴族の屋敷にも匹敵するほど多くの部屋があり、魔道実験のための設備や広大な演習場までも備わっている。

　賢者の石の欠片フラグメントを集めている少女シズ＝その正体は犯罪史上に名を残す狂気の魔道士ハロルド・ファウストの実の娘、カイゼル・ファウスト。

　彼女が父親の残した莫ばく大だいな財産と、ミリディナ市の有力貴族ホーリーの援助によって組織した秘密結社《灰色の蛇》。

　そのアジトがここだ。

　いや──正確には、ここだった。




　アジトは、壊滅していた。




「な、なにが……？」

　カドゥケウス市での用事（３巻参照）を終えてアジトに戻ってきたシズは、中の様子を見て愕がく然ぜんとした。

　エントランスホールに倒れ伏す、三十人以上の人間。

　いずれも組織の中枢に立ち入ることを許可された、ロジャーやアンジェラス三姉妹などとは比べものにならない腕利きの魔道士たち……しかもそのうちの約半数には、フラグメントまで与えてある。

「四天王と八鬼将と三人衆と十二魔将が全滅……!?　そんな馬ば鹿かなことが……」

　青ざめた顔でフロアを見回すシズ。

　全員息はあるようだが、服はボロボロ、身体からだは傷だらけで意識を失っている。

　みんなして大規模な魔道実験を行って失敗した可能性も考えたが、実験の痕こん跡せきなどなく、これは明らかに戦闘が行われた跡だった。

（戦闘…………誰だれと？）

　倒れているのは組織の人間ばかりで、『敵』の姿はない。

　そもそもこのアジトの入り口はフラグメントの力によって封印されていて、シズが許可した人間以外は入るどころか入り口を発見することすら出来ない筈はずだ。

（……その封印を破り、中にいた人間たち全員を戦闘不能にするなど……宮廷騎士団、それも国王親衛隊クラス……あるいは……）

　あるいは……。

（……フラグメントを持つ者、とか）

　と、そのとき。

　奥へと続く扉の一つが開かれ、一人の黒髪の少年が姿を現した。

　シズの出資者パトロンで恋人──ホーリー。

　貴族としての家柄は並で政治的影響力は小さいが、ヘルメス十三貴族に匹敵するほどの財産を持つフォッグヴィレッジ家の若き当主。その財産に目を付けたシズは、父譲りの豊富な魔道の知識とフラグメント、そして自分の美び貌ぼうを餌えさに彼に接近した。

　市の魔法学校を卒業しているものの、魔道士としての才能は平凡。武芸や学問の才能があるわけでもない。当主としての職務はほとんど部下に任せきり。それでも自分の名を上げたいという野心や女の子にモテたいという欲望はある──そんなどこまでも普通の少年に、いつしかシズは本気で心惹ひかれていた。

　いつか自分の目的を果たしたら、彼と平凡な家庭でも築きたい。

　そんな大それた夢を持ってしまうほどに。

「ホーリー！　無事だったのですね」

　いつもは無表情な顔に安あん堵どの笑みを浮かべ、シズは彼に駆け寄ろうとした。

　だが──次の瞬間、彼の身体は前のめりに倒れた。

　その後ろからもう一人、小柄な人影が音もなく現れる。

　それは奇妙な扮ふん装そうをした一人の少女だった。

　年の頃ころは十四前後に見える／アメツチ民族特有の、艶つやのある黒髪／おかっぱ頭／喪服を思わせる黒い着物で、無数の髑どく髏ろの模様が鏤ちりばめられている／左手には鞘さやに納められた、刀身が反り返った独特な形状の剣＝カタナ。

「な、何者です！」

　動揺した声を上げるシズを、着物姿の少女は漆黒の瞳ひとみで無表情に見つめる。

　その背中には大きな風ふ呂ろ敷しき包づつみを背負っている。

　隙すき間まから覗のぞいているのは一見がらくたのようで実は貴重品──ハロルド・ファウストとシズが父娘おやこ二代で蒐しゆう集しゆうしたフラグメントの数々。

「まさか……これはあなたのしわざなのですか……!?」

　少女はこくんと頷うなずき、

「私は欠片かけらを返してもらいに来ただけなのですが、彼らが襲ってきたので仕方なく戦闘不能にさせていただきました。一人に対して大勢で襲いかかってくるなど、武士もののふの風上にもおけませんね。ちょべりばです」

　ほんの少しだけ顔をしかめ、平淡な声で少女は言った。

「一人……あなた一人で彼ら全員を……？　いえ、それよりも……返してもらいに来たとはどういう意味ですか。あなたは一体何者ですか？」

　得体の知れない不気味さを感じながらも、シズは努めて冷静に尋ねた。

　が、少女はシズの問いには答えず、

「隻眼のメイドさん。どうやらあなたも欠片を持っているようですね。大人しく渡してください」

　そう言って一歩近付く。

「くっ……それはこちらの台詞せりふです！　奪ったフラグメントを返しなさい！」

　言いながらもシズは一歩後ろに下がる。

　シズも魔術の心得は多少あるが、今持っているフラグメントは戦闘には向かない。

　腕利きの魔道士三十人を倒すような相手に勝ち目は薄い。

　少女がまたも一歩近付く。

（ここは退ひくしか……！）

　素早く判断し、シズは踵きびすを返して出口へと走る。

　が、

「逃げるとは卑ひ怯きようですね。ちょべりばです」

　声はシズの耳元で聞こえた。

「──!?」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべて振り向こうとすると、真横に少女がいた。

　シズと少女との距離は二十メートル以上は離れていた。それを一瞬で……

「くっ!!」

　シズ、咄とつ嗟さにスカートのポケットからナイフを取り出し、斬きりつけた。

　フラグメント《精霊王》／精霊魔法を無効化するナイフ。

　見た目は儀礼用のナイフで、殺傷能力も見た目相応。

　それでも牽けん制せい程度には────ならなかった。

「素人が刃物を振り回しては危ないですよ？」

　どこか吞のん気きな声でそう言って、少女はあろうことか、ナイフの刃を右手の人差し指と親指でつまんで受け止めた。

　ひょい、と。

　いとも簡単に、フラグメント《精霊王》は少女に奪われてしまう。

「まだ……！」

　シズはポケットからさらに幾何学模様の刻まれたダーツを取り出す。

　ソリスとの戦闘では使わなかったが、これもフラグメント。

　№２２７《射手》。

　全２５５種類のフラグメントの中でもかなり下位のナンバーで、効果は「投げたら自動的に標的の心臓に向かって飛ぶ」という、高位の魔道士なら自力で実現可能な奇き蹟せき。

　躊躇ためらわず投とう擲てき。

　狙ねらいもつけずに投げられたダーツは空中で軌道を勝手に変更し、少女の心臓めがけて真っ直ぐに進む。

　少女はそれを、またしても指先だけで摑つかんだ。

「く……っ！」

「……もう一つ持っていたのですか。気付きませんでした。ずるいです」

　淡々と言って、

「……他にも持っていないか、確認する必要がありますね」

　言いながら、流れるような動きで左手に持ったカタナを抜刀。

　底冷えのする殺気。

　まさか殺して調べるつもりか。

　シズの顔が恐怖に引きつる。

「こんなところで……シェンファ、ニカ……！」

「──お覚悟を」

　回避など不可能な神しん速そくの斬ざん撃げきがシズを襲う。

　一いつ閃せん──そして少女はカタナを再び鞘さやに納める。

　カチン、という鍔つば鳴なりが静寂の広間に響く。

　同時に、シズの服が下着ごとバラバラになった。

「な……っ!?」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす全裸のシズの身体からだを、少女は無表情で凝視。

　身体には傷一つついていない──恐るべき神業だった。

「……ふむ。他には何も持っていないようですね。脱がせ損でした」

「こっちは脱がされ損です！　くっ、新調したばかりだというのに……！」

　本来なら命が助かっただけ僥ぎよう倖こうとすべきだが、緊張が切れたせいか思わずそんな文句が出てくる。

「……それではさようなら」

　憤いきどおるシズを尻しり目めに、少女が歩いていく。

「ま、待ちなさい！　あなたは何者なのですか!?」

　叫ぶシズに少女はぴたりと歩みを止めて振り返り──




「私の名はクオン・エターニア。魔王の復活を願う者です」




　そんなとんでもないことを言って、少女は再び踵きびすを返す。

「エターニア……!?」

　三百年前の天地戦争で滅ぼされたアメツチ王国の魔王の名はトワ・エターニア。

　しかし、

（……それが本名だろうと偽名だろうと、その目的が真実だろうと偽りだろうと、そんなことはどうでもいいのです……！）

「あなたの好きにはさせません！」

　叫び、シズは唯一無事だった右眼の眼帯を乱暴に外す。

　その下にあったのは左眼と同じ灰色の眼球──ではない、透き通った灰色の石。

　フラグメント№13、《灰》。

　石に灰色の光が集まり、一筋の矢となってクオンと名乗った少女の背中へ直進。

　少女の背負うフラグメントが入った風ふ呂ろ敷しき包づつみごと身体を貫通。

「……ッ！」

　灰色の光に胸を射抜かれたクオンは僅わずかに驚きよう愕がくの色を浮かべて振り返り──それから何事もなかったかのように、口の端を微妙に釣り上げて笑った。

　シズの方にゆっくりと歩み寄り、

「そんなところに隠していたのですね。ずるいです。ちょべりばです」

　再びカタナを抜刀。

「では、それも返していただきます」

　言いながら、クオンは無造作に。

　微み塵じんの容赦もなく、躊躇ためらいもなく。

　シズの右眼の部分に、カタナを突き刺した。

「ぁ、ぁあ、ひぎゃぁぁぁぁぁぁあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁァァァァ────────────ッ！！！！！！！！！！！！！！！」

　廃屋の地下室に、シズの絶叫が響き渡った──……。








第一話　魔王覚かく醒せい







　シズを撃退しこれからはもっと余裕をもって生きていこうとソリスが決意した翌日……具体的には３巻のエピローグの翌日で、この巻のプロローグの数日前。

　ソリスとマシロは、いつものように放課後生徒会室へ向かう。

　仕事の進行状況をシェンファ達に報告したあとは、必要書類などを持ち帰りバイト先の『ストロベリーフィールド』へ行く予定だった。

　正体が露見した店長のシズはもうあの店にはいないだろうから、この先あの店が営業を続けるのかは分からない。

　もし潰つぶれていたら新しいバイトを探さなくてはならない。

「……生きるのって大変だなあ」

　ため息を漏らすソリスに、

【大変だからこそ楽しいんですよ】

　マシロは首にぶら下げたノートにそう書いた。

「ああ……そう、だな」

　ソリスはマシロの言葉を反はん芻すうする。

　生きるために仕事をしたり、勉強したり、ご飯を食べたりする必要のないマシロ。

　一週間に一回くらいソリスが口づけして魔力を補給してやれば、生きるための大変さとは無縁。

　そんなマシロにとっては、苦労さえも輝いてみえるのかもしれない……。

【ソリスくん、なんでいきなりそんな真面目な顔になるんですか？】

「え？」

　きょとんとするソリスに、マシロはカタカタと歯を鳴らして笑う。

【ソリスくんは考えすぎです。わたしは思ったことを素直に言っただけで、特に他意はありませんよ。人の言葉の裏まで読み取ろうとするのはソリスくんのいいところでもあり悪い癖でもあります。真面目すぎると冗談も言えないじゃないですか】

「え……ごめん」

　思わず謝るソリスにマシロ、

【ソリスくんは、もっと気楽に生きた方がいいと思います】

　そんな、ソリスにとっては何よりも難しいことを言った。

「……頑張って気楽に生きてみるよ」

【だから頑張っちゃダメなんですって】

「……難しいなあ」

　そうこうしているうちに生徒会室に到着。

　部屋には生徒会長のシェンファ、会計のキャロル、書記のアイザックという生徒会執行部の面々が揃そろっていた。

　ソリスの姿を見て、キャロルは何やら心配そうな顔をした。

　いつも無表情なアイザックも微妙に難しげな顔でソリスを見る。

「な、なに？」

　怪け訝げんに思うソリスに、

「ソリス・アレクサンドロ」

　いつものようにパンツ丸見えで机に足を置いていたシェンファが、何故かいつもより楽しげな顔で言った。




「貴様に生徒会副会長職の解職請求が出ている」





　　　†







・生徒会会員は、会員総数の五分の一の連署、あるいは会員十五人以上の連署と顧問教官の署名をもって、生徒会役員の解職を請求することが出来る。

・解職請求の出された一週間後、全会員による投票を行い、三分の二以上の同意が得られた場合、解職が成立する。




　　　　王立トリスメギストス魔道学院生徒会規約、解職・解散請求細則より抜粋。







　　　†






　シェンファの話によれば、解職請求を出してきた代表者の名前は白魔法科三年生のマルキス・ディーレン。

　聞き覚えのある名前──たしか昨年度末に行われた今期生徒会選挙において副会長に立候補しソリスに敗れたうちの一人だ。

【全校生徒の五分の一もの署名をよく集められましたねえ。ソリスくん、そんなに嫌われてたんですか】

　マシロがナチュラルに傷付くことを言った。が、

「それは違いますわマシロ様。いくらなんでも、そんな大きな動きがあればこちらで事前に察知できますもの」

　キャロルが言う。

「違うっていうと……？」












「解職請求を行う条件は、会員総数の五分の一の連署、あるいは会員十五人以上の連署と顧問教官の署名。マルキスとやらは後者の条件を使ってきたのですわ。何十年も前、生徒会の権力が大きくなりすぎるのを恐れた教師陣がねじ込んできた条件なのですけど、これまで教師側との大きな対立はなく、この条件で解職請求が出されたことは過去に一度もございませんの。ですから数十年間放置されてきたのですわ」

「へえ……詳しいんだな」

　スラスラと言うキャロルに感心。

「ソリス様。生徒会執行部ならば生徒会規約、および過去の生徒会執行部の主だった業績や活動内容を把は握あくしているのは当然のことですわ」

「……マジで？　会長やアイザックも覚えてるんですか？」

「くっくっく、当然だ」とシェンファ。

「うむ」

　アイザックも頷うなずく。

「そ、そうなのか……。ところで疑問なんだが、生徒会に顧問教官なんていたのか？」

　さらに尋ねると、三人は揃そろって呆あきれた顔をした。

「……ソリス様……いくらなんでもボケすぎですわよ？」

「ソリス・アレクサンドロ。私はバカな子は好きだが無能な人間は嫌いだ」

「……ふ」

「うわっ、アイザック今笑ったな!?　俺おれのことバカにしたな!?　しょ、しょうがないだろ！　もともと会長にわけもわからずいきなり立候補させられて、いつの間にか当選してたんだから！」

「礼はいらんぞ、ソリス・アレクサンドロ」

「言わねえよ！」

　ソリスのツッコミを軽く受け流しシェンファ、

「ちなみに今年度の生徒会顧問は精霊魔法科のフィーン・マクドナルドだ」

「フィーン先生？」

　ソリスが一年生のとき火精霊魔法の授業を担当していた若い教師で、少し真面目すぎる気もするけど思慮深くてどんな生徒にも偏見を持たずに接する、公明正大ないい先生という印象だった。

　間違っても生徒の逆恨みに手を貸すような人物ではないし、自分が彼に嫌われるようなことをした記憶もない。

「請求理由はこうだ。ここ最近のソリス副会長の度重なる不祥事は目にあまる。具体的には授業中のスカートめくり（２巻　第一話　参照）、女子生徒の着替えを覗のぞく（２巻　第一話　参照）、猥わい褻せつな行為……」

「スカートをめくってしまったのは魔石を間違えたからで、着替え中の部屋に入っちゃったのは眼鏡がなくて教室を間違えただけ、どちらも純然たる事故です！　えーと、猥わい褻せつな行為ってのは……」

「キャロル・カリオストロを裸にひん剝むいた件だろう（３巻　第一章　参照）」

「あー、あれか。忘れてた」

「忘れてたとはどういうことですのソリス様!?　わたくしにあのような辱めを与えておいて……そういえばあのときの償いがまだですわよソリス様！　今すぐわたくしの身体からだを隅々まで眺め尽くして味わい尽くしてくださいませ！」

　いきなりキレて服を脱ごうとするキャロルを、アイザックが手刀で眠らせる。

「…………はう」

「ナイスだアイザック。……ともあれ、あれも事故です。杖つえが壊れるなんて予測出来るわけないじゃないですか」

　ちなみに新しく買い直した杖も昨日シズとの戦いで壊れてしまったため、ソリスは今杖を持っていない。

　明後日奨学金が振り込まれるまで、魔法演習などの授業は見学するしかない。

「あとは……『本学院の生徒が働くに相応しくない、いかがわしい店でのアルバイト』だな。これに関してはフィーン・マクドナルド本人が確認済みとある」

「いかがわしい店って『ストロベリーフィールド』のことですか？」

　たしかにバイト初日の夕方、フィーン先生があの店に来ているのを見かけた（３巻　第一章　参照）。

　別にやましい気持ちなどなかったので、特に隠れたりはしなかった。

　だから彼がソリスが働いているのに気付いた可能性は高いが……。

「で、でもあの店は内装とか店員のカッコはアレですけど実際は普通の料理屋で……会長だって来たことあるじゃないですか」

「……ふん、あの女が経営していた店がいかがわしくないわけがないだろう。存在自体が有害に違いないのだ。あーよかった何も口に入れずにさっさと追い出されて」

　吐き捨てるように言うシェンファ。

「……会長？」

「なんでもない。とにかくあの店がいかがわしい店ということは私も同意見だ」

　……よく分からないが、シェンファはあの店を嫌っているらしい。

【会長さん。あの店がいかがわしい店だったら、そんな店に学校の先生が入るのだって問題があるんじゃないですか？】

「あちらの言い分によれば、いかがわしい店に生徒が出入りしていないかどうか見回っていたのだそうだ」

「んな無茶な……」

「確かにな。だが、それが偽りであっても特に問題はない。我が校では社会や生徒に有害でない限り、教師がどんな性癖を持とうが自由という方針だ。生徒の権限が強いこの学院で私生活にまで口出しすれば、学院に来てくれる教師がいなくなってしまうという現実的な理由だな。魔道士として優秀な教師には人格的にアレな人間が多いし」

【なるほどー】

「……マシロ・アナスタシア。何故私の顔を見てうんうん頷うなずいているのだ」

　シェンファが少し憮ぶ然ぜんとして言った。

　そして何故か、唇の端を吊り上げて笑みを浮かべる。

「それはそうとフィーン・マクドナルド……人畜無害なボンクラ教師かと思っていたら、まさかこの私に公然と牙きばを剝むくとはな……くくく……」

「あの、会長。目が笑ってないんですけど」

「それからマルキス・ディーレン以下十五名の生徒ども。この私の所有物にケチをつけるとはいい度胸だ……私に刃向かうとは神に逆らうに等しいのだと教えてやろうではないか……くくくくく……」

「……いや神て。つーか誰だれが所有物ですか誰が。ちなみに解職請求された俺おれが言うのも変ですけど、彼らは正当な手続きに則っているわけで、咎とがめられるようなことは何もしてないですからね。くれぐれも無茶なことはしないでくださいよ。その……粛しゆく清せいとか。流りゆう血けつ沙ざ汰たは禁止です」

「ふむ……優しいなソリス・アレクサンドロ。好・き♥」

「優しさとかじゃないです。現代社会に生きる人間としての常識です。あ、俺は別に好きじゃないです」

「うがー！」

　シェンファが吼ほえた。

「……だがまあ安心しろソリス・アレクサンドロ。こんな請求など私の権力の前には紙くず同然なのだからな」

「生徒会の大原則をぶち壊すことをさらりと言いますね会長……」

　呆あきれつつ、ソリスは真面目な顔になる。

「会長。スカートめくりやら覗のぞきやらは断じてそりゃもう一〇〇％事故とはいえ、俺が生徒の一部に不信感を与えてしまったのは事実であり、俺に責任がないとは言い切れません。ですのでこの解職請求、甘んじて受けようと思います。くれぐれも権力を不当に乱用するような真ま似ねはやめてください」

「む……」

　シェンファが不機嫌そうな顔になる。

「……一週間後の投票で、俺おれは自分の処分を他の生徒に委ゆだねようと思います。それが俺のケジメです」

「だ、だがもしも三分の二以上の生徒が貴様の解職に同意してしまったら……」

　ソリスはつかつかと、シェンファの近くに歩み寄る。

「……？」

　怪け訝げんな顔のシェンファの手を、両手で包み込む。

「な、何の真ま似ねだ……」

　頰ほおを赤らめるシェンファの目をソリスは真っ直ぐみつめ、




「俺を信じろ、シェンファ」




　キラーン！（ソリスの歯が光る擬音です。本当は光ってません）

　ボッ！　とシェンファの顔に火が付いた（顔が真っ赤になったという比ひ喩ゆ表現です。本当に火が付いているわけではありません）。

「はぅ……わかった……です……貴様を信じる……です……」

　シェンファ、ぽーっとした顔でこくこく頷うなずいた。

　先日発覚したシェンファの弱点＝歯の浮くような台詞せりふとか、直球に弱い。

「じゃ、俺はバイトに行くんで、今日のところは失礼します」

「あ、うん……頑張って……」

　まだぽーっとしているシェンファを横目に、生徒会室の扉を開ける。

　マシロもそれに続く。

　去り際、

「……アレクサンドロ」

　アイザックに呼び止められた。

「ん？」

「……あまり調子に乗るな」

　やたら不機嫌な声で言われた。

「え、あ、ごめん……」

　よく解らないが、ソリスはとりあえず謝った。
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「ふーんふふーんふふーん♪」

　学校を出てバイト先へ向かう道すがら、ソリスは鼻歌など歌っていた。

【どうしたんですかソリスくん……生徒会を辞めさせられちゃうかもしれないのに、何だかゴキゲンですね。キモいです……】

　普段マシロにキモいなどと言われたら凹むのだが、今のソリスは気にしない。

「だからだよ。これでようやく生徒会を辞められるんだ。もともと会長に無理矢理やらされてたもんだからな。勉強やバイトの時間はなくなるわ疲れるわで割に合わないことこの上ない」

【……本気でイヤだったんですねソリスくん……】

「……まあ、別に会長たちのことが嫌いってわけじゃないし、やり甲が斐いがあるのは確かなんだけどさ。今はもっと優先したいことがあるし……。解職請求をしてきた三年生はもともと生徒会に入りたがっていたみたいだから、多分俺おれが辞めたあと自分が立候補するつもりだろ。別に俺じゃなきゃ出来ない仕事ってわけでもないし、それならやる気がある奴がやった方がいいさ」

【冷めてますねーソリスくん】

「合理的と言ってくれ」
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　喫茶店『ストロベリーフィールド』は、いつもと変わらず営業中だった。

　しかし店長のシズ（が幻術で化けたミセス・ゴールドという派手な女）はおらず、今後はアンジェラス三姉妹……ではなく牛子、ウサ子、猫子が店長代理を務めていくらしい。

　ソリスと顔を合わせた三姉妹は少しばつの悪そうな表情を浮かべたものの、すぐに何事もなかったように「眼鏡くん、今後とも宜しく頼むモ～」「仲良くやろうウサ」「ウチにゃ、眼鏡くんに強引に脱がされたときからずっと……」といつもの調子に戻った。

　……猫子を脱がしたことなどないのだが。捏ねつ造ぞうはやめてほしいと思った。

　ちなみに残念ながらバイト代は大幅に下がった。

　三姉妹の金銭感覚はシズのように狂ってはいないらしい。

　それでも他の喫茶店よりは高い方だし、店が潰つぶれている可能性も考えていたので、まずは一安心といったところか。

（解職請求といい、今日はついてるぞ。……いや、これまでがついてなさすぎたんだ。これからは何をやっても上手くいく超ハッピー人生が待っているんだ待っているに違いない待っているといいなあ待っててくださいお願いします……）

「どうしたんですか先パイ。なんだか嬉うれしそうですね」

　休憩室でいきなりニヤニヤし始めたソリスに、一緒に休んでいたメイ（牛を模したメイド服姿）が怪け訝げんな顔をした。

　ソリスはメイに、解職請求が出されて一週間後に生徒会を辞めることになるかもしれないと説明した。

　話を聞いたメイ、満面の笑みを浮かべる。

「きゃー、おめでとうございます先パイ！　ようやくあの赤毛似え非せツンデレお嬢様との縁が切れるんですね！」

「……その赤毛なんちゃらってのはキャロルのことだろうけど……キャロルとはクラスが同じだから、別に縁が切れるってわけじゃないぞ」

「でもでも、放課後キャロル先パイがわたしに見せびらかすみたいにソリス先パイにべったりくっついて『おーほっほっほ、ソリス様はわたくしのものですわ下げ賤せんな乳牛娘は大人しくわたくしの靴でも嘗なめていればいいのですわおーっほっほっほっほ!!』なんて高笑いすることはなくなるんですよね！」

「……そんな台詞せりふあったか……？　つーか物もの真ま似ね上手いな……」

「わたし、キャロル先パイのこといつも見てますから！」

「その発言は誤解されるぞ」

「はっ！　たしかに！　とっても不愉快です最悪ですねもしそんな誤解をされたらわたしもうキャロル先パイをゾンビにしてウチで飼ってるゾンビ犬の遊び相手兼生いき餌えにしちゃうしかありません！」

「なにげに黒いなお前も……」

「まあそれはともかく」

　いきなり真面目な顔になるメイ。

「お喜びのところ申し訳ないんですけど先パイ、解職請求には全校生徒の三分の二の賛成が必要なんですよね？」

「ああ」

「多分それ、否決されますよ」

「ええ!?」

「ソリス先パイは人気者ですからねー、いきなり『副会長には相応しくない』って言われたところで、納得してくれる人がそこまでいるとは思えません」

　事情通のメイによる思わぬ見解にソリスは動揺する。

「で、でもぶっちゃけ俺おれ、男子生徒にはかなり嫌われてるっぽいし、マシロの話によれば最近色々あったせいで女子生徒の評判も大暴落してるって……」

「それは基本的に精霊魔法科の二年生の話でしょうねー。一年生の男の子たちの中にはソリス先パイを尊敬してるっていう子もたくさんいますし、それに学年や学科が違えば悪い噂うわさも届きにくくなりますし、届いたところで話半分に聞いている人も多いでしょう。生徒の間でのソリス先パイの支持率は依然として相当高いものと思われます。わたしやヒカリちゃんもたまに『ソリス先パイに近付くな雌めす豚ぶた』って怪文書もらったり靴に画が鋲びようを入れられたりしますしー」

「最後の方にさらりとヘビーな発言があったような……」

「聞き流してください先パイ。女の子の世界は色々大変なんです」

「そ、そうなのか……」

　気がかりではあったが、ソリス本人が出張ってはいけない問題のような気がするのでとりあえず置いておく。

「……ともあれ、現状では投票をしたところで俺おれが生徒会を辞められる可能性は限りなく低いってことだな？」

「そういうことです」

「ちぇっ……ぬか喜びだったか……」

　ため息をつくソリスにメイ、瞳ひとみを輝かせて言う。

「安心してください先パイ！　わたしにいい考えがあります！」

「いい考え……？」

「簡単ですよ。人気があって困ってるなら、みんなを幻滅させるようなことをすればいいんです。誰だれもがウザいと思うような言動を連発したりとか」

「幻滅させる……か。そうは言ってもなあ……うーん……」

　メイの言葉を反はん芻すうし、首を傾かしげるソリス。

「俺ってほら、何から何までパーフェクトだから……ウザい言動なんて不可能だよ……」

「あ、そうですそうですそんな感じです先パイ！　その無駄にキザったらしくて傲ごう岸がん不ふ遜そんな発言！　わたしでも『あ、この人ちょっとウザい』って思いましたもん！　普通の人なら超ウザいと思うこと必至！　さすが先パイですね！」

「…………」

　もちろん今のはソリスの素でした。

「うーん、でもまだちょっと物足りないかもですねー。もっとウザく、もっとダメダメな感じにしないと……」

「……俺ほど完かん璧ぺきな人間になるとダメになることすら難しいということか……」

「おお、ノリノリですねー先パイ。いいですよー、いい感じにウザいですよー」

「…………そうかよ」

「安心してください先パイ、明日からわたしが全力でサポートしますから！　投票までの一週間で、先パイを全校生徒の誰もが嫌う超ウザい男に仕立て上げてみせます！」

　自信満々に言うメイに、

「……まあ、お手柔らかに頼むよ……」

　ソリスは力なく言ってうなだれた。
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　翌日、朝早く。

「おはよーございますソリス先パイにマシロっち！」

　学校へ行く時間より一時間ほど前に、ソリスの部屋にメイがやってきた。

　何が入っているのか知らないが、大きなバッグを持っている。

「ほんとに来たのかよ……」

　一晩経つと、『出来るだけウザい人間に変身する』などという計画が死ぬほど馬ば鹿か馬ば鹿かしく思えてきた。

「大船に乗ったつもりでどーんと任せてくださいね、先パイ！」

　豊かな胸を反らすメイ。

　さらにメイの後ろから、三人の動物メイド。

「へえ、ここが眼鏡くんの部屋なのかモ～」

「小汚いアパートウサ」

「ウチ、眼鏡くんと一緒ならどこだっていいにゃー」

「……なんで牛子さん達まで……」

「バイトを頑張っている眼鏡くんが困っていると聞いて力になりたいと思ったモ～」

「嫌がらせ……じゃなくて面白そうだったからウサ」

「そんなこと聞くなんて野暮にゃー。ウチの気持ち知ってるくせに……」

「あ、あの……せんぱい、おはようございます……」

　三人の後ろから声がして、ヒカリが顔を覗のぞかせた。

「ヒカリちゃんは『駄目人間アドバイザー』です」

「……なんじゃそりゃ」

　駄目人間についてのアドバイザーなのか、アドバイザーが駄目人間なのか、判断に苦しむ単語だった。

「……うう……こんな朝早くから私の見苦しい顔なんて見たくありませんよねそうですよねすみません……で、でもメイちゃんにせんぱいがみんなから嫌われるクズみたいな人間というか人間みたいなクズを目指していると聞いてそれなら私にもお役に立てることがあるって思ってあつかましくも来ちゃったんですほんとに鬱うつ陶とうしいですねこのゴミ虫は死ねばいいのに！　ご覧の通り私はゴミ人間を全身で体現してますから私を観察してくださったら他人から嫌われる生き方がどういうものなのか解ると思いますだから私、せんぱいに自信をもっておすすめします！　私の信じられないほどの役立たずぶりはとっても役に立ちますよだから私を見てください！」

　相変わらずテンパッた様子でまくし立てる。

　前向きなのか後ろ向きなのかソリスの頭脳をもってしても評価不能な言動に、本気で頭が痛くなってくる。

　喫茶店でのアルバイトを通して少しはまともになった筈はずなのだが、自虐的な発言などは相変わらずだ。

　もしかするとヒカリにとってこうした自虐的な発言は、呼吸するのと同じくらい自然なことなのかもしれない。

「……で、牛子さん達まで連れてきて具体的に何をするつもりなんだ？」

　五人を部屋に入れ、漠然とした不安を覚えつつメイに尋ねる。

　するとメイ、持っていた大きなバッグの中を漁あさり始めた。

「人間は結局見た目で判断する生き物です。だからまずは見た目をなんとかします！」

「イヤな予感……」

【面白そうな予感……】

　マシロが無責任に言う。

　バッグから出てきたのは、幾つもの変な服やズボン、たくさんの眼鏡、染髪料、その他化粧品の数々。

「……まさか……まさか……！」












　冷や汗を流しながら後ろに下がるソリス。

「えへへ、昨日バイトが終わったあと眼鏡屋のおじさんとか商店街の人たちのところで借りてきたんです。ソリス先パイを嫌われ者にしたいって言ったらみんな喜んで貸してくれました。みんな親切ですねー」

「それは多分親切とかじゃない……！」

「化粧品はお店のやつだモ～。遠慮なく使ってほしいモ～」

「出来れば遠慮したいです！」

「ささ、先パイ、お着替えしましょうねー♥」

「あの、せ、せんぱい、これなんかいいと思います……」

　ヒカリがトリス学院精霊魔法科の制服を手に言う。

　精霊魔法科の制服＝天地戦争で活躍したエリート部隊『暁騎士団』の制服をモチーフにデザインされた、スタイリッシュで洗練されたデザイン。

　だがソリスが普段着ているものとは違い、ヒカリの持っているそれはボロボロに破れていてあちこちに「喧けん嘩か上等」だの「仏ぶつ血ち犠ぎ莉り」だの「世界の女は全員俺おれの嫁」だのアホな言葉が赤い糸で刺し繡しゆうされており、さらに肩とか袖そでの部分にはトゲトゲの鋲びようが付いていて、ポケットや裾すそからはチェーンがじゃらじゃらと垂れ下がっている。

「な、なんてことを……」

　自分のものでないとはいえ、変わり果てた姿に悲哀を感じずにはいられない。この子はこんなことのために生まれてきたわけじゃない筈はずだ……。

「ご両親が泣いてるぞ……って、ま、まさかそれを俺に着ろと……!?」

「覚悟してくださいね先パイ。これも先パイのためなんです！」

「目が笑ってるぞ！　マシロ、お前からも何か……」

　マシロはソリスと改造制服を交互に見比べている。

　……目はないけど判った。今のマシロは、メイと同じ顔をしている。

「せーんぱい♥」

「せんぱい……」

【ソリスくん……】

「覚悟を決めるにゃー」

　六人の少女に詰め寄られ、ソリスは部屋の端まで追い込まれる。

「それじゃぬぎぬぎしましょうねー」

　最初にメイが飛びかかってきて、両腕でソリスの左腕を拘束。

　振り払おうとするも、

「う、動かない……!?」

「関節を極きめてますからー」

「くっ、器用な奴だとは思ってたけどそんなスキルまで習得していたとは……！」

「ふっふっふっ、魔法バトルは出来ませんけど接近戦ならそこらへんの男の子には負けないですよー」

「くっ、胸が、胸が当たってるんですけど!?」

「当ててるんですよー」

【観念してくださいソリスくん】

　さらにマシロに右腕を拘束される。

「胸骨が当たってるんですけど!?」

　マシロはカタカタと笑い、メイと二人がかりでソリスの身体からだをベッドに押し倒した。

「ぎゃー！　やめろ！　やめてくれー！」

「さて、それじゃあ早いとこ脱がしてしまうウサ」

「ぱんつは勘弁してあげるモ～」

「い─────────や────────だ──────────────っ!!」
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　……必死の抵抗も虚むなしく、無理矢理着替え……というか変身させられた。

　上は素肌に例の改造制服のみで前をはだけ、ズボンの方もボロボロに破れていてベルトには鋲びようとチェーン。

　全ての指に髑どく髏ろや悪魔の形をした不気味な指輪、首には同じような感じの首輪。

　顔には度の入ったサングラス、頰ほおには十字傷のメイク。

　髪はオレンジ色に染められツンツンに固められた。

　普段の凛り々りしい姿など見る影もなく、どう見てもそこらのチンピラ……

「……になる、筈はずだったんですけど……」

　メイが首をひねった。

「……？」

　自分がどんな姿になっているのか分からず、ソリスは不安に思う。

　他の少女たちも揃そろって困惑気味の表情。

　メイがバッグから鏡を取り出してソリスに見せた。

「……あー」

　そこに映った自分の姿を見て、ソリスは彼女たちの反応の意味を知る。

　普段とはまったく違う奇抜な格好をしているが……なんというかその……自分で言うのもアレだが……割と似合ってしまっているのだった。

　細身だが決して貧相な体格ではなく、脚も長くて目鼻立ちも整っているソリスがこういうワルっぽい格好をすると、チンピラというよりロックミュージシャンのような雰囲気になるのだ。

　いつものマジメ眼鏡くんより、こっちの方が好みという人もいるかもしれない。

【……正直、もっと笑える感じになると思ったんですけど】

「ちょっと失敗しちゃったかもしれませんね」

「お、お前ら……」

　勝手なことを言うマシロとヒカリに頰ほおを引きつらせる。

　……ともあれ計画は失敗……

（いや、こういうときこそあれだ。ウザい発言をするんだ）

　グラサンをくいっと上げてメイに流し目。

「ふっ、俺おれほどの男になるとどんな服でも着こなせてしまうのだな……」

「そ、その通りですソリス先パイ！　きゃー！　スキスキ抱いて好きにして！　ファックミー！　ファックミープリィィィィィズッ！」

「ええっそんな反応!?　違うだろ!?　そこはこう『きもーい』とか『うざーい』って生ゴミでも見るような蔑さげすみの視線をだな……！」

「眼鏡くん……」

　突然、何故か潤んだ目で牛子がソリスの手を握ってきた。

「こうして見るとキミ、三年前仕事中に死んだ私の恋人にそっくりだよ……」

「そんなヘビーなことを言われても困ります！　あと口調が元に戻ってます牛子さん」

「今だけでいい……私のことは牛子ではなくガブリィ……いや、ティナと本名で呼んでくれないだろうか……あの人のように」

「だから困りますって！」

　完全に恋する乙女の顔になってソリスの手に巨大なおっぱいを押しつけてくる牛子をどうにか押しのける。

「……ちっ、ウザってえぜ……ったくよぉ……」

　不機嫌そうな声の主はウサ子。

「ケッ、格好が変わったくらいでなんだってんだよ……。ど、どんな格好でもだなぁ、そいつはひょろひょろの眼鏡野郎だっつーの……」

　思いっきり頰を赤らめて、ソリスの顔を横目でちらちら見ながらブツブツそんなことを言っている。どう見てもただのツンデレだった。

「ウチにゃ、そういうワイルドな格好の眼鏡くん……じゃなくてグラサンくんのことも好きにゃ」

「猫子さんだけですよキャラがブレてないのは。でもグラサンくんは勘弁してください」

「勘弁したらちゅーしてほしいにゃー」

「しねえよ」

　と、ふと時計を見ると、そろそろ家を出なくてはならない時間になっていた。

「くそっ、もうこんな時間か……」

「先パイ、とりあえずこのまま行ってみましょう！　予定よりも見れる格好になっちゃいましたけど、肝心なのは見た目より行動です！　いかにもクズっぽい態度を見せれば『こいつ生徒会に相応しくないな』って思ってくれる生徒もいる筈はずです」

　ソリスはしばし考え、

「……まあ、こうなったらやれるだけのことはやってみよう。常にベストを尽くすのが俺おれのスタンスだからな」

【目的は『生徒会をやめるため』っていう後ろ向きなものですけどねー】

「せんぱいは後ろを向くときも全力なんですね……！　さすがですせんぱいっ、私も見習いたいです！」

「見習うな」

　目を輝かせるヒカリに、ソリスはジト目で言った。

　また自分の発言で妙な影響を受けてもらっては困る。
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「……うう……みんなの視線が痛い……」

　通学途中も学院の校門をくぐってからも、ソリス達は注目の的となっていた。

「誰だれだあれ？」という好奇の視線に、自分のことをソリス・アレクサンドロだと気付いた生徒たちの「一体何があったんだ？」という困惑の視線。

　注目の度合いは以前ソリスが初めて学院にマシロを連れて来たときよりも遙はるかに高い。

　……だが、注目を集めている最も大きな理由はソリスの外見よりも……。

「ほらほら先パイ、もっと威圧的に、無駄に肩をいからせて歩いてください」

　先導するメイが言う。

　彼女の服は短くカットした死霊術科のローブなのだが、そのカット具合がいつもの制服より段違いに凄すごい。

　腕はノースリーブで胸元は大きく開き、下は足を動かすたびにパンツがチラチラ見えるほど（最近王都のティーンの間で流行している『見せパン』というものらしい）。

　夏服のため生地も薄く、キャミソールとショーツだけで歩いているようにしか見えない。

「ワルなオトコは無駄に露出度の高いギャルをはべらせているものです」などとのたまい、アパートを出る直前にいきなりこんな服に着替えたときはどうしようかと思った。

「そうだぞ眼鏡くん。キミは格好いい。あぁ……アレックス……」

　うっとりした顔で右腕にしなだれかかっているのは牛子。もちろん服はメイド服のまま。アレックスって誰だれだ。

「眼鏡くん、みんなこっちを見てて恥ずかしいにゃー」

　左には猫子。恥ずかしいなら離れろと思う。

「ケッ、男だったらガン飛ばされたら睨にらみ返かえすくらいしてやれよ……ウサ」

　後ろで相変わらず不機嫌そうな声でウサ子。頰ほおを赤らめながらソリスの服の裾すそを指先でちょっとだけつまんでついてきている。

　ロリ顔で巨乳の少女と、動物の格好をした三人の美少女メイドをはべらせて歩く派手な格好をしたグラサンの男。恐ろしく嫌味ったらしい構図だ。

「なんで牛子さん達まで……校内は立ち入り禁止ですよ」

「校舎内はダメでも、敷地内なら生徒以外も出入り自由だからいいんです」

　メイが言う。

　そのとき後ろからすすり泣くような声。

「……うう……やっぱり恥ずかしいですよぅ……」

　ソリス達から二メートルほど距離をおいて歩いているマシロとヒカリ。

　ヒカリの格好はメイと同じ超大胆にカットした制服だが、問題は下だ。

　彼女はパンツをはいていなかった。

　足を動かすたびに危険な領域が見えそうになるので、手で裾を押さえながら顔を真っ赤にしている。

「ヒカリちゃんは色気に欠けるから露出度をさらに上げてみよっか」とメイに説得され、彼女はパンツを脱いだ。

【大丈夫ですよヒカリちゃん、わたしだってぱんつはいてません！】

「うう……マシロさん、それは何のフォローにもなってないです……」

　今にも泣きそうな顔のヒカリにメイは、

「うーん、まだちょっと地味かなぁ。……そうだヒカリちゃん、いっそマシロっちみたいに全部脱いじゃうっていうのは……」

　ヒカリに近づいてぴろりとスカートをめくる。尻しりが見えた。

「うあぁぁぁぁぁんっ！　メイちゃんのばか──────っ!!」

　ついには泣き出し、ヒカリは校門の方へと逆走。

【ヒカリちゃん！　走ったら色々と危険なトコが！】

　当たり前だが文字で忠告してもヒカリに伝わるわけはなく、彼女はそのまま校門を出て行ってしまった。

「……ほとんどイジメだろこれ」

　ジト目でメイに言うと、

「大丈夫ですよ、ヒカリちゃんはああ見えて強い子ですから。脱がされ慣れてますし！」

「そういう問題か……？」

　と、そのとき。

　ピピー！　という甲高い笛の音。

「そこの集団、止まりなさい！」

　一人の気が強そうな女子生徒と五人の男子生徒が走ってきて、ソリス達を取り囲んだ。

　全員腕には『風紀委員』という腕章。

　リーダー格の少女がソリスに指をビシッと突きつけ厳しい口調で、

「あなた、見覚えがありませんがうちの学校の生徒ですか？」

「……まあ、一応」

「そうですか。では風紀委員として注意させていただきます。本校ではある程度の制服のアレンジは認められていますが、それを差し引いてもあなたの格好は本校の生徒として不適切なものだと思われます。信仰や部族の習俗など特別な理由があれば別ですが、その場合はちゃんと届け出をしてください」

「……ごめんなさい」












　ソリスは謝った。

「……へえ、意外と素直ですね。しかし謝ればいいというものではありません。まずは所属学科と学籍番号と名前を教えてください」

　ペンとメモ帳を持って尋ねてくる風紀委員の少女に、

「……精霊魔法科二年、学籍番号二〇七一六八番、ソリス・アレクサンドロ」

「えーと、二〇七一六八、ソリス・アレクサ…………副会長!?」

　少女はいきなり素すっ頓とん狂きような声を上げた。他の風紀委員たちも「え、副会長？」「噓うそだろ……？」「え、え、でもよく見れば確かにソリス副会長……」などとざわつく。

「……おう。お仕事ご苦労さん。えーと、エレン・ローナント」

　苦笑いを浮かべて彼女の名前を呼ぶ。

　風紀委員は生徒会執行部直属の下部機関の一つで、副会長のソリスと風紀委員の彼女とは面識があった（ちなみに１巻　第Ⅳ章の少女は彼女です）。

「副会長……どうしてそんな格好を……それに解職請求が出されたと聞きましたが……」

　困惑する彼女に、「まあ、その、いろいろ事情があるんだハハハ」などと誤魔化し笑いを浮かべるソリス。

「事情、ですか……副会長が仰るのなら……でもやっぱり……」

　どうするべきか判らずに顔を見合わせる風紀委員たち。




「何の騒ぎですの？」




　風紀委員たちの後ろから声。

　現れたのは見るからに不機嫌な顔のキャロル・カリオストロ。

「まったく、この大変なときに……」

「あ、キャロルさん。それが……」

　エレンが説明するより早く、キャロルはソリス、そしてその横に侍はべるメイに視線をやり、目を丸く見開いて、それから怒ど濤とうのごとくまくし立てる。

「あらあら、誰だれかと思えばゾンビ娘ではありませんの！　今日はいつにも増して破は廉れん恥ちな格好ですわねおーほっほっほ！」

　ソリスに対して一瞬蔑さげすむような視線を向けたあと、

「しかしまあ、ようやくあなたも身の程というものを理解できたようですわね。その点だけは褒めてさしあげますわ！　どなたかは存じませんけれど実に下品で下劣で下げ賤せんで粗野で粗暴で知性というものが微み塵じんも感じられない殿方ですわね！　無駄についた胸の脂肪だけが取り柄の脳のう味み噌そがゾンビ化しているあなたのような乳牛娘にはとってもお似合いですわよ！　せいぜいその男と末永くお幸せに！　おーっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほ！！！！！！！」

　凄すごい勢いで勝ち誇った高笑いをするキャロルに、

「……あのさ、キャロル」

　声をかけるとゴミ虫でも見るかのような不愉快な顔をされた。

「無礼者！　あなたごときに名前を呼び捨てにされるいわれはございませんわよ下げ賤せんな豚風情が！　耳が穢けがれたらどうするのですか。わたくしに何か言いたいのなら跪ひざまずいて地面にその汚い顔をこすりつけながらになさい。もちろん『様』を付けるのもお忘れなく」

「…………」

　……初対面（だと思っている）相手をよくここまで罵ば倒とうできるなあとある意味感心する。

「あぁんごめんなさぁいキャロル先パぁイ♥」

　メイがわざとらしく馬ば鹿かっぽい口調で言って、笑顔でソリスの胸にしなだれかかってきた。薄い生地越しに伝わってくる柔らかい感触。

「キャロル先パイのゆぅとぉり、わたしゎこの人と幸せになりますぅ☆」

「ええ、それがお似合いですわよ」

「わーい。ありがとうございます。それじゃ行きましょ、ソリス先パイ♥」

「は？」

　キャロルの目が点になる。

「ささ、ソ・リ・ス・先パイ、早くしないと遅刻しちゃいますよ」

「ま、待ちなさいゾンビ娘！　い、今……なんと……？」

　口をぱくぱく開けながらソリスとメイの顔を見る。

「……おはようキャロル。下品で下劣で下賤で粗野で粗暴で知性というものが微み塵じんも感じられないかもしれないが、俺おれだ」

「…………よ、よく見ればその顔……それにその声は紛れもなく……………」

　キャロルは石化したように硬直し、

「…………はう」

　その場でぱたりと気を失って倒れた。現実を受け入れられなかったらしい。
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　ソリス・アレクサンドロ副会長に対する解職請求が出されたことおよび一週間後に投票が行われるという告知、そして当のソリスが何やら乱心してしまったらしいという噂うわさは、瞬く間に全校に広まった。

「最初の一手としてはまあ、まずまずといったところでしょうか」

　生徒たちの反応を分析し、メイ（今朝のやたらとエッチな格好ではなく、いつものローブに何故か眼鏡をかけている）が言う。

　放課後、場所は精霊魔法科の校舎裏。

　メイとソリスとマシロは集まって今後のことを相談していた。

　ちなみに投票で正式に処分が決まるまで、ソリスは生徒会室への出入りが出来ないことになっている。

　自分がいないぶんシェンファや他の役員や委員会に負担をかけてしまって悪いと思うけれど、それも投票で解職請求が可決されれば関係なくなる。

「……それじゃ、もうこんな格好はしなくていいんだな？」

　授業中も休み時間中もずっと奇異の視線を向けられ、教師にも叱しかられたり逆に励まされたり『わかってる、わかってるから。先生だけはいつもお前の味方だぞ』的な反応をされたり、「それもまた、青春だ……」としみじみされたり。

　自分でやると決めたこととはいえ、早くも耐えられなくなってきた。

　ちなみにキャロルは今日一度も授業に出てこなかった。

【何を言ってるんですかソリスくん。これからが本番ですよ】

「えー」

　心底イヤな顔をするソリスに、メイは眼鏡をくいっと上げる。

「わたしとマシロっちがざっと調べたところによれば、先パイの突然の乱し……あ、イメチェンで逆に好感度を上げてしまった女の子はやっぱり結構いるみたいですね。解職請求が出された直後ということで、『真面目すぎるがゆえに、信じていた生徒に裏切られたショックで一時的におかしくなってしまった』という好意的な解釈をする人たちもいるようです。また、今朝ソリス先パイがハーレム状態で登校したのを直じかに目撃した人たちの反応は、大半が『あいつが女の子に囲まれてるのはいつものことだから』みたいな感じで、なんかもう当然のことのように受け入れられてしまったみたいです。明日も牛子さん達に来てもらおうと思ったんですけど、あまり効果がないみたいですから『メイドさんを侍はべらせてイヤな奴に見せかけよう作戦』は中止ですね」

「……はあ」

　よくもまあそこまで調べられたなあと感心してしまう。

　女の子ネットワーク、恐るべし。

「ちなみにざっと試算してみたところ、現時点でのソリス先パイの支持率はおよそ70％といったところでしょうか。解職請求に66％以上の生徒が賛成するには、支持率をこの半分以下に減らす必要があります。そのためにはもっともっとアレなことをしなければいけませんよ。頑張りましょうね先パイ！」

　まるで秘書のようなメイだった。

　眼鏡の効果もあって、かなり有能に見える。

「くっ……こうなったら何だってやってやるさ。明日は何をすればいいんだ!?」
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　一方その頃ころ。

　一日中医務室で寝ていたキャロルが生徒会室へと駆け込んできた。

「大変ですわ会長！」

「あー、ソリス・アレクサンドロの奇行のことか？　報告は受けている」

　いつものように会長専用の椅い子すにふんぞり返っていたシェンファは、特に関心もなさそうに言った。

「どうしてそんな平然としておられますの!?　あのような格好でソリス様の支持率が落ちれば、本当に生徒会を去ることになるかもしれないというのに！」

　するとシェンファ、フッと微笑。

　まるで恋する乙女のようにうっとりした目で、

「ソリス・アレクサンドロは私に自分を信じろと言った。だから私は奴を信じる。今回は裏工作などもしない。そう決めたのだ」

「……あの馬ば鹿かげた仮装も、ソリス様なりの考えがあってのことだと？」

「ああ」

　キャロルは今朝見たソリスの格好を思い浮かべ…………また眩暈めまいがした。

「……わたくしには、とてもそうは思えませんわ。もちろんソリス様が自ら進んで自分の評判を落とすような真ま似ねをするとは思いませんけれど……恐らくあの腹黒ゾンビ娘が、真面目なソリス様を丸め込んであんな格好をさせているに違いありませんわ。わたくしとソリス様を引き裂くために……なんという卑劣な……！」

「死霊術科一年の次席、メイ・フラメルか。いいなああのおっぱい。私にも半分くらい分けてくれないかな」

　ボケたことを言うシェンファにキャロルは呆あきれる。

「……会長、どうやらすっかり腑ふ抜ぬけてしまわれたようですわね。せめてわたくしだけでも、ソリス様のお力になってさしあげなければ……！」

「そうか。ならば好きにするがいいキャロル・カリオストロ」

「そうさせていただきますわ」

　肩をいからせ、キャロルは生徒会室を出て行った。

「……パラケルスス殿」

　黙々と自分の仕事をこなしていたアイザックが口を開いた。

「本当に動かなくてもいいのですか？」

「ああ」

「……某それがしが思うに、アレクサンドロは恐らく自分の意志で自分の評判を落とそうと──」

「私は奴を信じている」

　アイザックの言葉を遮り、シェンファは微笑んだ。

　アイザックはほとんど表情は変わらないものの、どこか面白くなさそうな顔をした。
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　翌朝もソリスはアホな格好で、露出度の高い格好のメイとヒカリ（パンツははいている）、全裸のマシロ（いつものことです）と一緒にアパートを出た。

　昨日の夕食や今朝の朝食のときの、アパートの住人たちの悲しそうな目は思い出したくもない。

　トリス学院の生徒ではない彼らには一応事情を説明したのだが、「生徒会を辞めるためにわざと嫌われる格好をしている」などという馬ば鹿かげた事情なので、中にはソリスに幻滅した者もいるだろう。

（……ここまでして生徒会を辞める必要があるのか？　俺おれのことを尊敬してくれてたり兄のように慕ってくれていたりする連中を幻滅させてまで……！）

　深く悩むソリス。

（……だが、俺が『気楽に生きる』ために生徒会の仕事が大きな障害になっているというのは紛れもない事実。今だけだ……今だけ我慢すれば……アパートの連中や俺を慕っている下級生には、生徒会にいた時以上に活躍することでフォローを……って、それじゃ全然気楽になってないじゃないか……！）

「どうしたんですか先パイ、顔色が悪いですよ？」

　メイが顔を覗のぞき込んできた。

「……いや、気楽に生きるのって難しいなあと思って……」

「……？」

　メイとヒカリとマシロは、不思議そうに首を傾かしげた。
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　昨日と同じように周囲の注目を集めながらソリス達は校門をくぐった。

　そのとき、

「きゃあああああああああ!!」

　ソリスの行く手を遮るように、悲鳴を上げて横から一人の少女が飛び出してきた。

　赤い着物を着た、赤い髪の少女。

　髪型はいつものウェーブがかかった縦ロールではなく、三つ編みにしている。

「……何やってるんだ？　キャロル」

【何をやってるんですか？　キャロルさん】

「……何やってるんですか？　キャロル先パイ」

「……コスプレ？」

　四人が口々に言うと、着物の少女──キャロルは顔を真っ赤にして、

「わ、わたくしは見ての通りただの通りすがりの町娘Ａですわよ！　高貴なオーラが溢あふれているかもしれませんがそれは気のせいですわ！」

　彼女の意図が分からずに首を傾かしげるソリス達。

　と、

「オラァ待ちやがれコラァ！」「おいおいねえちゃん、逃げんやねえぞコラァ！」「金が払えへんのやったらなぁ、身体からだで払ってもらうでえ！」

　キャロルの走ってきた方から、十人のガラの悪そうな男たちが出てきた。

　彼らにも見覚えがあった。

　キャロルの屋敷で働いている執事（？）達だ。

　みんなモヒカンだったり頰ほおに傷があったり眉まゆ毛げがなかったりといったコワモテ。

　格好は執事服ではなく、今ソリスが着ているような鋲びようや鎖がじゃらじゃらついたものだったり、腹巻きにボロボロの着物を羽織っていたり、髑どく髏ろや裸の女が描かれたＴシャツだったりと、どいつもこいつもいかにもチンピラ然としている。

　手には木刀やら釘くぎバットやら長ドス。

　何事かと周囲が騒然となり、登校中の生徒たちが遠巻きに集まってくる。

「助けてくださいませ、旅のお方！」

　いきなりキャロルがソリスの後ろに隠れる。

「旅のお方って……」

　なおも状況が吞のみ込こめないソリスに、チンピラ執事たちは、

「なんや兄ちゃん、オレらの邪魔するつもりかぁあぁん!?」

「容赦せぇへんぞコラァッ！」

「大人しくお嬢……じゃなくて、その町娘Ａをこっちに渡せやゴルァ！」

　するとメイ、

「はいどうぞ」

　とん、と背中を押して執事（？）達の方にキャロルの身体を突き飛ばした。

「な、何をしますのゾンビ娘！」

「え、だって渡せって言われたから……ささ、ソリス先パイ、わけわかんない人たちはほっといて行きましょ行きましょ」

「……そうだな」

「待たんかこンヴォケがァ！」

　この場を去ろうとするソリス達を、執事（？）達が呼び止める。

「この娘を返して欲しけりゃワシらを倒すこったなぁ！」

「かかってくるなら手加減はしねぇぜけっけっけ！」

「いや、別にそんなつもりは……」

　ソリスの言葉を明らかにわざと無視し、

「そうか、そこまでこの娘を助けたいってか！　見上げた心意気じゃねぇかぁ」

「見ず知らずの困っている生徒を見捨てられないとは、とんだお人好しだぜぇ！」

「けっけっけ、だったら実力を見せてもらおうかぁ！」

　口々に勝手なことを言って、手持ちの武器を構える執事（？）達。

　ソリスも仕方なく対抗しようとして、自分が今魔法杖ウイザーズロツドを持っていないことに気付く。

「やべ……！」

　執事（？）達の戦う姿はキャロルの屋敷で見たことがある。

　キャロル一人に圧倒されていたとはいえ、それは彼女が強すぎるからで、武術の心得などないソリスが魔法なしで敵かなう相手ではない。

「くそっ、みんな下がってろ」

　メイ達をかばうように前に出るソリスに、執事（？）達の一人が木刀を振りかざして襲いかかる。

「うおりゃあああああ死ねやああああああああああ！！！！」

　倒せなくても避けるくらいは──そう思ったが甘かった。

（速い……！）

　一瞬で距離を詰められ執事（？）の木刀が高速でソリスの眼前に迫る。

　ソリス反射的に右腕で顔をかばい──

　──こつん。

　ソリスに触れる寸前、木刀のスピードが急に遅くなり、腕には「叩たたかれた」ではなく「触られた」程度の感触。

　さらに、

「ぎゃあああああ！　俺おれ様の攻撃が弾き返されたぁぁあぁぁぁぁぁ！！！」

　大おお袈げ裟さな悲鳴を上げて、執事（？）が思い切り後ろに吹っ飛ぶ。

「？　へ？」

　わけがわからずきょとんとするソリスに、

「くっ、よくもキウイをやってくれやがったな！」

「ちぃぃ……さすがは天下に名高い王立トリスメギストス魔道学院の生徒会副会長様だけのことはあるな！」

「こうなったら卑ひ怯きようにも十人同時に襲いかかってこのあまりに強すぎる生徒会副会長をやってやるぜええ！」

「？　？」

　啞あ然ぜんとするソリスに、今度は執事（？）集団が十人全員で襲いかかってくる。

　とりあえず長ドスや釘くぎバットなど当たると洒落しやれにならないものだけは回避しようとするが、彼らの力量は高くそれも難しい。

「く……っ！」

　思わず目を閉じ、両腕で防御の姿勢をとる。

　次の瞬間、

「「「「「「「「「「うぎゃああああ!!」」」」」」」」」」

　大おお袈げ裟さな悲鳴を上げて吹っ飛ぶ執事（？）達。

　中にはソリスの身体からだに一切触れてもいない者までいた。

　ギャラリーがざわめく。

　その中に混じって、

「きゃー、さすが生徒会副会長のソリスさんだわ！　凡人には何が起きたかさえ解らなかったと思うけど、あの一瞬で強力な防御魔法を使うなんて、噂うわさ通りの凄すごい魔道士ね、まさしく完かん璧ぺき超人！　彼に任せておけばこの学院の平和は安泰よね！　私、生徒会副会長は彼以外考えられないわ！」

「…………」

　さすがにここまでやられるとソリスの混乱も収まってきてこの茶番の意図に気付く。

　きゃぴきゃぴした声の主を捜すと、生徒たちに混じって精霊魔法科のローブを着た、やたらと髪が長くて胸が大きい美女がいた。

　キャロルの家の執事長にして料理人、マナ・フローズンリバー。

　……学生のフリをして紛れ込むのは無理があるんじゃないかなあと思った。

　と、倒れていた執事（？）達がよろめきながら立ち上がり、

「おのれえ、さすが生徒会副会長だぜ、とてもじゃないが俺おれたちの敵かなう相手じゃねえ」

「ひええ、こんな強い生徒会副会長は見たことがねえ、ここはひとまず退散だあ」

「命がけで生徒を守るとは、なんて立派な生徒会副会長なんだあ」

　なんかもう投げやりな感じで逃げていく執事（？）達。

　……彼らは去り際に一瞬だけ、ガチな殺意の込められた視線をソリスに向けた。

『お嬢様に手を出すいけすかない男』にやられる役をするなど、彼らにとってはもの凄い屈辱なのだろう。

「助かりましたわ、旅のお方！」

　着物姿のキャロルが駆け寄ってきた。

「もし宜しければあなた様のお名前を教えてくださいませ」

「…………あのなあキャロル」

「まあ！　あなた様がかの有名な、精霊魔法科二年生の首席にして将来は宮廷魔導師確実、《十二人の偉大な魔法使いゾデイアツク》も夢ではないと噂うわさされているこの学院きっての天才で生徒会副会長のソリス・アレクサンドロ様でしたの!?　感激しましたわ！　お礼にわたくしと、け、け、結こ…………言えませんわ────ッ！」

　走り去っていくキャロルを、ソリス達は呆ぼう然ぜんと見送った。

「あらあら……まだまだ奥手ですねえキャロルお嬢様も……」

「あの、マナさん……って、あれ？」

　先ほどまでマナのいた方を向いても、彼女の姿はいつの間にか消えていた。
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「まさかキャロル先パイがあんな妨害工作をしてくるとは思いませんでしたね。まったくもう……どこまで行っても邪魔な人です……！」

　メイが可愛らしく頰ほおを膨らます。

　昼休み。

　精霊魔法科の食堂にて、ソリスとマシロとメイとヒカリは一緒に昼食をとっていた。

　言うまでもないが、朝の一件はソリスの支持率を上げるためにキャロルが仕組んだことだろう（教室にやってきたときは制服姿で、朝のことを尋ねてもとぼけていたが）。

　マナや執事（？）軍団まで使うとは無茶をする。

「……つーかあれで俺おれの支持率アップの効果なんてあったのか？　どう見たってやらせだったし、むしろ評判を落とすのに一役買ってくれた気も……」

　メイ、眼鏡をくいっと上げて、

「甘いですソリス先パイ！　朝のアレを見ていた人たちの反応の大半は、『見せ物としては割と面白かった』という好意的なものでした。さらには『あんなコントまでするなんて副会長も必死なんだな（笑かつこわらい）　仕方ないから応援してやろう』という同情意見まで。あまりに酷いやらせっぽさがむしろプラスに働いてしまったようです。そこまで計算してあんな猿芝居をしたと考えると……キャロル先パイ、なかなかの策士です……！」

「いや、あれは天然だろう……つーかあの茶番、俺がやらせたことになってるのかよ……そりゃ普通に考えればそうなるけど……」

　なんか釈然としない。

「それにですね。どういうわけか実際に見ていない生徒たちの間で、『ソリス先パイが悪党から命がけで生徒を守った』という噂うわさがすごい勢いで広まってるんです。噂の出所を調べてみたら、どうも『長い黒髪の巨乳の女子生徒』というのが発信源らしいんですけど、名前やクラスは判りませんでした。多分キャロル先パイの手の者でしょうけど、こんな短時間で噂を広めるなんてかなり優秀なスパイですよ」

「……マナさん……恐るべし……」

　ソリスの頰ほおを冷や汗がつたう。

　キャロルは直球型というかぶっちゃけ単細胞なので特に警戒する必要はないと考えていたが、あの策士が全面的にバックアップしているなら話は別だ。

　二週間ほど前にキャロルの屋敷に泊まったときは危うく暗殺されかけたりキャロルと一線を越えさせられそうになったりした。

（シェンファ会長だけじゃなくて、キャロルの方にも手出ししないように言っておくべきだったか……ミスった）

「先パイ、ここはこっちも本気でいくしかないですよ！」

　悔やむソリスに、メイが大きな瞳ひとみに決意を込めて言った。

【具体的にはどうするんですか？】

　マシロが尋ねるとメイは少し考え、

「そうですね……まずはソリス先パイの人気が高い一年生の女子生徒に嫌われることから始めましょう」

　そしてメイは策を発表する──。
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　鐘の音が六限目の終わりと放課後の始まりを告げる。

　精霊魔法科の第三講堂。

　ここでは六限目、精霊魔法科一年の必修科目の一つ『異界学Ｂ』の講義が行われていたため、二百名ほどの精霊魔法科の一年生が集まっている（ちなみにトリス学院の授業にはホームルームクラス毎に受ける授業と自由選択科目と必ひつ須す科か目もくの三種類がある）。

　授業から解放された生徒たちが椅い子すから立ち上がる──その前に。

「ちょっと待ったああああああ！！！！！」

　広い教室中に響く大きな声。

　教師と入れ違いになって入ってくる一人の少年と一人の少女、一体のスケルトン。

　何事かと生徒たちが彼ら──ソリスとメイとマシロに注目。

　声の主はメイ。

　例によって眼鏡をかけて、さらにはどこから持ってきたのかパリッとした赤いスーツを着ている。

　胸の部分が「ぱっつん」と張っていて、男子生徒たちの目は釘くぎ付づけだ。

「ささ、先パイ」

「……なあ、ほんとにやるのか？」

　促すメイに、及び腰のソリスは小声で尋ねる。

「当たり前です！　自由になりたくないんですか先パイ！」

　小声で力強くメイ。

「……自由……そうだ……俺おれは自由を手にするんだ……」

　ソリスは自分たちに怪け訝げんな視線を向ける下級生を睥へい睨げいし、

「あー、あー、……その、なんだ……」

「ほらほら先パイ、打ち合わせ通りに！」

【俺様は偉大なる】

　マシロが隣でノートに文字を書いてソリスにこっそり見せる。

　カンペのつもりらしい。

（……別に台詞せりふを忘れたわけじゃないんだが）

　とりあえずソリス深呼吸、そして、

「お……俺様は、その、偉大なる王立トリスメギストス魔道学院生徒会副会長のソリス・アレクサンドロ様……です……である!!　自分でも認めたくないけど……」

　精一杯偉そうな口調を心がけて、よく通る声で告げる。

　いきなり始まった演説にぽかんとする生徒たち。

（……うわー……引いてる、みんな引いてるよ……）

　メイの作戦＝暴君ぶりを発揮して、「こいつが権力の座にいたらろくなことにはならない」と生徒たちに思わせる。

　どれだけ外見をワルそうにしたところで、実際に副会長として優秀なら問題ないと合理的に考えるのがトリス学院の魔道士たちだ。

　ならば内面のアレさをアピールしていくしかない。

【今日は貴様ら愚民どもに】

　マシロがカンペを見せる。……ろくでもない内容だ。

「今日は、貴様ら……ぐ、ぐ……」

「ほら、もっと自信を持って」

「えー、きょ、今日は貴様ら愚民どもにー。誰だれが貴様らの飼い主かを啓けい蒙もうしてやるためにこの俺おれ様自らが出向いてきてやったー。あー、貴様らのようなー、低能な俗物どもには想像もつかないだろうがー、この学校は俺様のために存在しているようなものなのだー。つまり貴様らは俺様の気まぐれで生かされているだけの豚に過ぎないのだー」

【解るか、カスどもが】

「……解るかー、か、カスどもがー。さあ、解ったらはいつくばってぶーぶー鳴けー。跪ひざまずいてこの俺様に忠誠を誓うのだー……えーと、ふははははははははははははははははー」

　最後はとってつけたような高笑い。

　めちゃくちゃわざとらしいが、その内容はとんでもない暴言だったので、何人かの生徒の表情が険悪なものになる。

　それ以外の生徒は「何言ってんのこいつ？」という表情。

【相変わらず大根役者ですねソリスくん……】

「そう俺は大根役者……って違う！」

　誤魔化すために咳せき払ばらい。

「……ゴホン。ともあれ、あれだ！　あー、貴様らも知っての通り、愚かにも俺を追い落とそうとする、神をも恐れぬ不ふ埒らちな輩が現れた。だが、貴様らクズどもは黙って俺の言うことに従っていればいいのだよくっくっく（含み笑いすら棒読み）。投票のときには必ず『解職に反対』に入れることだ。それが貴様ら愚民どもの、俺に対して貢献できる唯一のことなのだからなふはははははははははー」

【そこでボケて】

「ボケねえよ！」

　思わず全力でツッコミを入れてしまう。

　と、そのとき、教室の後ろの方から声。

「ゆ、ゆゆゆりゅしぇましぇん（嚙かんだ）！　ソリスせんぱいがそんな人だったなんて！　わ、わたしはあなたのような人が生徒会副会長だなんて絶対に認めません！」

　立ち上がったのは、精霊魔法科の制服を着た黒髪の少女。

　ヒカリだった。

「……誰だれあれ？」だの「あんな娘こいたっけ？」といった囁ささやきをかき消すようにメイ、

「おぉやおや、ソリス・アレクサンドロ様に逆らおうという不届き者がいたなんて！　どうやら見せしめが必要なようですねェ！」

　ものすごくワルそうな表情と声で言う。

（……演技上手いなー……）

「ささ、ソリス副会長、愚かなるあの小娘に神の裁きを与えてやってください！」

「お、おう」

　ソリスは魔法杖ウイザーズロツドを構える。

　自分のものではなく、学校の倉庫から（無断で）拝借してきた安っぽい杖つえ。魔法を覚えたての見習いが使うような杖で、ランクＤ程度の魔法にしか耐えられない。

「ひやー」だの「あひー」だのよくわからない悲鳴を上げて向かってくるヒカリに、杖を振りかざす。

　するとヒカリ、

「きゃあー、私ごときには何が起こったかすら判らないせんぱいの魔法が直撃しましたー」

　ソリスに負けず劣らずの棒読みな悲鳴を上げて後ろにのけぞる。

　が、

「きゃきゃあっ!?」

　ごつん。

　下がった先にちょうど段差があって足を取られ、スカートをまくり上げながら派手にすっころぶ。

　全開となったパンツに男子生徒たちの視線が集中。

【身体からだを張った見事な演技ですヒカリちゃん……！】

「いや、違うだろ……」

　小声でツッコむソリス。

「うぅ……痛いですせんぱい……」

　涙目でソリスにすり寄ってくるヒカリ。

　暴君に叛はん旗きを翻ひるがえした勇気ある女子生徒にはとても見えないが、

「おーっほっほっほ、さすがはソリス様です！　ソリス様に逆らおうとする愚か者は全てこのように痛い目に遭わされ、そしてソリス様の忠実な下僕となるのですっ！」

　すかさずメイがフォローを入れる。

「ソリス様が再び生徒会副会長として君臨したあかつきには、我々女子生徒は全員ソリス様の雌奴隷として毎晩ここではとても言えないようなことをしていただき、男子生徒は全員ソリス様の家畜として飼っていただけるのですっ！」

「ええっ!?」

　素で驚くソリスにメイはびっくりするほど妖よう艶えんに微笑み、ソリスの腕をとって胸を押しつけてくる。

「あぁんソリス様、好きにしてくださぁい♥　……ほら、ヒカリちゃんも！」

　メイが小声で指示すると、ヒカリもハッとした顔で、

「わ、私みたいな豚風情がソリスせんぱい……いえ、偉大なる副会長にして魔王ソリス・アレクサンドロ様に逆らおうなんて一万二千年早かったんです私はなんて愚かだったのでしょう、これからはソリス様の忠実な飼い豚として、ソリス様の靴を舐なめて綺き麗れいにすることだけを悦よろこびとして生きていきたいと思いますぅ」

　跪ひざまずいてソリスの足に縋すがり付つくヒカリ。

　メイの胸の感触を努めて気にしないようにしながらソリスはとりあえず笑ってみる。

「はっはっはー、貴様らはこの俺おれ様に快楽を提供するだけの愛あい玩がん動物であればいいのだーわっはっは魔王の前にひれ伏すがいいー」

「ふざけやがって！」「なんて野郎だ！」「女の敵！」「先輩のこと尊敬してたのに！」「羨うらやまし……あ、いや、いくら副会長とはいえ許せねえぜ！」

　ついに我慢の限界に来た生徒たちが口々にソリスを罵ば倒とう。

　何人かの生徒が杖つえを構える。

「ほほう、この俺に盾突く愚か者がまだいたようだな」

　さすがに本気で室内で魔法戦をやろうとする者はいないだろうが、なかなか頼もしい後輩たちだと嬉うれしくなる。血気盛んな人間は嫌いじゃない。

「……ふっ、貴様らの勇気に免じて、今回のところはこのへんで勘弁……」

「おやまあ！　ソリス様に逆らうなんてどこまで救いがたい愚か者なのでしょう！　ソリス様、この愚民どもに天の裁きを！　ソリス様に刃向かうとどうなるか、見せつけてやってください！」

「ええ!?」

　ノリノリで生徒たちを指さすメイに驚く。

「……攻撃魔法を使うわけにはいかないでしょうから、適当にセクハラの一つでもやっちゃってください、いつもみたいに」

「い、いつもセクハラしてるわけじゃねえ！」

　全力でツッコみつつ、確実に評判を落とすにはやはりセクハラの一つや二つ必要かもしれないと冷静に判断。

（俺は……自由になるんだ！）

　杖に魔石をセット、魔力を集中、呪じゆ文もん詠唱。

「密ヒソやヤかカに／涼スズやヤかカに／ささやかササヤカに／囁ササヤくクように／踊る／躍る／息潜め／行き顰ヒソめ／ひしめく／ひそめく／儚ハカナきキ渦ウズとなり／逆サカ巻マきキ疼ウズくなり」

　風魔法のランクＤ『旋風ストリーム』。

　小さな竜巻を幾つも巻き起こす魔法。

　攻撃力は皆無に近いが、例えば砂場で砂を巻き上げて相手の目を眩くらます場合などに使える魔法……なのだが、もっとポピュラーな使い方がある。

　スカートめくり。

　精霊魔法を覚えたばかりの好奇心旺おう盛せいな男の子なら一度はやる。

（ちなみに俺はやったことないぞスカートめくりなんて！　マシロにスカートはかされてめくられたことならあるけど！）

　詠唱終了、解き放つ。

「巻き起これ!!」

　力強く、自由への思いを込めて！

　この一撃で俺おれは自由になるのだという強い意志と、その意志に相応しいだけの魔力を込めて、全力で魔法を解き放つ。解き放つ！

　…………それがいけなかった。

　使用した魔法のランクこそ低いが、限界まで注がれたソリスの魔力は安物の杖つえの魔力許容量をあっさりオーバー。

　倉庫の中で埃ほこりをかぶっていてろくにメンテナンスもされていなかったこともあって、




　────ぱき




（!?）

　聞き覚えのある音が鳴った。

　三日前と一週間前にも聞いた音──杖にヒビが入る音！

　木製の魔法杖ウイザーズロツドの先端部分がひび割れ、やがて杖全体が緑色の光を放ち──砕け散る。

　ばきばきばきばきばき……!!

「みんな逃げろ!!」

　悪役ごっこを即座に中断、後輩たちに叫ぶ。

　が、手遅れ！

　砕け散った杖から飛び出した無数の風精霊シルフが部屋中に充満／暴走。

　講堂内に地獄を──いや、ある意味天国を顕現した。




　バチィィィィィィィ──────!!




　部屋中に響く、無数の布が破け散る音＝部屋中の人間の服が下着が弾け飛ぶ音。

　女子生徒もメイもヒカリも男子生徒も。

　全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸全裸！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　講堂内にいたソリス以外の全員の服が同時に消滅。

　二百人以上の人間が一瞬にして全員全裸に。

　一応精霊魔法科の制服には防御魔法がかけられているのだが、そんなものはあっさり貫通してみんな全裸。

　こうも裸ばかりだと、ここはもう全裸祭りとかそんな感じのイベントか何かの会場で、むしろ服を着ているソリスの方が不自然に思えてくる。

　一週間前にキャロルの服を消し飛ばした時は防御魔法をかけようとして杖つえが壊れたのだが、今回は明確に『スカートをめくる』という意思──即ち『脱がす』という方向性を持った魔法を使おうとしていたため、暴走した風精霊シルフはそんなソリスの意思を反映。その結果、あの時をはるかに上回る被害を出すことになったのだろう。……と冷静に分析してみた。そんな場合じゃないのに。




　数秒の沈黙…………そして巻き起こる悲鳴の嵐あらし（と歓声。喜んでる奴もみんな全裸）。




「……さ、さすが先パイです……」

　大きな胸を手で隠しながら、引きつった表情でメイが言う。

「セクハラってわたし、スカートめくりか何かをイメージしてたんですけど、ここまでやるなんて……わたしの想像を遙はるかに超えるすごい人です！」

「…………」

「……あの、先パイ、せっかくだからおっぱい見たいですか？」

「…………間に合ってます」

　大きなおっぱいも小さなおっぱいも普通のおっぱいも男のおっぱいも、目の前にたっぷりあった。

　…………どうしよう。

【ソリスくん】

　ソリス以外では唯一被害を受けなかったマシロが言う。

「……なんでしょうかマシロさん」

【最低】

「わざとじゃないんだああああああああああああ──────────っ!!」

　絶叫を上げてソリスは講堂から逃げ出した。
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　翌朝。

　登校する時間になっても、ソリスはベッドの隅で布団をかぶって蹲うずくまっていた。

　マシロが引っ張り出そうとしても拒絶。

「……もういやです。がっこういきたくないです。おうちかえりたいです。むしろしにたいです」

　いつまでたっても出てこないソリスにマシロが困っていると、メイが部屋に迎えにやって来た。

「おっはよーございますソリス先パイ！　今日も頑張っていきましょう！」

「……」

　布団の中のソリスは無反応。

【昨日からずっとこの調子なんです】

「なるほどー。よっぽど昨日のことが堪えてるみたいですね」












　布団の中で頷うなずくソリス。

　精霊魔法科の一年生約二百名を男子も女子も関係なく全裸にするという、恐らく学院始まって以来の馬ば鹿かすぎる不祥事。

　あんなことをやらかして、一体どんな顔して登校しろと言うのか。

　解職請求とかもうどうでもいい。

　何もかも捨てて逃げ出してしまいたい。

「うーん、たしかにあれだけのことをやっちゃったら、先パイの評判は酷いことになってるでしょうね」

「…………」

「でも先パイ、辛いのは先パイだけじゃないですよ」

「……？」

　メイの言葉に首を傾かしげる。

「間違えてはいけません。先パイは被害者じゃないんです。先パイは、罪もない下級生二百人を問答無用で裸にしてしまった凶悪な加害者で、被害者はわたしやヒカリちゃんを含めた、先パイに脱がされた人たちです」

「わ、わかってるよそんなこと……」

　だからこそ、彼ら彼女らにどんな顔して会えばいいんだと悩んでいるのに。

　メイは続ける。

「まあ、わたしはべつに気にしてないですけど……。脱がされた人たちの中にはもしかしたら、自分の好きな人に裸を見られてしまった人がいるかもしれません。お尻しりにおできがあるとか、身体からだにコンプレックスを持っていて、絶対に誰だれかに裸を見られたくない人だっているでしょう。制服の替えは学校側から支給されますけど、今から約二ヶ月前、高等部としての誇りや希望に溢あふれた心で袖そでを通した大事な制服を台無しにされて悲しい思いをしている人もたくさんいるでしょう。もしかしたらトラウマになっちゃった人だっているかもしれません」

　……改めて言われて、自分がどれだけとんでもないことをしたのかと愕がく然ぜんとする。

「……やっぱり死ぬしかない。それが彼ら彼女らに対するせめてもの償いだ」

「先パイのバカ！」

　鋭い声で言って、メイが布団の上からソリスをぶっ叩たたいた。ぐーで。

「いてえっ！」

　さらにメイ、ソリスの被かぶっていた布団を引っぺがす。

「メ、メイ……？」

　普段と様子の違う彼女に戸惑うソリス。

　メイは真剣な顔で諭す。

「……いいですか先パイ。犯した罪を償う方法なんてないんです。彼ら彼女らに本気で申し訳ないと思うのなら……彼らの犠牲を無駄にしないことです」

「……無駄にしない？」

「先パイ。先パイがあの場に行ったのは何のためですか？　セクハラを敢行したのは何のためですか？」

「それは……投票で解職請求が通るようにするため……」

「その通りです。彼らの犠牲を無駄にしないためには、先パイは是が非でも生徒会を辞めなければいけません。ですがわたしの計算によれば、投票で先パイが無事に解職される可能性はなおも低いです。脱がせたのは精霊魔法科の一年生だけですから、他の学科の生徒たちにはまだ先パイの脅威が十分に伝わらないでしょう。さらにはキャロル先パイも今回の不祥事をもみ消すために動いてくる筈はずです」

「……あれだけのことをしてもまだ副会長を辞められないのか……」

「はい」

　メイは静かに頷うなずき、

「先パイが今一番やってはいけないことは、このまま何もしないことです。努力を放棄して逃げることです」

「……！　逃げる……この俺おれが……逃げる……!?」

「先パイはもう、二百人もの人を犠牲にしました。ならば先パイに残された道はもう一つしかありません。ひたすら進み続けるしかないんです。自分の願いを叶かなえるため、二百人の屍しかばねの山の上にさらに百人、その上にさらに千人、それまたさらに一万人の死体を積み上げ続ける修羅の道しか、先パイには許されないんです！」

　メイの言葉を反はん芻すう。

「進み続けるしか……ない」

「そうです！」

「………………そうか」

　ソリスの目に光が宿る。

　メイの真っ直ぐな瞳ひとみを正面から見つめ返し、

「ありがとう、メイ。そうだ……俺には逃げることなど許されない……！」

　不敵な笑みを浮かべてベッドから立ち上がる。

　そのときちょうど視界に、机の上に置いてあった本が入る。

　フラグメント探索のため図書館で借りた本で、タイトルは『魔王伝』。

「……行くぞ。俺は修羅の道を行く。俺はそう……魔王だ。誰だれからも疎まれ誰からも忌み嫌われ誰からも恐れられる邪悪な魔王だ」

「お供します、魔王様！」

「よし！　それではさっそく、トリスメギストス魔道学院の愚民どもを恐怖のどん底に叩たたき落としてくれよう!!」

「その意気です魔王先パイ！」

　昨日から制服を着たままだったソリス、金髪の少女を従えて悠然と一歩を踏み出す。

　部屋を出て、いざ学校へ。

　恐怖と絶望を振りまくために。




　……部屋にはマシロだけが取り残された。

　二人が出て行って数分後、ようやくハッと気付く。

【……は！　わたしとしたことが、あまりにツッコミどころが多すぎて思わずフリーズしてしまいました！　なんて頭の悪い会話！　ダメですソリスくん！　今からでも引き返せますから！　魔王は魔王でもそれはスケベ大魔王の道ですから────！】

　律儀にノートに自分の思考を書きながら（これはもうマシロの癖になっていた）、マシロは慌てて二人を追いかけて部屋を出た。
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　学校に着いたソリスとメイが最初に向かったのは死霊術科の校舎だった。

　入り口前に到着、こちらに胡乱うろんげな視線を向けてくる他の生徒たちを睥へい睨げい。

　以前来たときは夕暮れ時で不気味な雰囲気だったが、今は朝日に照らされて大分マシになっている。

　ちょうど登校時間ということもあって、今回は生徒の姿も多く見える（前は気配はあるのに姿は見えないという謎なぞの状況だった）。

　男子も女子も青白い顔をした生徒が多い。

　黒いローブに身を包み、日光を避けるように歩いている。

　そんな彼らに向けて、ソリスは声を張り上げる。




「よく聞け愚民ども！　俺おれの名はソリス・アレクサンドロ！　神だ!!」




　人として言ってはならないレベルの駄目な発言に、周囲の生徒たちは何事かとソリスに注目する。

「貴様ら、この学院にいる全ての生徒は俺の下僕だ！　貴様らに出来るのは俺の前にひれ伏すことだけだ！　それだけが貴様らに許される全てだ！　俺のために生き俺のために死ね！　貴様らの血の一滴、肉の一ひと欠片かけらまで、全てが俺の所有物であると知れ！　我こそは生徒会副会長にしてこの世界の新たなる神！　偉大なる大魔王、ソリス・アレクサンドロである!!」

　言っていることはもう本当にダメダメなのだが、精せい悍かんな顔立ちによく通る声、絶対的な自信に満ちた眼差し、何か変なモノでも乗り移っているかのような圧倒的なオーラ……異様なカリスマ性。

　ソリスの一挙手一投足が、圧倒的に人の目を惹ひき付つける。

　今のソリスはまさに王であった。

　そしてこの王は気まぐれであり暴虐であった。

　不幸なギャラリー達が十分集まってきたところで、傍らに控えていたメイは恭しくソリスに一本の安っぽい杖つえを渡す。

　学校に来る途中で魔道具店に立ち寄って大量に買い漁あさった、ほとんど玩具おもちやに近いような安物の魔法杖ウイザーズロツド。

　ソリスはその杖を片手に呪じゆ文もんを唱える。

　己の強大な魔力──玩具の杖では到底耐えられないほどの魔力を注ぎ込んで。

「密ヒソやヤかカに／涼スズやヤかカに／ささやかササヤカに／囁ササヤくクように／踊る／躍る／息潜め／行き顰ヒソめ／ひしめく／ひそめく／儚ハカナきキ渦ウズとなり／逆サカ巻マきキ疼ウズくなり」

　狂気すら感じさせる笑みを浮かべ、ソリスは魔法を解き放つ。

「巻き起これ!!」

　命令と同時に杖にヒビが入る。

　そして昨日精霊魔法科の講堂で起きたのと同じ現象が繰り返される。

　派手な音を立てて砕け散る杖／緑色の光の奔流／風精霊シルフの暴走／この場に集まっていた五十名近くの生徒全員の服を、下着を、粉々に砕け散らせる！

　もはやこれはランクＤの精霊魔法『旋風ストリーム』などではない。

　杖一本を消費して行使するソリスオリジナルの新魔法、『服破壊クロスシヤツター』だ。

「ふはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　魔王（スケベ大魔王）と化したソリスの哄こう笑しよう。

　全裸にされた生徒たちの悲鳴や歓声や怒号。

「先パイ、一生ついていきます！」

　杖を渡したあと急いで避難していたメイが言う。

「さあ、次は召喚魔法科だ!!」

　もう完全に頭がおかしくなっているソリスは高らかに宣言し、裸になった生徒たちには目もくれず新たな獲物を求めて歩き出した。
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「巻き起これ不条理の嵐あらし、沸き起これ悲鳴！　『服破壊クロスシヤツター』!!」

　光の奔流、砕け散る服、沸き起こる悲鳴。

「悲鳴こそ我が糧！　涙こそ我が慰み！　阿あ鼻び叫きよう喚かんこそ我が悦楽！　さあ立ち塞ふさがれ魔王が通る！　俺おれの前で足あ搔がいて　踠もがいて絶望しろそして死ね!!」

　男女も学年も関係なく、ただその場にいたというだけで悲劇は容赦なく襲いかかった。

　死霊術科の生徒たちが全裸にされてから数分後、今度は数十名の召喚魔法科の生徒たちが全裸に。

　そのさらに数分後には呪じゆ術じゆつ科の生徒たちが。

　さらに数分後には精霊魔法科の生徒たちが。

　さらに数分後には白魔法科の生徒たちが。

　さらに数分後にはグラウンドで朝練をやっていた運動部の生徒たちが。

　さらに数分後には魔道具科の生徒たちが。

　不条理の化身、魔王ソリス・アレクサンドロの犠牲になっていった。

　学校中の生徒を全裸にする勢いでソリスの暴走は続く。

「くはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!　俺は神！　いわゆるゴッド!!」

　歩いている生徒は片っ端から全裸にした。

　歩いてない生徒も片っ端から全裸にした。

　教師すら全裸にした。

　ソリスを止めようとした風紀委員三十名を全裸にした。

　ソリスの評判を高めるための工作に来ていたマナおよび執事（？）軍団と鉢合わせし、彼女たちを出会い頭に全裸にした。

　魔王ソリスは、己の視界に入った服を着ている存在全てを全裸にした。

　魔王ソリスの歩いた跡には、一切の衣類が残らなかった。

「貴様らは豚だ！　家畜が俺の前で服を着ることなど許さん!!」

「……あちゃあ……先パイってば普段ストレスの多そうな生活してますからねー……普段マジメな人ほどキレると手が付けられなくなるんですよね………」

　ソリスの後ろでメイが顔を引きつらせている。

　彼女こそソリスを焚たき付つけた張本人だが、さすがのメイもソリスがここまでノリノリになってしまうとは思わなかった。

「あ、あの～ソリス先パイ、さすがにもうこのへんで十分じゃないかなー、なんて思ったり……ていうかこれ以上やっちゃうと、生徒会副会長どころか学校そのものを辞めることになっちゃうような……」

　恐る恐る忠告するメイにソリスは冷たい眼を向け、

「神に逆らう愚か者め……神罰！」

「え、ちょっと、先パ──きゃああああああ!?」

　問答無用で高速詠唱、服破壊。全裸に。

　忠実な部下だった少女すら一片の容赦もなく粛しゆく清せい。

　まさに魔王。

　そんな魔王の前に立ち塞ふさがる勇者たちがいた。

【そこまでですソリスくん！】

「……ソリス様……な、なんということを……」

「……乱心したかアレクサンドロ」

「くくく……やっぱり面白いなあ貴様は」

　マシロに連れられて駆けつけてきた生徒会執行部の面々。

　彼らにすらソリスは躊ちゆう躇ちよなく牙きばを剝むいた。

「『服破壊クロスシヤツター』!!」




　バチィィィィィィィィィィ────────ッ!!




　弾け飛ぶアイザックとキャロルとシェンファの服および下着。

　敵意に反応するシェンファの自動迎撃デバイス『イージスくん』も、「服を脱がせる」という指向性のみを持って暴走する風精霊シルフには無反応だった。

「ソリス様……」

　怒りで頰ほおを引きつらせて杖つえを構えるキャロル（全裸）。

「…………」

　無表情かつ無言で抜剣するアイザック（全裸）。

「……ふむ、殺すか」

　妙に優しい眼でソリスを見るシェンファ（全裸）。

　……学院トップクラスの実力を持つ三人が放つ静かな殺意に気け圧おされ、ソリスはようやく我に返った。

「……はっ、俺おれは一体何を……」

「「「「「「今更気付いても遅いわ──ッ!!」」」」」」

　叫んだのはキャロル達だけではなく、いつの間にか周囲に集まっていたトリスメギストス魔道学院の生徒たち（みんな全裸）。

「ま、待ってくれ、俺おれの話を、」

『死ね──ッ!!』

　…………。

　………。

　……。

　……かくて。

　学院を恐怖のどん底に叩たたき落とした暴虐の魔王ソリス・アレクサンドロは、怒りに燃える民衆によって討伐されたのだった。
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　そしてソリスは一週間の自宅謹慎処分になった。

　いくら生徒の不始末に対して寛容な傾向があるトリス学院とはいえ、合計で約千人もの生徒を全裸にして回るという前代未聞の事件を起こしておいてそれだけで済んだのは奇き蹟せきという他ない。

　解職請求の投票は、ソリスが自宅で謹慎している間に行われた。

　結果は当然のことながら──……。





　　　†






「……は？　否決？」

　朝──謹慎が解けて一週間ぶりに行った学院の生徒会室で、ソリス（ちなみに髪や服装は元に戻した）はシェンファからその事実を聞かされた。

　生徒会副会長ソリス・アレクサンドロに対する解職請求は、全校生徒による投票の結果三分の二の賛成が得られなかったため否決。

　ソリスは今後も引き続き生徒会副会長の任を続けていくことが決定。

「な、なんでですか!?　あれだけのことをやっておいて、どうしてクビにならないんですか俺!?」

　目的を果たせなくて残念に思う以前に、純粋に不思議だった。

「……まさか会長、また何か裏で……」

「私が今回やった裏工作は、退学確実だった貴様の処分を謹慎一週間に軽減してやっただけだ。投票の結果には一切タッチしていない」

　笑みを浮かべてシェンファ。

「やっぱり謹慎で済んだのは会長のおかげでしたか……ありがとうございます。……でも、投票結果に関わってないならどうして……」

「これが私がこっそり調べた、今回の投票結果の内訳だ」

　シェンファ、一枚の紙をソリスに手渡す。

　ソリス・アレクサンドロ解職請求に対する各学年男女別の内訳。

　一年生男子、賛成48％　反対52％　女子、賛成88％　反対12％

　二年生男子、賛成31％　反対69％　女子、賛成91％　反対９％

　三年生男子、賛成45％　反対55％　女子、賛成86％　反対14％

　ざっと見たところ……女子生徒のほとんどが、ソリスの解職に賛成＝ソリスは生徒会副会長の座に相応しくないと判断した。

　対して男子生徒の間では、解職に反対＝ソリスの続投を望む声が各学年とも半数以上となっている。

　特に二年生男子のソリスの支持率が高い。

　……てっきり同学年の男子生徒には嫌われまくっていると思っていたのだが。

「簡単に言うとだな、ソリス・アレクサンドロ。貴様はやりすぎたのだよ」

　機嫌よさげにシェンファ。

「スカートめくりをした生徒なら過去にもいた。攻撃魔法や召喚獣の粘液で他の人間を裸にした生徒なら過去にもいた。校内で猥わい褻せつな行為をした生徒など過去に数え切れないほどいた。……だが、さすがに二日で千人の人間を全裸にした生徒など前代未聞だ。ここまでやらかしてしまうとだな、エッチだとか変態だとか副会長の品格だとか、そんな言葉など何の意味もなくなるのだよ。『さすが学院きっての天才……スケールが違う』……そんな風に敬意を抱く生徒までいる。特に男はスケベだからな。問答無用で服を脱がしまくる貴様の姿に『奴こそ真の漢』だの『師匠と呼ばせてくれ』だの、憧あこがれやら共感を抱いてしまった馬ば鹿かも大勢いるということだ。中でも貴様のことを『スカした奴』だと思っていた二年男子の間では、これまでの貴様のイメージを払ふつ拭しよくする効果が大きかったようだな。まあ、当然ながら女子生徒には畏い怖ふされつつも尋常でなく嫌われてしまったわけだがくくくこの女の敵めくくくぷはは」

「そんな……」

　女子生徒に嫌われることばかり考えていて、もともと自分を嫌う男子生徒の好感度のことなど考えてもいなかった。

「……女の子には嫌われて生徒会も辞められないなんて……俺おれ、踏んだり蹴けったりじゃないですか……！」

「うん。さすがはソリス・アレクサンドロ、私の期待通り……いや、期待以上に面白い結果を出してくれたな」

　シェンファの言葉にハッとする。

「まさか会長、こうなることを予測していたから手を出さなかったんですか……!?」

「当然だろう。貴様が生徒会を辞めるためにあれこれ馬ば鹿かな努力をすることなど、見抜けない私ではない。言っただろう？　貴様を信じる、と。貴様が私の手の上で躍ってくれることを、私は心の底から信じていたよくははははははははははは！！！！！！」

　哄こう笑しようするシェンファ。

　彼女こそが真の魔王だとソリスは思った。

「さて……」

　不意に邪悪な笑みを浮かべ、シェンファはアイザックに目配せした。

　アイザック、戸棚から大量の書類を取り出してドサリとソリスの前に置いた。積まれた書類の高さ軽く一メートルを超える。

「……なんですかこれ」

　引きつった笑みを浮かべて尋ねるソリス。

「解職請求が出されてから今日までの、十日分の貴様の仕事。あと今回の不祥事の始末書千枚と反省文用の原稿用紙百枚だ。くくく……飼い犬の分際でこの私を謀ろうとした罪をたっぷり味わうがいい！」

「…………あ、悪夢だああ……」

　がっくりとうなだれるソリス。

　自分の顔に微妙な安あん堵どの色が浮かんでいることに、ソリスは気付いていなかった。




　こうして。

　のちに『千人斬ぎりの覇王』『全裸大将軍』『スケベ大魔王』といった数々の称号で永遠に語り継つがれることになる伝説の生徒会副会長ソリス・アレクサンドロの過酷な日常は、再び幕を開けたのだった──……。








番外編　ソリスくんとマシロちゃんの健全な日常







　とある春の日の昼下がり。

　ソリスは広大な屋敷に一人でいた。

　両親は今朝早く死霊術の学会に出席するとかで揃そろって王都に出かけていき、使用人夫婦も折おり悪あしく二人とも感染症にかかって、ソリスに移さないように昨日から休んでいる。

　だから今日はソリス一人で留守番だ。

　ソリス・アレクサンドロ、八歳。

　女の子と見まごうような華きや奢しやな身体からだと端正な顔立ちの少年。

　死霊術の名門であるアレクサンドロ家の長男で、幼くしてかのデューマ・アレクサンドロの再来であるとまで噂うわさされるほどの才能を見せる。

　そんなソリスは今、屋敷の地下にある魔道実験室にこもって魔道薬の調合をしていた。

　家に一人と言っても特に不安などない。

　人間こそいないが、アレクサンドロ家の敷地内にはゾンビやスケルトンが警備員代わりに徘はい徊かいしており、侵入者がいればすぐに判る。

　そのせいで町の住人からは化け物屋敷などと呼ばれていたりするのだが、彼らのことがソリスは好きだった。

　命令に忠実で、寡黙で、無駄なことを一切しないし言わない。

　その在り方がクールでカッコイイと思うし、見ず知らずの人間と一緒にいるよりもよっぽど心地いいと思う。

　将来は人里離れた山奥でアンデッドたちに囲まれて楽しく暮らしたい──以前、死霊術の師匠でもある両親にそんなことを言ったことがある。

　すると両親は苦笑して、アンデッドは所しよ詮せん動く死体に過ぎず人間とは違うのだというようなことをソリスに話して聞かせた。

　よく解らなかったので、ソリスは適当に聞き流していた。

　アンデッドはあくまでも死体であり、死んだ者は決して生き返ることはない。

　死霊術は死体を道具として利用する魔法で、断じて死者を蘇よみがえらせる魔法ではない。

　この、現代死霊術の大原則を、ソリスは理解せずに育った。

　見る間に死霊術師としての力量を上げていくソリスの才能に目を奪われた両親および周囲の大人たちは、ソリスにしっかりと『死』について教えることを怠った。

　というか、この神童にまさか死霊術師として……いや、人間としての根本的な考え方に欠陥があることなど、思いもよらなかったのだろう。

　それがソリスの人生を大きく変えることになるのは、この時点から約三年後のことである。

　……まあそれはともかく、ソリスは一心にトルカネリの葉を乳鉢で磨すり潰つぶし、それをぐつぐつ煮立った紫色の液体が入ったフラスコの中に慎重に注ぐ。

　薄暗い部屋で得体の知れない薬を作っているソリスの姿は、子供とはいえ立派な怪しい魔道士そのものだった。

　作っているのはつい最近マーヤ・フラメルが発表したゾンビ専用の筋力増強剤で、注射するだけでゾンビの耐久性を約三倍にできるという。

　七十年以上もの長きにわたり強化系死霊術の権威として君臨し続けている稀き代たいの魔女マーヤ・フラメルには、一年ほど前に会ったことがある。

　既に百歳近い老婆である彼女の一番末の息子夫婦の間に、ソリスより一つ年下の孫娘が生まれて、その娘が幼いながらソリスに匹敵するくらいに優秀なのだと喜んでいた。

　名前はたしかアイだかマイだかそんな感じだったと思う。

　その娘とソリスが結婚すれば死霊術界の未来は明るいと、冗談っぽく、しかし明らかに本気の目で言われたことも覚えている。

　祖母の孫に対する評価などアテにならないものだからその娘が本当に自分に匹敵するほどの才能を持っているとは到底思えないのだが、フラメル家が伝統的に得意とする強化系死霊術には興味がある。

　あの家にのみ伝えられている奥義も幾つかある筈はずで、それらを全て自分のものに出来るのなら──

「……結婚を考えてもいいかな」




「えっ!?　結婚なんていきなりそんなことを言われても困ってしまいます！」




「……ッ!?」

　呟つぶやいたソリスの後ろから、この陰気くさい地下室には不似合いな、やたらと明るくて可愛らしい女の子の声がした。

　引きつった顔で振り返るソリス。

　そこにいたのは、声の印象通りの活発そうな少女。

　マシロ・アナスタシア。

　ソリスより三つ年上／黒髪に大きなリボン／黒い瞳ひとみ／白い肌／ソリスより十センチほど背が高い。

　マシロ、頰ほおを少し赤らめて、

「そんな結婚なんて、わたし、ソリスくんのことをそういう対象として考えたことなくて……ごめんなさい！」

　何故か振られてしまった。

「……僕もマシロちゃんと結婚しようなんて思ったことないから安心してよ」

　ジト目で言うソリス。

　マシロと出会ったのは今から二年ほど前で、それ以来たまに……いや、かなり頻繁に一緒に遊ぶようになった。

　彼女と初めて出会ったときのことは……思い出したくもない。

「結婚っていうのはマシロちゃんの聞き違い。『結婚』じゃなくて『血統』。ゾンビを作るときは血統を考えて作るのがいいな、って言ったんだ」

　真顔で適当なことを言って誤魔化す。

　するとマシロ、

「なーんだ、そうだったんですか。そりゃそうですよねー。つい最近までおねしょしてたがきんちょが、結婚なんてオトナな単語を使うわけないですよねえ」

「つ、つい最近までじゃない！　マシロちゃんに会ったあの日以来、おねしょなんか一度もしたことないよ僕は！」

　真っ赤になって反論するソリスの頭をマシロは撫なでる。

「はいはい。おねしょが治ってえらいですねーソリスくんは」

「くう……っ！」

　恥辱のあまり泣きそうになる。

　一体どうして、かのデューマ・アレクサンドロの再来と称されているほどの超天才である自分が、死霊術どころか魔法の一つも使えない一般人の小娘ごときにこんな屈辱を味わわされねばならないのか解らない。

　……自分がどれだけ凄すごい人間であるかをマシロに説明しても、どうせ「はいはいすごいですねーソリスくんは立派ですねー六歳までおねしょしていたソリスくんはえらいですねー」などとからかわれてますます屈辱的な気分になることは過去の経験から明らかなので言わない。まったく無知とは恐ろしい。

　マシロと一緒にいるときだけは、自分が天才死霊術師ではなくごく普通の子供になってしまうので、ソリスはマシロのことがあまり好きではなかった。

　……好きではないと、自分では思っている。

「……それはそうと、どうやって入ってきたの？　玄関には鍵かぎがかかってる筈はずだし、庭にはアンデッドが……」

「ソリスくんのパパとママに鍵を預かってましたから」

「あ、なるほど」

　警備のアンデッド達は特製の鍵を持つ人間には危害を加えないように設定されている。

「って、どうして父さん達がマシロちゃんに家の鍵を預けるのさ!?」

　驚くソリスにマシロは平然と、

「昨日頼まれたんです。お手伝いのおじさん達が復帰するまで、ソリスくんの面倒を見てあげてほしいって」

「あ、なるほど……って、ええっ!?」

「というわけでソリスくん、今夜はソリスくんのおうちに泊まってあげますね」

「え…………えええええええ──────っ!?」

　心の底から泣きそうな悲鳴を上げるソリスだった。

「えへへ、そんなに嬉うれしそうにしちゃって、よっぽど一人でお留守番するのが怖かったんですね。わたしが来たからにはもう安心ですよー」
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　とりあえず魔道薬の調合を終えたあと、仕方なくソリスはマシロの相手をする。

　庭でキャッチボール。

　死霊術師の屋敷とはいえ、特に奇抜な庭ではない。

　砂利の敷き詰められた広場を囲むように、何本かの桜の樹が植えられている。

　桜の花はちょうど満開。

　樹の周辺にはゾンビやスケルトン達がうろうろしているのだが、ソリスもマシロも慣れているので気にしない。

「いきますよー。そ～れっ」

　マシロがボールを投げる。

　のんびりしたかけ声のくせに、ものすごい豪速球が飛んでくる。

　しかもノーコンなのでキャッチするのが非常に大変。

「……ったくもう！」

　愚痴りつつもボールを追いかけ、どうにかキャッチ。

　見た目は勉強ばかりやっている貧弱なもやしっ子でも、魔道士であるソリスの体力は普通の同世代の子供たちを上回る。

　だが、さすがに高レベルの魔法を使ったりすることは出来ないので、早く体力をつけてガンガンすごい魔法を使いまくりたいものだとソリスは常々思っている。

　こんなどうでもいいお遊びも、体力づくりには役立つ。

　だからこそソリスはマシロの遊び相手になってあげているのだ。

　将来は偉大な死霊術師になる自分が、何のメリットもない無駄なお遊びなどするわけがない。

「それっ！」

　ソリスが投げた球を、マシロは難なくキャッチ。

　そのままソリスに歩み寄ってきて、

「そろそろおしまいにしましょうか」

　笑顔で言う。

　……いつの間にか空は茜あかね色いろに染まっていた。

　思った以上に集中していたらしい。

　マシロと一緒にいるといつも時間が経つのが速く感じる。

　不思議なこともあるものだなあとソリスは思う。

「はい、ソリスくんタオル。汗拭ふかないと風邪ひいちゃいますよ」

「あ、うん」

　マシロに差し出されたタオルを受け取る。

　マシロの薄いシャツは汗で濡ぬれて肌に張り付いていて膨らみかけの胸の形までくっきりしていたのだが別にそんなことはどうでもよくて特に何とも思わなかったけれど何故か顔が赤くなってしまって不思議なこともあるものだなあとソリスは思った。

「あはは、ソリスくん、顔が赤いですよ。そんなに疲れちゃったんですか？」

　少しかがんでぺたぺたと頰ほおを触ってくるマシロのシャツの胸元から肌色の稜りよう線せんやらその中心に小さなピンク色のぽっちがちらちらと見えたりしてもちろんソリスは何とも思わなかったけれど（略）不思議なこともあるものだなあ。

「あれ？」

　不意にマシロが怪け訝げんな声を上げて、ソリスの背後に目をやった。

　ソリスもそちらを見る。

　庭の端の方には大きな倉庫があって、マシロはそれに興味を抱いたらしい。

「あの中には何があるんですか？」

「……さあ。僕は入ったことがないから知らないけど、倉庫なんだから使わなくなった道具とかじゃないの？」

「見たいです」

　好奇心に目を輝かせるマシロ。

「……それじゃ、入ってみようか」

　ソリスの方はあまり興味はなかったのだが、もしかすると珍しい魔道具などお宝が眠っているかもしれない。

（……って、そんなわけないか。マシロちゃんが読んでるような冒険小説じゃあるまいし）

　そんなことを思いながらソリスはマシロと一緒に倉庫へと向かった。





　　　†






　倉庫の扉を開けるとむわっと黴かび臭くさい澱よどんだ空気が漏れてきて、ソリスは中に入る意欲を一気に削がれた。

　しかしマシロは気にせず入っていき、仕方なくソリスも後に続く。

「それじゃ、探険スタートです」

　幾つもの棚が並び、がらくたのたくさん詰まった木箱とか、古びた杖つえ、折れた杖、砕けた魔石、壊れた魔道具など、何故保存してあるのか解らないものがたくさんあった。

　蜘く蛛もの巣があちこちに張っていて、歩くたびに身体からだに絡みついてくる。

　マシロは蜘蛛の巣や埃ほこりをものともせず、物珍しそうに倉庫の中を歩き回っている。

「もしかすると危険なものもあるかもしれないから、あんまりべたべた触らないようにね」

　一応注意すると、マシロ膨れっ面で、

「解ってますよ。わたし子供じゃないんですから」

　ソリスも適当に見て回るが、入る前の予想通り特にめぼしい物は見つからなかった。

　……だが。

「……っ！」

　床に置いてあった大きな木箱に足をぶつけた。

　何となく中を覗のぞいてみたら、そこにはボロボロになったローブの切れ端やら折れた杖やらに混じって、一冊の古びたノートがあった。

　ボロボロに風化していたので慎重に手に取る。

　薄暗い倉庫の中では文字を読むことは出来なかったが、なんとなく興味を惹ひかれた。

（……部屋に持って帰ってあとで読もう）

　古いノートを持ってとりあえず一度外に出ようと踵きびすを返す。

　そのときふと、棚の一番隅の奥まったところにある小さな木箱から、何やら黒いもやのようなものが漏れているのが目に止まった。

「…………？」

　最初は目の錯覚かと思ったが、その周囲だけ明らかに、ただでさえ暗い倉庫の中でもさらに黒い影を作って揺らめいている。

　怪け訝げんに思いつつ近付き、木箱を開けると、中にはさらに箱が入っていた。

　複雑な装飾が施された、金属製の立派な小箱。

　もしかするとお宝を発見したかもしれない……。

　期待に胸が高鳴るのを自覚しつつ、ソリスは小箱の蓋ふたを開けた。

　中に入っていたのは黒い宝石。

　黒いもやを出していたのはこの宝石のようだが、蓋ふたを開けた途端、もやはすうっと消えてしまった。

　手にとってしげしげと観察してみる。

　そこそこ実力のある魔道士なら、魔石に触れるだけでその魔石の質をなんとなく感じ取ることが出来る。

　もちろんソリスにも判る──この魔石、とんでもない魔力を秘めている。

　こんな魔石が何故倉庫の中に放置されていたのかは謎なぞだが、ともあれすごい収穫だ。

　この魔石も、こっそり自分の部屋に隠しておこう。

　すぐにでも使ってみたいけれど、せっかくなのでいつか大きな魔法を使う日が来るまで温存しておこうと思う。

「それは何ですか？」

　いつの間にかすぐ近くにいたマシロが、ソリスの持つノートと魔石を興味深そうに見つめる。

「ノートと魔石。マシロちゃんには解らないものだよ」

　ソリスが言うとマシロはちょっと不機嫌そうな顔をしたが、

「まあそんなことはどうでもいいです。それよりソリスくん、ちょっと来てください。面白いものを見つけたんです」

「？」

　怪け訝げんに思いながらマシロのあとをついていく。

「これですこれ。これは何ですか？」

　マシロが差したのは、巨大な器具。

　大人の男でも余裕で入れるような大きさの巨大な茶わんのような鉄製の器があり、その下は竈かまどのようになっていて、横に小さな煙突がくっついている。

「ああ、これは……」

「待って、わたしが当ててみせます」

　教えようとしたソリスの言葉をマシロが遮った。

「これはズバリ…………竈ですね」

「そのままだね」

「しかしソリスくんの家にあるということは、ただの竈ではありません。大きさから考えるに……」

　マシロは恐れおののくような顔でソリスを見た。

「お、大きさから考えるに、これは人間をぐつぐつ煮るための装置ですね……!?　上の器に水を入れて下から火を焚たいて沸かし、そこに人間を……。持ち運びが可能なことから推測すると、広場などにこれを運んで大勢の人の前で見せしめに──」

「怖っ！　マシロちゃん、僕の家庭をどういう目で見てるのさ!?」

　マシロの回答に思わず抗議。

「え、違うんですか？」

「当たり前だよ意外そうな顔しないでよ！　たしか昔の処刑道具にそういうのがあったような気がするけど、これは違う。ちなみに竈かまどでもないから」

「だったらこれは何なんですか？」

　首を傾かしげるマシロに、正解を教える。

「多分お風ふ呂ろだよ、これ。前に本で読んだことがある。アメツチ王国の伝統的なお風呂の一種で、使い方はまあ、さっきマシロちゃんが言った通り、上に水を入れて下に火をつけてお湯を沸かすんだ」

「……下で火が燃えてたら火傷やけどしちゃいませんか？」

　ソリスは風呂のすぐ近くの壁に無造作に立てかけてあった木製の蓋ふたを指差し、

「火傷しないように、その蓋を湯に沈めて入るんだよ」

「おおー、なるほどー」

「アメツチ王国の人は昔からお風呂好きだからね……屋外でもお風呂に入れるように、こんなものまで発明したんだ……って、マシロちゃん？」

　マシロ、キラキラした目でソリスを見つめる。

「ぜひ入りたいです！　入りましょう！」

　そういえばマシロもお風呂好きだったことを思い出す。

　入浴なんて時間の無駄で、一週間に一度くらいシャワーを浴びるだけで十分だとソリスは思うのだが。

「お風呂なんてどうでもいいじゃない……それよりそろそろ晩ご飯のしたくを──」

「どうでもいいとはなんですか！　お風呂は人間が発明した一番素晴らしい文化です！　お風呂に入っているときほど幸せな時間をわたしは知りません！」

　ソリスの言葉に、本気で怒ったように言うマシロ。

「……入浴の楽しみを知らないなんて、人生を損しています。だからわたし、これからソリスくんにそれを教えてあげます」

「い、いいよ教えてくれなくても！」

「ソリスくん、わたしと一緒にお風呂に入るのがイヤですか？」

「イヤだよ！」

「でも、前に一緒に入ったことありますよね？」

「そ、それは……」

　……マシロと初めて会った日、パンツを濡ぬらしたまま泣きながら街を彷徨さまよっていたソリスを、マシロは全裸にして彼女の家の風呂に放り込み、自分も裸になってソリスの身体からだを洗った。

　思い出すと顔から火が出そうだ。

「昔のことはもういいじゃない！」

「その通りです。大切なのは今です。だから今からこのお風ふ呂ろに入りましょう」

　そう言って、マシロは風呂を運ぼうと風ふ呂ろ釜がまに手をかけ、力を入れる。

「うんっ!!」

　……真っ赤になって持ち上げようとするも、びくともしない。

「ソリスくんも手伝ってください！」

「……無駄だと思うけど……」

　仕方なくマシロに協力。

「いっせーの──せっ！」

「くっ！」

「ふぬぬぬぬぬぬ……！」

「ぬぬぬぬぬぬぬ……！」

　……二人がかりでもさっぱり動かない。

「……重たいですね」

「鉄だからね」

　子供二人で運ぶには、この風呂は重すぎた。

「諦あきらめようよマシロちゃん。僕たちじゃ無理だ」

「うう……」

　がっくりと肩を落とすマシロ。

　本気で残念がっているようで何故か申し訳ない気持ちになってくるのだが、どうにもならないのだから仕方ない。

　とりあえず倉庫で見つけたノートと魔石を持って外に出る。

　夕暮れの空の下、桜の樹の周辺を徘はい徊かいするゾンビの姿が目に入る。

（……ゾンビ達にあの風呂を運ばせるのは……ちょっと無理かなあ……重くて腕が千切れたら大変だし……）

　ふと、思いつく。

「……あ、そうだ。あの薬でゾンビを強化すればあの風呂だって運べるようになるかも。薬のテストにもちょうどいいし……」

　ソリスの呟つぶやきを聞いたマシロ、希望に満ちたキラキラした眼差しをソリスに向ける。

「ソリスくん……！」

　ソリスは苦笑し、

「うん、試してみるよ」

「はいっ！　一緒にお風ふ呂ろに入りましょう！」

　ものすごくイイ笑顔を向けられ、ソリスは何故か顔が熱くなるのを感じた。

　だからぷいとそっぽを向き、

「べ、べつにマシロちゃんと一緒にお風呂に入りたいわけじゃないんだからね！　薬の実験をしたいだけなんだから！」
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　薬の調合には成功していたらしい。

　ノートと黒い魔石を自分の部屋に置いてきたあと、警備のゾンビたちの中から特に頑丈そうなのを五体ほど見繕い、今日地下室で調合したばかりのゾンビ専用筋肉増強剤を腕に注射。

　すると今にも腐り落ちそうだったゾンビの腕が急速にムキムキと太くなり、やがて全身の筋肉が太く引き締まり、ゾンビというよりは人体模型のような印象を受けるマッチョマンへと変へん貌ぼうを遂げた。

　さすがマーヤ・フラメルが開発しただけあって、抜群の効果だった。

　マッチョなゾンビというのもかっこいいなあとソリスは思った。

　彼らに命じて倉庫から風呂を運び出させる。

　ソリスとマシロではびくともしなかった重たい風ふ呂ろ釜がまを五体のゾンビは危なげなく持ち上げ、倉庫の外へと運んだ。

　ずっと倉庫の中で眠っていたので埃ほこりまみれでところどころ錆さび付ついていたので、ソリスとマシロは丁寧に水で洗った。

　洗い終わったあとゾンビたちに庭の真ん中まで運ばせ、風呂釜に水を入れ、下側に薪まきを入れる。

　その頃ころにはもうすっかり日は暮れて、空には三日月が浮かんでいた。

「それじゃ、火をつけますよー」

　マシロが薪に火をつける。

　火がついたあともそわそわした様子で、頻繁に風呂釜に手を入れては湯加減を調べる。

　そして、

「うん、ちょうどいいお湯加減です！　入りましょうソリスくん」

　満面の笑顔で言って、その場で服を脱ぎはじめる。

　思わず背中を向けてしまうソリス。

「ほらほら、なにやってるんですか。ソリスくんも脱いで脱いで」

　生まれたままの姿になったマシロがソリスの服を脱がそうと迫る。

　ソリスは真っ赤になって、

「ぼ、僕は火の調節をするからマシロちゃんは気にせず入ってよ」

「だーめ。ソリスくんも一緒に入るんです。言ったでしょう？　お風ふ呂ろの素晴らしさを教えてあげるって！　火加減はゾンビさんにやってもらえばいいじゃないですか」

「いや、でもこのお風呂狭いから二人一緒には」

「この期におよんで男らしくないですよソリスくん。実はずーっと気になっていましたが、ソリスくん、臭いです」

「く、臭い!?　僕が……!?」

　自分でも意外なほどショックを受ける。

　たしかにここ三日ほどお風呂に入ってないし、今朝から地下室にこもって魔道薬の調合をしてたし昼間はマシロと遊んで汗をかいたし……。

（いや、でもまさかそんな僕が）

　恐る恐る、自分の襟元の臭いを嗅かいでみる。

「……う、臭い……」

　思わず顔をしかめたソリスに、マシロは笑顔で迫る。

「ささ、ソリスくん。ぬぎぬぎしましょうねー」

「わわっ！　じ、自分で脱げるから！」

「あはは、遠慮しないでくださーい」

「うわ──────っ!!」

　抵抗虚むなしく、ソリスは全裸にされた。
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「ふああ……いいお湯ですねえ」

「…………」

　ソリスとマシロは二人でお湯につかっている。

　最初はマシロに背を向けて出来るだけ離れて入っていたソリスだったが、マシロに「あれ？　もしかして恥ずかしがってるんですか？　ソリスくん、いつの間にかエッチな子になっちゃったんですね～」などと言われたため、断じてエッチな子などではない（と自分では思っている）ソリスは、堂々とマシロの正面に向き直った。

　マシロ・アナスタシア十一歳の火ほ照てってほんのり赤くなった綺き麗れいな肌とかうなじに張り付く黒髪とか仄ほのかに光る薄紅色の唇とか膨らみかけの胸とかつるつるの足とかつるつるの股こ間かんとかを真っ正面から見ても自分は全然平気だ。

　あまりにも平気すぎてマシロの裸なんて見る価値もないから、ソリスは空を見上げた。

　断じて目のやり場に困ったわけじゃない。

　満天の星空が視界に飛び込んでくる。

「うわぁ……」

　息を吞のむほどに綺き麗れいな夜空に、ソリスは思わず感嘆のため息を漏らした。

「綺麗ですねえ」

　マシロも同じように空を見上げて感動の声を上げる。

　夜空を堪能したあと、今度は庭の方へと視線を移す。

　マシロの裸など見る価値もないのでもちろん極力視界に入れないようにしながら。

　庭を囲む桜の樹。

　炎と月明かりに照らされて、淡いピンク色に輝く桜の花びら。

　桜の樹の周辺では、夜も変わらずゾンビやスケルトン達が警備をしている。

「綺麗ですねえ……」

「……そうだね」

　マシロの言葉に心の底から同意する。

「……そういえばソリスくん、桜がどうしてこんなに綺麗なのか知ってますか？」

　突然マシロがそんなことを言った。

「え……知らない」












　マシロは少し声のトーンを落とし、

「……桜が綺き麗れいなのはですね、桜の樹の下には死体が埋まっていて、そこからたっぷりと良質な養分を吸収しているからなんだそうですよ」

「へえ、そうなんだ。やっぱり死体ってすごいんだね」

　魔道薬の原料になる植物以外の知識がほぼ皆無の八歳児は、マシロの言葉をそのまま信じた。

「……なるほどそっかあ……だからうちの庭の桜はこんなに綺麗なのかあ。たしかにたくさん埋まってるもんね。これからも、使わなくなった死体を埋めるときは桜の樹の下に埋めるようにするよ。教えてくれてありがとうマシロちゃん」

「……いえ、どういたしまして」

　何故かマシロは釈然としない顔をした。

　ともあれマシロのおかげで、アンデッドのことをますます好きになった。

　動かなくなったアンデッドを桜の樹の下に埋めれば、綺麗な花を咲かせてくれる。

　死してなお人の心を豊かにしてくれるなんて、アンデッドは本当に素晴らしい。

　アンデッド達の生まれ変わりだと考えると、桜の花がますます美しく思えてきた。

　そのとき不意に、一陣の強い風が吹いた。

　桜の花びらがぶわっと風に散る。

　それに驚いたのか、ゾンビやスケルトンの動きが一瞬止まる。

　月と、星と、桜と、死体。

　まるでピンク色の雪が降っているような、幻想的な光景。

　と、一枚の花びらがこちらに向かってひらひらと飛んでくる。

　自然と目で追いかける。

　その花びらはゆっくりと不規則な軌跡を描きながら、音もなくお湯の上──ちょうどマシロの目の前に落ちた。

「あは」

　嬉うれしそうな笑みを浮かべてマシロはその花びらを両手ですくい上げる。

　その笑顔に、ソリスは思わず目を奪われ見とれてしまった。

「ソリスくん」

　微笑みを浮かべたままマシロがソリスに言う。

「お風ふ呂ろってとってもいいものでしょう？」

　ソリスは「ほぅ──」と白い息を吐き、

「……そうだね」と微笑んだ。
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　その夜。

　ソリスとマシロは一つのベッドで寝た。

　ソリスの部屋のベッドは大きくて、子供二人が一緒に寝ても全然狭くない。

　明かりの消えた暗い部屋。

「ソリスくん」

　目を閉じたソリスの耳元で、マシロの声。

「……ん」

「今日も楽しかったですね」

　今日は、ではなく、今日も。

「……そうだね」

　ソリスは目を開けずに答えた。

　認めるしかないだろう。

（……僕は、楽しい）

　マシロと一緒にいると、いつも楽しい。

　何かが起きても楽しいし、何も起きなくても楽しい。

　ただ一緒にいるだけで……それが死霊術師としての将来には何の役にも立たないようなどうでもいい時間でも……すごく、満たされている。

　何故ならソリスにとってマシロは……

「マシロちゃん」

　今度はソリスの方から声をかけた。

「んー？」




「ずっと、友達でいようね」




　数秒の沈黙。

　……あれ、もしかして駄目ってこと？

　……いや、そもそもマシロちゃんの方は友達だなんて思ってないってこと？

　そんな不安に駆られそうになったそのとき。

　不意にソリスの手が握られた。

　そして、




「もちろんです、ソリスくん」




　マシロの声にホッと息をはく。

　握られた手を軽く握り返す。

「約束ですよ」

「うん、約束……」




　……やがて二人は、どちらからともなく安らかな寝息を立て始める。

　手は繫つないだまま。

　そう遠くない未来に別れが訪れることなんて夢にも思わずに、少年と少女は幸せそうに眠っていた──……。








第二話　ペット自慢大会







　謹慎が解けた翌日の安息日。

　生活費がなくなった。

　一週間前に生徒たちの服を破壊して回ったときに消費した杖つえの購入資金は、振り込まれたばかりの奨学金だったのだ。

　玩具おもちやに近いとはいえ一応本物の魔法杖ウイザーズロツド、それを大量に購入したりすれば金額も酷いことになる。

　先日壊れた杖も買い直したため、ソリスの貯金はまたしても底をついた。

　自宅謹慎中はアルバイトも禁止だったし。

【バカですね】

　奨学金を一瞬にして使い切ってしまったソリスに対してマシロは端的に言った。

　反論の余地もない。

「……はい、ぼくはばかです」

　何故自分があんなことをしてしまったのか、振り返ってみても全然分からない。

　ただ、すっごいノリノリで楽しかったことだけは覚えている。……絶対に人には言えないけど。

　喫茶店『ストロベリーフィールド』のバイト代も安くなってしまったし、シフト自体も減った。

　ミセス・ゴールドによる大雑把な経営時代は、多いときには十人以上のアルバイトが同時にフロアに出ることもあったのだが、牛子たちによって経営の大幅な見直しが図られ、ソリスの働ける時間も減らされた。

　アンジェラス三姉妹、事件屋から喫茶店オーナーに見事な転職。

　店にとってはプラスでも、ソリスにとっては厳しい状況。

『ストロベリーフィールド』一本だけでは生きていけない。

　というわけでソリスとマシロは今、新しいバイト先を探して商店街を歩いていた。

　が、そう都合よくいいバイトが見つかるわけもない。

　既に幾つかの店を回ってみたものの、時給が安かったり仕事内容がキツそうだったり労働時間が厳しかったり。

「はぁ……どっかにないかなー……遊んでてもお金が増えるようなアルバイト」

　人として駄目な発言をするソリス。

　以前にこの手の台詞せりふを言ったときは「この発言は駄目だ」という自覚があったのだが、今のはもう無意識である。

　それだけ切羽詰まっているということだ。

【メイちゃんが前に言っていた死霊術の実験台のバイトはどうでしょう。眠っている間に終わるそうですよ。たまに人生も終わるらしいですけど】

「なるほど……」

【冗談です真剣な顔で検討しないでください!!】

「……ん？　あぁ……冗談か……」

【……これはちょっと重症ですねえ……】

「うん……」

【…………】

　と、そのとき。

　一枚のチラシが風でソリスの足下に飛んできた。

　なんとなく拾ってしまう。

【……ペット自慢大会？】

　今年もこの季節がやってきた!!

　第39回カドゥケウス市ペット自慢大会!!

　この街で一番のペットを決めよう!!

　自慢のペットと一緒にみんな集まれ!!

　二人の愛の絆で目指せ優勝!!

　……そんなことが書かれていた。

「……ふーん……ペット自慢大会ねえ……今年で39回ってことは結構古くから続いてるんだな。聞いたことなかったけど」

　主催を見ると「ミデア通り商店街」とある。

　市ではなくこの商店街が独自にやっているイベントらしい。

「……ま、関係ないか」

　ゴミ箱にチラシを捨てようとすると、

【待ってくださいソリスくん、これ優勝賞品はこの商店街の全てのお店で使える10万サクル分の商品券ですよ！】

「うお、マジか！」

　食品でも服でも何でも使えるなら、来月までどうにか過ごすことが出来そうだ。

「でもなあ……ペット自慢って言われても…………お？」

　参加資格欄に書かれた「使い魔でも可」という文字に気付く。

　ソリスはマシロをじっと見つめる。

　開催日は今日で、ちょうど今から一時間後に始まる。

　エントリーの受付は開始直前までＯＫ。

「……今からでも十分に間に合うな」

　マシロもソリスを見つめ返し、

【行っちゃいますか？　ソリスくん】

「……行っちゃいましょう。優勝、しちゃおうぜ……」

【しちゃいましょう。二人の愛の絆で】

「あ、愛とか言うなよ……照れる」

【そう書いてあるんだから仕方ないじゃないですか。……ソリスくんのせいでわたしまで照れてきちゃいました】

　マシロの言葉にますます恥ずかしくなる。

「…………そんじゃまあ、さっさと行こうか」

【そですね。……手とかつなぎます？】

「……恥ずかしいからイヤだ」

【人がせっかく恥ずかしいのを我慢して言ったのに！】

「知ってるよ」

【……いじわるです。超うぜえです】

　こんなふうにイチャイチャしながら二人は会場に向かった。





　　　†






　ペット自慢大会の会場はグエンドリン自然公園の野外ステージで、客席にはざっと見たところ二百人ほどの人が集まっていた。

　暇な学生だけでなく家族連れの姿が多い。

　受付に行ってエントリーすると、参加者用の大きなテントの中に案内された。

　中には三十人ほどの人間と、それぞれのペット（または使い魔）。

　犬に猫にトカゲに鳥に小型のドラゴンに……

「あれ？　先パイ!?」

　いきなり見知った顔が現れた。

　メイ。

　格好はＴシャツにスパッツという薄着。

「こんなところで先パイに会えるなんて思いませんでした！　たしかにマシロっちはすっごく可愛いですからねー。自慢したくなるのも解ります」

【えへへー。メイちゃんも参加するんですか？】

「うん。ほらユウ、こっちこっち」

　メイが手招きすると一匹の小型犬がのそのそと近寄ってきた。

「ぎゃっ!?」

　犬の姿に思わず悲鳴を上げるソリス。

　全身が継つぎ接つぎだらけ、右眼は白はく濁だくし左の眼球はぶらんと垂れ下がっていて、ところどころ肉が腐り落ちて背骨やあばら骨が見えてしまっている。

「……ま、まさかそれは……」

　ソリスが引きつった顔で言うと、メイはぱあっと、思わず見とれてしまうような、まるで向日葵ひまわりのような満面の笑みを浮かべた。

「はい、これがわたしの可愛いペット、ゾンビ犬のユウちゃんです！　かれこれ百二十年以上も昔からフラメル家にいるわんちゃんなんですよ。ほらほら見てください先パイ、この眼球の濁り具合とか視神経の切れそうで切れない微妙な張りとかどれをとっても芸術的なんです！　特にわたしが気に入ってるのはですね、この脇わき腹ばらのあたりの縫ほう合ごうが破れてちょろっと飛び出した腸で色つやも長さも理想的なんですよね。もちろん今の技術ならこの縫合跡をほぼ完全に消すことも出来るんですけどあえて直さないところがこだわりのポイントなんです！」

「……ソ、ソレハ、スゴイ、ネ」

　頰ほおをひくつかせながらどうにか笑みを浮かべるソリス。

「先パイ、どうしたんですか？　……もしかして、怒ってます？」

　不安げに言うメイ。

「へ？　怒る？」

「……わたしのせいで先パイ、謹慎になっちゃって……しかも解職請求も通りませんでしたし……わたしの作戦ミスが原因です本当にすいません！」

「い、いや……謹慎になったのは俺おれがやりすぎたからだし……まあ気にするな」

「そう言っていただけるとありがたいです！　先パイはやっぱり素晴らしい人ですね！　わたし、先パイにならペットにされてもいいですむしろしてくださいペットに！　わたしは先パイの愛あい玩がん動物ですどんなことをされてもいいです例えばこんなこととか！」

　ソリスの手をとって豊満な胸にぎゅっと押しつけてくるメイ。

「ま、待て待て俺はそんなつもりは……」

　慌てるソリス。

　と、そのとき臑すねのあたりに擦れるような感触。

　……ゾンビ犬のユウがソリスの臑にすりすりと頭をこすりつけていた。

「あは。ユウも先パイを気に入ったみたいですよ」

「ぎゃあああああああ!!」

　たまらず悲鳴を上げて、ソリスはテントを飛び出した。












「あ！　先パイ！　…………犬がどうしても駄目っていう人、世の中にいますよねー。先パイがそうだったなんてちょっと驚きです。先パイの秘密を一つゲット♥」

【……まあ、そういうことにしておいた方がソリスくん的にはいいでしょうけど】

　勝手に納得して嬉うれしそうな顔をするメイに、呆あきれるマシロだった。
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　テントを飛び出し、ソリスは受付の近くまで戻ってきた。

　できるだけあのゾンビ犬を見たくないので、直前まで外で時間を潰つぶすことにする。

　ゾンビ犬を見たのは初めてじゃないし、実家にはゾンビ牛だのゾンビ馬だのがいてぺろぺろと顔を舐なめ回されたこともあったのだが…………思い出しただけで全身に鳥肌が立ってくる。

　昔の自分はよくもまああんな怖いものが平気だったものだ。

　思わず苦笑い。

　そこでまたしても知った顔を見つける。

　受付をしている一人の幼女。

　体操着にブルマという格好をした灰色の髪の幼女ゲルニカ。

　そのうしろにいるのは、大人の男と同じくらいの大きさがある巨大な犬。

（……ん？　大人の男と同じくらいの大きさ……？）

　受付が終わり、こちらに向かって歩いてくる。

　よく見れば、その犬の影は尻尾しつぽも耳もなく……ぶっちゃけ、四つんばいになった人間の影だった。

「おや、お兄ちゃんではありませんか」

　ソリスに気付くと、ゲルニカは無表情で言った。

「もしやお兄ちゃんも参加するのですか？」

「……ああ。ニカも出るのか？」

　こくんと頷うなずくゲルニカ。

「ふーん……ニカのペットはその犬か…………犬、ねえ」

　巨大犬にジト目を向けるソリス。

「な、なんですかお兄ちゃん。私のポチに何か不審な点でも？　これは正真正銘、ただの犬なのですよ？」

　言いながらゲルニカ、犬の首輪の紐ひもをくいくいと引っ張る。

「わ、わおーん」

　…………どう聞いても人間の男の声で、犬はわざとらしく鳴いた。

「……ロジャー……あんたそういう趣味の人だったのか……」

「ちげえよ！」

　犬……幻術で犬に化けているロジャーが叫ぶと、ゲルニカは微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなく杖つえで後ろ足を叩たたいた。

「いてえっ！」

　ゲルニカはさらに全力で臑すねを叩く。すごく痛そう。

「犬の分際で人の言葉を喋しやべらないでください。かつてとある偉人はこう言いました。『犬は「わん」でしょう』と」

　何の感情も込められていない声で淡々と言うゲルニカに、ロジャーは今にも泣きそうな情けない声で「……わん」と弱々しく鳴いた。

「まったくこの駄犬は……。……内緒にしてくれませんかお兄ちゃん」

「……まあみんなには黙っててやるけどさ……何があったんだ？」

　するとゲルニカ、ゾッとするほど冷たい眼でロジャーを見ながら、

「このクズ人間コンテスト優勝間違いなしの駄犬は、せっかく依頼人が払ってくれたこの前の仕事の依頼料をまたしても全額ドッグレースにつぎ込んでスってしまったのです。さらにはサボりすぎで工事現場のお仕事もクビになる始末。一体いつになったらオイレルに帰れるのですかこのクズ犬！　駄目犬！　ゴミ犬！」

「いてっ！　いてえって！　いやあれは絶対勝てるレースだったんだよレース中に一位と二位の犬がゴール直前でコースアウトしてそのまま駆け落ちなんて普通ねえだろ!?」

「だから駄犬が喋らないでください。ロジャー……いえ、ポチが口にするのを許される言葉は『わん』の二字だけです。それすらも息が臭いのでなるべく遠慮してもらいたいところです。むしろ息をしないでください。私は心優しいので死ねとまでは言いませんが、クズはクズらしくもっと申し訳なさそうに生きてください」

「うう……わん」

　四つんばいでうなだれる犬に、ゲルニカは実に愉たのしそうな、姉シエンフアそっくりのサディスティックな笑みを浮かべる。

「ふふふ……それでいいのです。人生の負け犬らしい無様な鳴き声ですロジャー。あなたに出来るのはあなた自身が大好きな犬になってお金を稼ぐことだけです。この大会で優勝できなければ私はあなたをお肉屋さんに売ってしまいますよ。聞くところによれば世の中には犬を食べる国もあるらしいです。世界はとても優しいですね、こんなポチのようなクズ駄犬でも解体されればお金になるのですから」

「わ、わん……」

　半泣きの状態のロジャー……じゃなくてポチを見て、こうはなりたくないなあと思うソリスだった。
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　そうこうしているうちに開始時間になった。

　出場者およびペットはステージ上に並び、ソリスとマシロもその中の一ペアだった。

　司会者の男が拡声器（音を増幅する魔道具）に向かって声を張り上げる。

「さあて今年もやってまいりましたカドゥケウス市ペット自慢大会！　果たして見事市内一のパートナーの座を勝ち取るのはどのコンビなのか！　今回の出場者はご覧の三十四人三十四匹のコンビだああああああああ!!」

　テンションの高い司会者とは裏腹に、客席からはとりあえず暇だから見に来てみました的なまばらな拍手が起こるのみ。

「それではまずは前大会チャンピオンより、開会の挨あい拶さつと意気込みを語っていただきましょう!!　第38回カドゥケウス市ベストパートナーにして今回の優勝候補ナンバーワン、キャロル・カリオストロ選手と、新大陸のジャングルに君臨する百獣の王、ホワイトタイガーの蹂じゆう躙りん丸まるくんです!!　皆様盛大な拍手でお迎え下さい!!」

「ぶっ!?」

　いきなり出てきた知り合いの名前に噴き出すソリス。

　どこからともなくドドドドドと低いドラムロールが響き、ステージの横手からゆっくりと登場する、赤い着物（彼女の普段着らしい）を纏まとうキャロルと、彼女に並んで歩いてくる全長３メートルほどはある巨大な白い虎とら。

「……出ましたねキャロル先パイ……！　前回は後れを取りましたが、今年こそわたしとユウが優勝するんですから……！」

　ソリスの隣にいたメイがキャロルと虎を睨にらんで言う。

「……去年も出てたのか？」

　足下にすり寄ってくるゾンビ犬（どうやら本気で気に入られてしまったようだ。血筋のせいか、ソリスは昔からアンデッドに好かれやすい）を見ないようにしながらソリスが尋ねる。

「はい。わたしとキャロル先パイは去年の大会で優勝を争ったんですよ。運悪く最後の戦いであの虎の爪つめにユウの身体からだが真っ二つに引き裂かれて戦闘不能になってしまいましたが、今回はその対策もバッチリです」

「へえ……って、え？」

　ゾンビ犬を無視するのに必死で上の空だったが、何か今、不穏な響きの単語が混じっていた気がする。

（……戦いとか戦闘不能とか真っ二つとか……え？　ペット自慢大会だよな？）

　そこでキャロルの挨あい拶さつが始まる。

「おーっほっほっほっほっほっほっほっほ!!」

　……開口一番高笑い。

「今年の優勝も高貴なるこのわたくしキャロル・カリオストロと、わたくしに相応しい高貴なる白虎びやつこ、蹂じゆう躙りん丸まるが勝ち取ることでしょう。先ほどそこの者が意気込みを語れと仰いましたが、もちろんわたくしのこれは意気込みなどではありません。意気込む必要など感じません。何故ならわたくしと蹂躙丸の行く先には、栄光以外の道など用意されていないのですから！　おーっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほ！！！！！！！！！！」

「むー」

　メイが何か言いたげに頰ほおを膨らませる。

　まるでそれに気付いたかのようにキャロルが後ろを振り返り、

「というわけで！　勝者はわたくしと蹂躙丸に確定しておりますの！　わたくし達との力量の差に気付いた聡さとい者は、今すぐこの場を去るがいいでしょう！　それは決して恥ずかしいことではございませんわ。むしろ自らの分もわきまえず刃向かう愚か者は脳が腐っているとしか思えません。おっと、そういえば今年も実際に脳が腐っている方が参加なさっているようですわね!!」

　キャロルは真っ直ぐにメイを見つめて挑発的に微笑み──その横にいたソリスとマシロも視界に入ったようだ。

「ソ、ソリス様!?　な、なぜソリス様がこの大会に……」

　面食らった顔をして、だがすぐに持ち直し、

「うふふ、ゾンビ娘とゾンビ犬のペアよりは手応えがありそうですわね……しかし！　たとえソリス様とマシロさんといえど、わたくしと蹂躙丸の敵ではありませんわ！　容赦なく叩たたき潰つぶして差し上げます!!」

　そして再び高笑い。

【……叩き潰されてしまうのは困りますね……】

「……ペット自慢、なんだよな……？」

　もしかすると自分は今とんでもない場所にいるのではないかと、ポケットに入れておいた告知のチラシを取り出す。

　裏側にも何やら文字が書いてあることに気付く。

　大会のルールだ。

（なになに……？）

　・主とペットで力を合わせて様々な競技に挑む。

　・勝負は五本。

　・ダーツによって選ばれる五種類の競技の合計点が一番高かったペアが優勝となる。

　・競技を決めるダーツを投げるのは直前の競技で最も順位が上だった者。

（……なんだ、別に普通じゃないか…………って、え？）

　一番下の方に小さな文字。

　武器、魔法、魔道具の使用は自由。ただし対戦系の競技で相手の主またはペットを死亡させた場合は失格とする（アンデッド系のペットの場合はその限りではない）。

「…………（汗）」

「それではキャロル選手に最初の競技を決めてもらいましょう！」

　司会者が言うとスタッフによってステージ上に、ルーレットのように回転するダーツの的が運ばれてくる。

　キャロルがダーツの矢を受け取り、

「ふふ、どんな競技だろうとわたくしの勝利に揺らぎなどありませんわ」

　余裕の表情で無造作に矢を投げた。

「さあて！　一体最初はどんな競技で激戦が繰り広げられるのかあああああ!?」

　頑張って盛り上げようとする司会者。

　刺さる矢。

　やがて的の回転が止まり、司会者が矢の刺さった場所に書いてある競技の名前を読み上げる。

「さあああああああて皆さんお待ちかねええええええ！！！！！！　最初の競技はこれに決定だあああああああああああ！！！！　…………えーと…………じゃんけん!!」

　…………。

　………。

　……寒々しい沈黙。

「えー、ト、トーナメント形式で、ペット同士でじゃんけんをするんだぜえええええええええええええ！！！！！！！！　うおおおおおおおお！！！！！！！！！！」

　必死な司会者が見ていて痛々しい。

「初っぱなから地味な競技になったなあ……」

　苦笑するソリス。

【なんかもう帰りはじめてるお客さんもいますよ】

「……いきなりやらかしてくれますねキャロル先パイ……じゃんけんだなんて……犬のユウはぐーしか出せないのに……卑ひ怯きような……！」

　真顔で戦せん慄りつするメイ。

　矢を投げたキャロルも冷や汗を浮かべている。

「くっ……なんという失態でしょう……蹂じゆう躙りん丸まるはグー（肉球そのまま）かパー（爪つめを立てた状態）しか出せませんわ……これは絶対的に不利……！」
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「見事第一回戦で勝利の栄冠を勝ち取ったのは、ソリス・アレクサンドロ選手の使い魔ぁぁぁぁぁぁ!!　マシロォォォ、アナスタシアァァァァァァァ────────ッ!!」

　司会者が声を張り上げる。

　客席や他の選手たちからまばらに起こる投げやりな拍手。

　……ペットじゃんけんは驚くほど盛り上がらず淡々と終了した。

　犬も猫もトカゲも鳥も虎とらも、ほとんどのペットは手（というか前足）の構造上、グーかパーのどちらか、あるいは両方しか出せないため、普通にじゃんけんが出来るマシロは絶対的に有利だった。

　ユウは一回戦でオウムのルドルフくん（翼を広げた状態をパーとみなす）に敗北。

　蹂じゆう躙りん丸まるは二戦目でチョキを出すことができるチンパンジーのアキレスくんに敗退。

　その後順調に勝ち進んだマシロとアキレスくんによって決勝戦が行われ、マシロが勝利を収めた。

【わたし、お猿さんとじゃんけんをしたのは初めてです】

「……貴重な経験が出来てよかったな」

【……微妙です】

　一方、

「ど・う・し・て!!　どうしてグーとパーしか出せない相手にじゃんけんで負けるのですか!?　私にはさっぱり理解不能です!!　意味が解りません!!　どこまで無能なのですかこの駄犬！　バカ犬!!　ゾンビ犬の方がまだ優秀です!!　チンパンジーですら勝てた相手に負けるとは、どうやらロジャーは本当にお猿さん以下の下等生物だったようですね!!　しかも負け方が謎なぞすぎです！　チョキを出して負けるならまだしも、何故グー!?　グーとパーしか出せない相手にどうしてグー!?　ああなるほどロジャーはそんなにグーが好きなのですかそうなのですねわかりましたじゃあ殴ります二度とグーなど見たくもなくなるくらい殴ります」

　頰ほおをぷくーっと膨らませてカンカンになっているのはゲルニカだ。

　試合開始と同時に「実はポチは犬ではなく人狼ワーウルフだったのです！」とゲルニカが宣言して、ロジャーは二本の足で立ち上がり手を人間のものに戻したのだが、絶対的に有利だったにもかかわらず一回戦目で蹂躙丸に敗れた。

「いやだっておめぇ、あんなデカい虎が目の前にいたら怖いだろうが！　グーを出さねえと殺すって目ぇしてたんだよあの虎！」

　ゲルニカのあまり痛くなさそうなぽかぽかパンチを軽く受け止めながら二足歩行の犬が言い訳する。

　……相変わらず駄目なおっさんだった。

　そしてゲルニカの他に、緒戦の敗北に嘆く顔見知りの男がもう一人。

　休日にもかかわらずネコミミが特徴的なトリス学院召喚魔法科の制服に身を包んだ老け顔の少年。

「おのれソリス・アレクサンドロ……！　これで勝ったと思うなよ！　今のはたまたま運が貴様に見方しただけだ！　優勝するのはこの僕、キース・ラグトーなのだからな！」

　キース・ラグトー＝召喚魔法科の二年生で、天才ともてはやされるソリスのことをライバル視している。

　一回戦でマシロと当たり敗北した彼のペットが、憤いきどおる彼に詫わびるかのように、彼の頰ほおに頭（？）をすりよせる。

「ははは、くすぐったいぞジョン。安心しろ、お前を責めたりしない。一回戦で負けてしまったのは競技が悪かったからだ」

　するとジョン、ますます甘えるようにキースの頰をすりすりする。

（……まあ、競技が悪かったってのは事実なんだが。手も足もないし）

　ジョン＝キースが召喚魔法で喚よび出した巨大ウミウシ。

　闇やみ魔法《闇禍への供物アビスゲート》の直撃を受けても再生する驚異の生命力を誇る。

　ちなみに現在の大きさは二週間前に遺跡の中で再会したときと同じくらい。

　召喚された当初はもっと大きかったのだが（１巻　第Ⅳ章　参照）、この大きさで成長がストップしたのか、それとも何らかの方法で成長を抑制されているのか。

「ああジョン、お前は本当に可愛いなあ。ソリス・アレクサンドロの使い魔などとは比べものにならないよ」

　ウミウシとじゃれ合うキース。

　……この召喚獣、契約に失敗したにもかかわらず、何故かキースに懐いている。

　それを見たマシロ、突然ソリスの頰に頭ず蓋がい骨こつをすり寄せてきた。

　つるつるした頭蓋骨の感触が…………気持ちよく……はない。怖い。

「……いやマシロ。ウミウシに対抗心を燃やさんでも」

「なんだと貴様！　それはうちのジョンへの侮辱と受け取ったぞ！」

「お前はお前でマジ切れすんなよ！　……あーもう、なんでペットのことになるとムキになる奴が多いんだ？」

　げんなりするソリスだった。

　とそこで司会者の声。

「それではそろそろ第二回戦の競技の決定に移りたいと思います！！！！　一回戦トップのソリス・アレクサンドロ選手、ダーツをお願いします！！！！！」

「ん？　ああ、そっか俺おれがやるのか」

　スタッフに矢を渡され、特に何も考えず回転する的に向かって投げる。

　矢が刺さった場所に書かれていたのは──

「第二回戦!!　出ました!!　自然公園サバイバルロードレース!!　数ある競技の中でも特に過酷なものの一つで、過去この競技が行われるたびに何人ものコンビが脱落しております!!　ルールは簡単、主とペットが一緒にここグエンドリン自然公園名物の一つ『サバイバルロード』を走るだけ!!　もちろん主とペットの両方ともゴールしなければいけません!!　果たしてどのコンビがより早くゴールできるのか!!　なお、この競技では他の選手への妨害は反則となっております!!　ちなみにこのサバイバルロード、かの名門アキレウス練武館の入学試験のコースにもなっていて、無数のトラップが仕掛けられていますのでご注意を!!」

　じゃんけんの時よりも明らかにノリノリで解説する司会者。

　今回は客も普通に盛り上がっている。

　この競技ではということは、他の競技では妨害ＯＫということなのだろうか……まあそれはともかく、

「……アキレウス練武館の入試用コースって……正気かよ」

　アキレウス練武館＝学園都市カドゥケウス市にある学校の一つで、宮廷騎士団や国王親衛隊のメンバーを数多く輩出している、武術で身を立てることを志す学生たちの学舎まなびや。

　入学試験が非常に厳しいことでも知られ、毎年世界中から集まった体力に自信のある受験生のうち八割近くが不合格になるという。

　そのアキレウス練武館の入学試験会場でレース。

　さすがにそこまで酷いトラップはないだろうが……。

「どうするマシロ。一回戦でトップだったから、この勝負は棄権しても十分に勝算はあると思うけど」

【当然参加ですよ！　楽しそうじゃないですか！】

　即答するマシロ。

　彼女は昔から身体からだを動かすことが好きだったから、予想通りの答えではある。

「ま、ここでさらにリードを広げておくのもいいかな」

　それに正直、マシロと二人なら、どんなトラップでも怖くない。

「ふふふ……甘いですわねソリス様」

「ふふふー、甘いですねソリス先パイ」

　互いのペットを連れたキャロルとメイが、いつの間にかうしろに立っていた。

「このレースこそ密林の覇王たる蹂じゆう躙りん丸まるの本領発揮。申し訳ありませんけど、一位はわたくしのものですわ」

「あらあらキャロル先パイ、もしかして去年のこのレースで勝ったのが誰だれだか忘れちゃったんですかあ？　いやですねえ年をとると物忘れが激しくなって」

「だ、誰が年寄りですって!?　たしかに去年は最後の最後で卑劣にもあなたとゾンビ犬に一位を掠かすめ取られましたけど、今年はそうはいきませんわ！」

「負ける人っていつもそう言うんですよねー。今年こそ来年こそ再来年こそ。一体いつになったらその日はやってくるんですかー？」

「ふん、口の減らないゾンビ娘ですわね。このわたくしをそこらの有象無象と一緒にしないでくださいますこと？　有言実行こそ貴族の身上。わたくしが今回は勝つと言った以上、その勝利は不動ですわ。ね、蹂じゆう躙りん丸まる」

　絶対的な自信を浮かべるキャロル。

　蹂躙丸も主に追従するように「グルル」と呻うなる。

「へえ、楽しみですねー。気負いすぎて自爆しないように気をつけてくださいね」

　キャロルとメイが睨にらみ合あって火花を散らす。

　ペットの方は、蹂躙丸がユウを敵意に満ちた眼で睨むも、ユウの濁った眼はその敵意を軽く受け流す。

「それでは選手の皆さんはスタート地点へついてください!!」

　司会者の声。

　バチバチと睨み合ったまま歩いていくキャロルとメイ。

「……俺おれたちもぼちぼち行こうか」

【はい。一位はわたしとソリスくんがいただきです】
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　コースは直線距離にして片道約五キロ。

　山あり谷あり崖がけあり沼あり池ありの険しいコースだが、道なりに進んでいけばチェックポイントには迷わずたどり着ける。

　チェックポイントで折り返し、行きとは別のコースを通ってスタート地点に戻ってくればゴールとなる。

　ソリスはスタート地点で他の選手たち（棄権したペアが十組ほどあったのでこの場にいるのは約二十人＆二十匹）と一緒に、特に気負うことなく屈伸などしながらスタートの合図を待っていた。

　魔法を使うために体力は必ひつ須すであり、一流の魔道士である自分にとって、往復で十キロなど大したことはない。

　キャロルやメイやキース、それに他の学生とおぼしき選手たちにとってもそうだろう。

「まあ俺おれたちはいいとして……ニカは大丈夫なのか？　十キロも走って」

　ソリスのすぐ近くで準備運動をしているゲルニカに話しかける。

「あなどらないでくださいお兄ちゃん。私はこれでもプロの事件屋なのです。それに何を隠そう、私はすごくびんしょうなのです。かけっこだったらシェンファねえさまにも負けませんよ」

「そっか、敏びん捷しようなのかニカは。お手柔らかに頼むよ」

　なんとなく頭を撫なでると、ゲルニカは「えへへ」と可愛らしくはにかんだ。

　そこで司会者の声。

「それでは皆さん準備はいいですか!?　位置について…………よ──────い」

　ソリスとマシロは顔を見合わせて頷うなずく。




　ドォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！！！！！！！！！！




　スタートを告げる銅ど鑼らの音。

　選手たちが一斉に走り出す。

　自然公園の大半を占める芝生の平原とはうってかわって、ところどころ木の根が地表に露出している足場の悪い砂利道。

（……うーん、思ったより走りにくいな。最初はスローペースで行って他の連中の出方を見る方がいいか）

　メイやゲルニカをはじめ多くの選手がソリスと同じ考えらしく、固まってゆっくりしたペースで走っている。

　……その後ろの方では、

「走れ、走るんだジョン！　お前の力はそんなものではないだろう!?」

　……のっそりのっそり這はっていくジョンに必死で声をかけるキース。

（……いや、ウミウシにレースは無理だろ）

　ジョンとキースはほぼ最下位確定。

　団子状態の選手集団の中、最初から凄すさまじいペースで飛ばしているコンビもいた。

　一組はキャロルと蹂じゆう躙りん丸まる。

　キャロルを背に乗せた蹂躙丸、ペース配分など知らんと言わんばかりに爆走。

　人の足では歩きづらい足場も、白虎びやつこにとっては舗装されたグラウンドに等しい。

　そんなキャロルと熾し烈れつなデッドヒートを繰り広げているのは馬に乗った中年の男。

「ハイヤァッ！　行けえヒンデンブルグ！　このままゴールまで突っ走れ！」

「ヒヒィィィィン!!」

「負けませんわ！　蹂じゆう躙りん丸まる！　生意気な庶民に身の程を教えてさしあげなさい!!」

「ガルルルルゥゥゥゥ────ッ!!」

　馬と虎とら。

　人の足では勝負にならない。

「……あれはズルいだろ……」

　呻うめくソリスに、隣で大きな胸を揺らしながら走っていたメイが笑う。

「ふふ、このレースは速さだけで勝てるほど甘くないですよ」

「……？」

　ソリスが首を傾かしげた、次の瞬間。

「うぎゃああああああ!?」「きゃあああああああ!?」

　馬に乗っていた男とキャロルが同時に絶叫して、馬と虎も転倒、乗っていた二人は地面に投げ出される。

「な、何が起きたんだ!?」

　突然のことに他の選手たちの間に動揺が走る。

　メイが淡々と解説。

「恐らく地面に、踏みつけると電流が流れるトラップが埋められていたんでしょうね。去年も同じトラップがありました」

「……無茶しやがる」

「先パイも気をつけてくださいね」

「……気をつけてどうにかなるものなのか？」

　ぷすぷすと煙を上げているキャロルたちに追いつく。

「ふふふ、無様ですねキャロル先パイ。去年も最後の最後で同じトラップに引っかかってリタイヤしたのに。失敗から何も学んでないんですね」

　メイは得意げに言って、他の選手たちが足を止めている中、一人だけ電流トラップ地帯へ足を踏み入れた。

　先導するのはユウ。しきりに地面の匂においをかぎながら進む。

　どうやらトラップの埋まっていない場所を感知しているらしい。

「なんでゾンビ犬にあんなスキルがあるんだよ……」

【優秀なわんちゃんなんですね】

「いや、優秀とかそういう問題じゃ……」

　そうこうしている間にメイとユウが電流地帯を見事渡り終える。

「それじゃ先パイ、おっ先にー」

　ソリスたちに向かってメイが手を振った。

　そのとき、

「キシャ──────ッ!!　お待ちなさいこのゾンビ娘────────ッ!!」

　黒こげ状態だったキャロルがいきなり起きあがって叫んだ。

「うおっ!?　生きてたのか！」

　啞あ然ぜんとするソリスにキャロルは高笑い。

「おーっほっほっほ!!　たかが電流ごときでこのわたくしを止められると思ったら大間違いですわ!!　さあ、行きますわよ蹂じゆう躙りん丸まる!!」

　キャロルが命じると蹂躙丸も雄お叫たけびを上げてその巨体をむくりと起こした。

　キャロル再び蹂躙丸の背にまたがり、

「わたくしが失敗から何も学ばない!?　なんたる暴言！　昨年このトラップに苦汁を嘗なめさせられたわたくしが、電流に対する備えをしてこなかったとでも思いまして!?　はいどぅ蹂躙丸!!　格の違いをあのゾンビ娘に見せつけておやりなさい!!」

「グァァァァァ──────ッ!!」

　咆ほう哮こうとともにキャロルを乗せた蹂躙丸が力強く一歩を踏み出す。

　思いっきり電流トラップを踏みつける！

　ビリリリリリ!!

　流れる電流、一瞬キャロルと蹂躙丸の身体からだの骨が見えた。

「駄目じゃん！　対策できてないじゃん！」

　ソリスのツッコミにキャロルは凄せい絶ぜつな笑みで応えた。

「この程度の電流！　わたくしの《水竜の息吹サンダーブレス》と比べたら蚊に刺されたくらいにしか感じませんわ！　進みなさい蹂躙丸!!」

「グガァァァァァ────────ッ!!」

　なんと蹂躙丸、電流トラップをものともせずそのまま直進！

　電流で体中の毛を逆立てながら（ついでにキャロルの髪の毛もすごいことになっていた）、ついにトラップ地帯を渡りきる。

「な、なんて無茶を……」

　メイが引きつった笑みを浮かべる。

「ふふふ、この大会に備えてわたくしと蹂躙丸は日夜電流を浴びてそれに耐える特訓をしていたのですわ！」

「努力の方向がおかしいですよ!?」

「あなたごとき下げ賤せんなゾンビ娘には理解できないでしょうね！　たかがトラップごときを避けるなど貴族の名折れ！　正々堂々、正面突破あるのみ！　キャロル・カリオストロの辞書に迂う回かいという言葉などないのですわ!!」

　高らかに宣言するその姿はまさに威風堂々、王者の風格があった。

　マシロが感心したように、

【……キャロルさん、かっこいいですね】

「髪の毛がアフロになってなければもっとかっこいいんだけどな」

「くっ、この猪いのしし武む者しや！　でも勝負はまだ始まったばかりです!!」

　メイとユウ、前進を再開。

　ペース配分など考えていないような全力疾走。

　ゾンビ犬とは思えない健脚＆女の子とは思えない俊足。

「おーっほっほっほ!!　勝つのはわたくしですわ!!」

　キャロルと蹂じゆう躙りん丸まるも猛追。

　圧倒的な速さで見る間にメイとの差を詰めていく。

　二人と二匹の姿は暗い森の闇やみに吞のまれ、あっという間に見えなくなる。

「……ま、俺おれたちもぼちぼち進むか」

　ソリスは呟つぶやき、数メートルほど後ろに下がる。

　マシロをお姫様だっこして、呪じゆ文もんを高速詠唱。

「力ある跳躍を！」

　風魔法のランクＤ《風の靴ウインドブーツ》。

　足下に風を纏まとい、助走をつけて跳躍。

　およそ十メートルの電流地帯を軽々と跳び越える。

【きゃーソリスくん大胆！】

　はしゃぐマシロに苦笑しつつ、キャロルとメイを追いかける。

　他のペアもメイの足跡を頼りに安全地帯を通ったり、ソリスと同じようにジャンプで跳び越えたり、地道に電流トラップの位置を調べて渡ったりと、それぞれ進行を再開した。

　残されたのは最初にキャロルと争っていた男と馬のコンビのみだった──。
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　メイとキャロルの姿が見えなくなってから走ること約十分。

　鬱うつ蒼そうと木々の生い茂る足場の悪い森をひた走る。

　昼間とはいえ見通しが悪く、コースから少しでも外れればすぐに迷ってしまいそうな暗い森が広がる。

　マシロをはじめ周囲に大勢の人がいるからそこまで恐怖は感じないが、いかにも何かが出そうな、かなり苦手な雰囲気だった。

　あいつらどんだけ速いんだよやっぱりこんなレース出るんじゃなかったかなーなんてソリスが思い始めた矢先。

　メイとキャロル、ユウと蹂躙丸が全員変な植物に捕まっていた。

　……全裸で。

　道を塞ふさぐ高さ十メートルほどの巨大な植物。

　全体が緑色で印象はサボテンに似ているが、至る所から長くてぬるぬるした触手のようなものが無数に伸びており、メイ達を捕獲している。

　服や下着は全て根っこのあたりに無造作に落ちている。

（……この植物がご丁寧に脱がせたのか……？）

「くっ、何なのですかこの破は廉れん恥ちな植物は！　おやめなさいこの下郎！　あぁん♥」

「やっ、だめっ、あはははははは、くすぐったい、あ♥　やんっ、そ、そこだめソコさわっていいのわソリス先パイだけなんだからー！」

　どうにか束縛から逃れようともがいているキャロル（触手の粘液のおかげか、髪型はアフロから元に戻っている）とメイだが、蹂じゆう躙りん丸まるの巨体をも軽々と持ち上げる謎なぞの植物の触手にはなすすべもない。

「キャロル先パイ、こういうときこそ先パイの魔法の出番じゃないんですか!?」

「ふっ、愚問ですわねゾンビ娘！　この大会はペット自慢大会ですわよ？　わたくしは蹂躙丸の力を信じていますから、杖つえなど持ってきておりませんの！」

「ご自慢の虎とらさんもあっさり捕まっちゃってるじゃないですか！　あーもうホントに役に立たない先パイですね！」

「無礼な……！　やはりあなたには一度本気で目上の者に対する口のきき方を教えてさしあげなければならないようですわね！」

「べー！　年が一つ上なだけのツンデレに敬意なんて払いませんよーだ！　おっぱいだってわたしの方が大きいですし」

「お、む、むむむ胸は関係ないでしょう胸は！　相変わらず下品な小娘ですわね！」

　べとべとした粘液まみれになりながらも口くち喧げん嘩かする二人に、ソリスの口からため息が出てくる。

「……これは恐らくシヴァラヒ砂漠にのみ棲せい息そくするという、半分動物で半分植物の珍しい生き物『クリャヒニスムフサボテン』ですね」

　淡々と解説するのはゲルニカだった。

「触手によって他の生き物を捕獲し、獲物が衰弱死するまで太陽の下で渇かします。完全に動かなくなったら中心にある、普段は開かない巨大な口でぱくりです。食べやすいようにサソリや昆虫の殻からを剝むいてしまうのも大きな特徴で、多分お姉さん達の服を脱がせたのも殻と認識したからでしょう。一説には異界生物の一種だとも言われていますが、触手から出る粘液が同じ砂漠の食虫植物ウェルコムニアドサイレクススの蜜みつとまったく同じ成分であることから、その突然変異だという説もあります。謎に包まれたロマンティックな生物だと言えるでしょう。さながら月下美人のような」

「……相変わらずおめえは食虫植物だの寄生虫だのゲテモノ系に詳しいな」

　ロジャーが呆あきれた声で言うと、

「何を言うのですか。お花や動物さんが好きなのは、年とし頃ごろの乙女ならば当然です。……それにしてもこんなところでこんな珍しいものが見られるとは嬉うれしいサプライズです。クリャヒニスムフサボテンがこのような日当たりの悪い環境でも棲せい息そくできるとは知りませんでした。ふむ……できれば実際に口を開いて獲物を食べるところも見てみたいですね」

「ちょ、ちょっとそこの幼女！　何を物騒なことを言っていますの!?　こんな下げ賤せんな植物の餌えさは腐りかけのゾンビ娘一人で十分ですわ！」

「いやーんわたしを食べちゃいやですー！　食べるならキャロル先パイにしてー！」

「ふむふむ……脂肪の付き方を考えるとおっぱいの小さなお姉さんの方が先に干からびてしまいそうですが、おっぱいの大きなお姉さんの方は若干小柄……どちらが先に力尽きるかは純粋に鍛え方の問題になるでしょうね……ふむふむ」

　興味深そうに頷うなずきながら触手サボテンに近付くゲルニカ。

「おいニカ、そんな不用意に近付いたら──」

「ふふふ、大丈夫ですよお兄ちゃん。私が愛読している珍獣図鑑によれば触手の有効範囲は半径五メート────あひゃーっ!?」

　あっという間にゲルニカも触手に絡め取られてしまった。

「そんな！　図鑑には確かに──」

「……いや、どう見ても五メートル以上あるだろ……砂漠より豊かな環境で巨大化したんじゃないか？」

　どうもゲルニカ、本に書いてあることを鵜う吞のみにするタイプらしい。

「ひゃぁんっ、ど、どこをさわっているのですか、あっ、やんっ♥　そ、そこはだめなのです、そこをさわっていいのはロジャーだけなのですぅ！」

　何本ものヌルヌルした触手がゲルニカの身体からだを這はい回り、器用にブルマも体操着も下着も脱がせて全裸にしてしまった。

　三人の全裸の美少女と虎とらとゾンビ犬を、心なしか自慢げに空にかざす触手サボテン。

「うぅ……恥ずかしいです早く助けなさいロジャー……じゃなくてポチ！」

「そ、そうですわ！　人狼ワーウルフの力ならこのような触手など！」

　キャロルが言う。

　そういえばロジャーは今人狼という設定だった。

　……駄目なおっさんにどうにか出来るシロモノとも思えないのだが。

　助けを乞こわれたロジャー（が化けた二足歩行の犬）、犬の口でニヤリと笑った。

「おいおいニカよぉ、助けてほしいならそれなりの頼み方ってモンがあるだろ？　そっちのネェちゃん達もよぉ、助けてやったらナニをしてくれんだぁ？」

　いやらしい下卑た声。

「こ、この駄犬……！　ふざけている場合ですか！」

「はぁ？　知らねぇなあ。……いやー巨乳のねぇちゃんが触手に捕まってるってのはオツなもんだなぁ。もっと近付けばもっとスゴイところまで──」

「あ、おい！　近付いたらあんたも」

「げっへっへ、絶景かな絶景かな──あぎゃー！」

　ソリスの忠告は遅く、ロジャーも捕まった。

　幻術とはいえ服は着ている筈はずだが……触手サボテンが脱がせる様子はない。

「犬に着せる服などあるわけがないでしょう」

　ソリスの疑問を察したか、ゲルニカが言った。

「……これまでずっと全裸でうろついてたのかあのおっさん……」

「うおー、助けてくれー！」

　情けない悲鳴を上げるロジャーをゲルニカが罵ののしる。

「この万年発情期のろくでなし駄犬！　もう我慢なりません！　帰ったら去勢です！　この私が自らハサミでおちんちんを切断してあげます！　そんなに大きなおっぱいが好きなら胸をかっさばいて肺の中に切断したおちんちんを埋め込んで膨らませてあげますから覚悟しておきなさい！」












【ニカちゃん、女の子がおちんちんなんて言ってはいけませんよ】

「……いや、そこ以外にも色々怖い発言があったような……」

　微妙に的外れなコメントを出すマシロに冷や汗を浮かべるソリス。

「先パ～イ、助けてくださ～い」

「ソリス様、このわたくしの窮地を救えるという栄誉を見逃す手はありませんことよおーっほっほっほ！」

【……どうするんですかソリスくん】

「決まってるだろ」

　一番厄介な二人（とゲルニカ）がせっかく足止めされているのだ。

　これを逃す手はない。

「行くぞマシロ」

　こくんと頷うなずくマシロの手を引き、触手サボテンの横を通り抜けようと疾駆。

　新たな獲物を逃すまいと迫る触手。

「爆はぜろ!!」

　火精霊のランクＣ《烈炎豪弾ブレイズシユート》。

　ソリスの魔法で迫る触手が一瞬で炭化、その隙すきに駆け抜ける。

「あー！　ソリス先パイの薄情者～！」

「こ、このわたくしを見捨てるなんて許されざることですわよソリス様！　それにペット自慢大会で魔法を使うなど卑ひ怯きようですわ！」

「ひどいですお兄ちゃん！」

「……お兄ちゃん？　ねえ、ちょっと気になったんだけど、あなたはソリス先パイとどういう関係なの？」

「はい。ソリスお兄ちゃんとはただならぬ関係なのです」

「ただならぬ関係!?」

「はい。私はお兄ちゃんと戦──えーと、裸エプロンで料理を作ってあげたりしました」

「な……！　ソリス様、このような幼女にまで手を……!?」

「先パイはロリコン……!?　となると戦略をおっぱい方面から変える必要が……」

「おーっほっほ、残念でしたわねゾンビ娘！　やはりソリス様は脂肪の塊になど興味はなかったのですわ！」

「くぅ……！　で、でもわたしにはまだロリ顔という武器が！　これからは妹キャラで攻めることにします！　まってぇお兄ちゃーん♥」

「お兄ちゃんは私のお兄ちゃんなのです。取らないでください」

　後ろから聞こえてくるイヤな会話に聞こえないフリをして走る。

【……いいんですかソリスくん。なにやら新しい火種が生まれたみたいですけど】

「くっ、無視だ無視！　今は勝利することだけを考えろ！」
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　触手サボテンを突破したあとも、様々な罠わながソリスとマシロを待ち構えていた。

　落とし穴、落石、食べようと追いかけてくる足の生えた巨大食虫植物、吸きゆう血けつ蛭ひるが棲せい息そくする沼地、ピラニアの棲息する池、殺さつ人じん蜂ばちの巣、道端からいきなり飛び出してくる矢や槍やり、地雷原──。

　毎度のことながらソリスはそれらの罠を全て力ずくで強引に突破した。

　落とし穴は風魔法で跳躍して回避、落石は攻撃魔法で破壊、巨大食虫植物は攻撃魔法で撃破、蛭の沼地は攻撃魔法で蒸発、池も攻撃魔法で蒸発、殺人蜂の巣は攻撃魔法で処分、矢や槍をやりすごすのは面倒だったので仕掛けのありそうな場所を片っ端から攻撃魔法で爆撃、地雷原もひたすら攻撃魔法で地雷ごと地面を爆破。

「…………ぜぇ……ぜぇ……ど、どうだマシロ……こ、この程度の、トラップ、この俺おれの手にかかれば……ぜぇぜぇ……」

　それでも幾つかのトラップには引っかかってダメージを受け、強力な魔法を連発したこともあって、ようやく折り返し地点に辿たどり着ついたときにはさすがのソリスも疲ひ労ろう困こん憊ぱい満まん身しん創そう痍いになっていた。

「……なんなんだこの極悪トラップの群れ……俺だったから死なずに済んだものの、魔法なしでこれを突破するなんてアキレウスの入学生は化け物ばっかりか？」

【わたしも何度か危なかったですしねー】

「……危なかったっていうか、普通は死んでるよ」

　マシロは槍に身体からだを突き刺されたりピラニアに群がられたり落石で全身がバラバラに飛び散ったりしたが、それから普通に復活した。

　マシロが先に引っかかってくれたおかげで発見できたトラップもあったのだが、心臓に悪いことこの上ない。

「……ともあれ俺たちがトップだ。このままゴールまで突っ走るぞ」

【はい！】

　ソリスとマシロが「お帰りはこちらから」と書かれた立て札の示す道に向かって走り出そうとしたそのとき、

　ドドドドドドドドドドドドドドド………………

　地響き。

「!?　またトラップか!?」

　警戒するソリスが周囲を見回す。

【ソリスくんあれ！】

　通ってきた道の方から土煙。

　白虎びやつこに乗ったキャロル（ちなみに服は着ている）が、凄すさまじい勢いでこちらに向かって爆走してきた。

「おーっほっほっほ！　追いつきましたわよソリス様！」

「キャロル……！　どうして……」

「ニカさんが地中から動物のゾンビを喚よび出してあの卑ひ猥わいな触手サボテンをバラバラに食いちぎらせたのですわ。同じ死霊術師でもあのゾンビ娘と違って優秀ですわね。それにニカさんったらわたくしのことを、お、お姉ちゃん、と……！　きゃ♥」

「恐るべしニカ……キャロルまで落としたか」

【……むー。ニカちゃんったら、わたしというお姉ちゃんがいるのに。女の子なら誰だれでもいいんですか。とんだ淫いん乱らんですね】

「……言葉の使い方が違うぞ」

　キャロルに少し遅れて、

「負けませんよキャロル先パイにソリス先パイ！」

「勝負はこれからなのですお兄ちゃんにお姉ちゃん」

　メイとユウ、ゲルニカとポチ（ロジャー）、さらには他のコンビまで続々と折り返し地点に到着。

「馬ば鹿かな！　俺おれでさえ苦戦したあのトラップ群をこんな短時間で突破できるわけが！」

　愕がく然ぜんとするソリスにメイが少し呆あきれた顔で笑う。

「や、先パイがトラップをことごとく破壊してくれたおかげで、わたし達はすっごく楽に進めました」

「し、しまったあああああ!!」

　頭を抱えるソリスに、

「さすがはソリス様、魔王を自称されるだけのことはあって、王者の道というものをよく御存知のようですわね」

「……魔王のことは言わないでくださいお願いします」

　顔を引きつらせてキャロルに頼むソリス。

　昨日はクラスメートをはじめ学校中の生徒たちに魔王だ魔王だと囁ささやかれたり石を投げられたりした。

　恐らく魔王扱いはしばらく……もしかしたらソリスが卒業するまで続くかもしれない。

　全面的に自分の責任とはいえ、胃が痛い。

【ソリスくんはたまにものすごく抜けてますねえ】

「他ひ人と事ごとみたいに言うなよー。マシロだって気付かなかったくせに」

　拗すねたようにぶーたれるソリスにマシロ、

【え、わたしは気付いてましたよ？　トラップ破壊しちゃったら後から来る人が楽になるだろうなーって】

「気付いてたら言ってくれよ！」

【だってその方が正々堂々とかけっこが出来て楽しいじゃないですか】

「俺おれ、そもそも走るのあんまり好きじゃないし……」

【わたしと一緒でもですか？】

「…………」

　ソリス、赤面して目を逸らした。

「らぶらぶですねお兄ちゃんにお姉ちゃん。ですが勝負はこれからが本番なのですよ！」

「わおーん（棒読み）」

　ゲルニカとロジャーが走り出す。

「おーっほっほっほ、そうはさせませんわニカさん！」

「勝つのはわたしですニカちゃん！」

　キャロルにメイ、他の選手たちも次々に走り出す。

　あっという間に最下位（脱落者を除く）になったソリスとマシロは、慌てて彼女たちの後を追った。
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　帰り道はアキレウス練武館の入試コースではないごく普通の自然を利用したアスレチックコースで、トラップは特に仕掛けられていなかった。

　そのため純粋に速さがモノを言い、キャロル＆蹂じゆう躙りん丸まるペアが一位、メイ＆ユウが二位、ソリスとマシロは三位に終わった。

　……ちなみにゲルニカとロジャーのペアは途中でロジャーがへばり十七位。のそのそと堅実に歩を進めていた陸りく亀がめのガニメデくんにゴール直前で抜かれるという世にも情けない逆転劇を演じてゲルニカに罵ののしられた。

「さあてそれでは次の競技を決定したいと思います!!　矢を投げるのはまたしてもキャロル・カリオストロ選手!!　今度は盛り上がる勝負を期待したいところです!!」

「……べつに狙ねらってじゃんけんに刺したわけではないのですけど」

　司会者の言葉に不満そうな顔をしながら、キャロルは再び矢を投げる。

　的の回転が止まり──刺さった場所に書いてあったのは、

「次の競技は──おおっと来ましたあああああああ!!　次の勝負は──主＆ペットのタッグによる、ルール無用のデスマッチだああああ！！！！！！！！！！！！！」

「なんじゃそりゃ!?」

　思わず声を上げるソリス。

「サバイバルロードレースに続いて、用意された競技の中でもっとも危険な競技が選ばれてしまいました!!　サバイバルロードレースとデスマッチが同じ回の大会で行われたケースは過去に例がありません!!　この大会はかつてないほど熾し烈れつな戦いと言えるでしょう!!　ルールは簡単!!　試合はトーナメント形式、用意された特設闘技場で主とペットがタッグを組んで他のコンビと戦います!!　どちらかの主かペットが戦闘不能になるか降参するかで決着となり、勝ったコンビが次の戦いへと駒こまを進めることが出来ます!!」

「……もうペット自慢大会でも何でもないな……」

「なお、武器や魔法の使用は自由!!　ただし相手の主かペットのどちらかを殺してしまった場合は即失格となるので注意してください!!　過去、合計で十三匹のペットがこの競技で命を散らしております!!　くれぐれもご注意を!!」

「……無茶苦茶だな……。だがこの勝負、もらった」

　確信の笑みを浮かべるソリス。

　魔法の使用がＯＫなら、この大会に参加している全てのペアをソリス一人で撃破する自信がある。

　警戒すべきはキャロル＆蹂じゆう躙りん丸まるとゲルニカ＆ロジャーのチームだが、キャロルは杖つえを持ってきてないから魔法が使えない。

　人狼ワーウルフに化けているロジャーはかつて戦ったときのように幻術でソリスをびびらせることが出来ないし、闘技場が元墓地でもない限りゲルニカの死霊術も使えない。

　唯一の問題は蹂躙丸……さすがに虎とらと戦った経験はない。

　……火の魔法で軽く燃やしてやればどうにかなるだろうか。

「解っていますねロジャー……いえ、ポチ。この勝負に優勝しなければ後がないのです。なんとしてでも勝つのです。息絶えるまで戦うのです。まあ、息絶えてもゾンビにして戦わせますが」

　向こうでゲルニカがポチ相手に言い聞かせている。

「……勝つっておい、あの虎が相手でもか？」

「無論です。じゃんけんのときのリベンジをしなければ。ポチが食べられている間に私がキャロルお姉ちゃんを倒す作戦で行きましょう」

「俺おれの安全はどうなる!?」

「愚問です。命などないものと心得てください。敗者には無惨な死、敵前逃亡にはもっと無惨な死が待っています。未来は勝利の先にしかありません」

　完全に真顔で言うゲルニカに、ロジャーだけでなく周囲の人もドン引きだった。

「果たしてどんな地獄の勝負が繰り広げられるのか!!　選手の皆さんはトーナメント表を決めるくじ引きをお願いします!!」
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　そしてトーナメントが始まった。

　試合会場は何故か公園内にある収容人数五百人程度の小さな円形闘技場。

　最初からこっちで大会を開けばよかったのではと思わなくもない。

　今回の競技では半数以上が棄権したため、参加コンビは全十六組。

　合計で十五回もの戦いが行われることになる。

　第一回戦のカードはキャロル＆蹂じゆう躙りん丸まるVSメイ＆ユウという因縁の対決。

　順当に行けば、この勝負に勝った方のコンビとソリス＆マシロコンビが準決勝で当たることになる。

　前回の大会の五本目の競技ではペットのみが戦うデスマッチが行われ、蹂躙丸とユウが決勝で戦い蹂躙丸がユウの身体からだを惨むごたらしく真っ二つに引き裂いて戦闘不能にし勝利を収めたという。

　そのときも相手を殺しては負けというルールだったが、ゾンビ犬のユウは最初から死んでいるため例外となった。

「……ふっふっふ、まさかこんなに早く前回のリベンジの機会が訪れるとは思いませんでした。これはもう運命ですよキャロル先パイ」

　闘技場の中心で、メイが不敵に笑う。

　向かい合うキャロルは小こ馬ば鹿かにした笑み。

「相変わらず口だけは達者ですわね、身の程知らずのゾンビ娘。大人しく降参なさいな。でなければ昨年同様、あなたのゾンビ犬が見苦しく臓物をまき散らすことになりますわよ。わたくしあなたと違って汚物を見て喜ぶ趣味はありませんの」

「ユウの内臓は汚くなんかありません！　ちゃんと毎日解バ体ラしてお風ふ呂ろで洗ってあげてるから清潔そのものです！」

「……う」

　キャロルだけでなく観客やソリスら他の選手たちをもドン引きさせるメイ。

　唯一ゲルニカのみ感心したように、

「さすがメイお姉ちゃん、ゾンビを扱う上で大切なことがよく解っていますね。ゾンビは定期的に解体して内臓を洗浄し防腐剤を注射しないと長持ちしないのです」

「……いやまあ、知ってるけどさ」

　ゾンビの手入れの方法とかは実家にいた頃ころに叩たたき込まれた。

「……何より大切なのはゾンビに対する愛だ、とか教えられたっけ」

「その通りですお兄ちゃん。普通のペットでもゾンビでも、それは変わらないのですね」

「だったら俺おれは普通のペットの方がいいよ」

　そこで試合開始の銅ど鑼らが鳴った。

「レディィィィィィィィィ!!　ゴォォォォォォォォォォォ！！！！！！！！！！！！」

「三秒で終わらせて差し上げますわ!!　行きなさい!!」

　キャロルが叫び、蹂じゆう躙りん丸まるが咆ほう哮こう。

　白虎びやつこの巨体がゾンビ犬へと向かって突進。

　一瞬にして距離が詰められる。

「グガァァァァァァァァァ────────────ッ!!」

　強きよう靱じんな前脚、振り下ろされる凶悪な爪つめ。

　グシャア!!

　ユウ、何の反応も出来ずあえなく身体からだを引き裂かれ、内臓や骨をまき散らした。

　グロテスクな光景に「う……」という声が至る所から上がる。

　キャロルの言った通り、三秒で決着がついた。

「つ、強い!!　なんという圧倒的な強さでしょうか蹂躙丸!!　あっという間にゾンビ犬のユウちゃんを肉塊にしてしまいました!!　勝者、キャロ──」

「いいえ、まだです」

　司会者の声を遮り、メイが言った。

　さらにメイ、何やらぶつぶつと呟つぶやきながら手にした杖つえを高らかに掲げて叫ぶ。

「甦ヨミガエれ！」

　次の瞬間、バラバラになったユウの身体がまるで時間を巻き戻すかのように、見る間に元あったようにくっついていく。

　あっという間に修復完了……と言っていいのかは判らない。もともとはみ出していた内臓や骨はバラされる前のまま。

　ともあれユウは元気に（？）立ち上がった。

　客席で観戦していたソリスの隣で、ゲルニカが淡々と解説。

「……ランクＢの死霊術《屍修復アンデツドリカバー》ですね。どんなにバラバラな状態からでも強引に元の状態に復活させる、アンデッド専用の回復魔法です。一応見た目だけなら生きた人間や動物の修復も可能なのですが、もちろん生き返るわけではありません。あくまで冥めい界かいのエネルギーを利用して動くアンデッドにのみ効果がある魔法です……と、お兄ちゃんにこんな説明は不要でしたか」

「……まあな」

　ソリス自身も使える魔法で、習得したのは十歳の頃ころ。

　ランクＢとはいえかなり制御の難しい術で、失敗すると酷いときにはさらに細かくバラバラになってしまうこともある。

　多分死霊術科の一年であの術を使える生徒などほとんどいない。

　メイ・フラメル、頭パーに見えて死霊術科の次席だけのことはある。

「勝負はまだまだこれからですよキャロル先パイ！」

　メイの言葉にキャロルは顔をしかめながら、

「ゾンビ娘らしい悪趣味な手品ですわね……！　ですが何度甦よみがえったところでわたくしの蹂じゆう躙りん丸まるの敵ではありませんわ！」

　蹂躙丸に飛びかかるユウ。

「グガゥッ!!」

　キャロルの言葉通り、前脚の一振りでゾンビ犬は再び無惨な肉塊に変えられる。

「甦ヨミガエれ！」

　またしても再生。

「……まさかこのまま蹂躙丸の体力が尽きるまで繰り返すおつもりですの？」

　キャロルが吐き捨てるように言う。

　その声こわ音ねには、いつもの口くち喧げん嘩かにはない本気の嫌悪感があった。

「だとしたらどうするんですか？」

　メイ、からかうような口調。

「……っ」

　キャロルは憎々しげに顔をしかめ、

「ならばこんな勝負、続ける気はありませんわ。これ以上蹂躙丸の爪つめを穢けがすくらいならば、わたくしの負けで結構。ですが一言だけ言っておきますわ。いかにゾンビとはいえ、自分のペットを平然と傷つけるような下げ策さくを用いる人間を、わたくしは軽けい蔑べつします。メイ・フラメル！　愛情なき者にペットを飼う資格などありません!!」

　メイに指を突きつけ、キャロルは断言した。

　そんなキャロルに、誰だれからともなくまばらな拍手が起こった。

　そこで司会者が恐る恐る尋ねる。

「……あ、あのー、それではキャロル選手の降参ということで……」

「構いませんわ」

　とキャロルが頷うなずき、

「ダメです」

　メイがむくれた顔で言った。

「へ!?」「……!?」

「だってこの流れでキャロル先パイが降参しちゃったらどう見ても先パイの勝ち逃げじゃないですか。わたしそんな、試合に勝って勝負に負けるみたいなのはイヤです」

　メイは嘆息し、微笑む。

「実を言うと《屍修復アンデツドリカバー》を使った持久戦の他に先パイに勝つための戦法はあと十七手用意してあるんですけど。ここは大奮発して、一番とっておきの奥の手を見せちゃいます。本当はいざというときのために温存しておくつもりだったんですけど。キャロル先パイのペット愛好家としての心意気に敬意を表して、出血大サービスです」

「そんなつまらない噓うそ……をつくような人ではないですわね、あなたは。今度は一体どんな手品を見せてくださるおつもりですか？」

「それは見てのお楽しみです。泣いちゃっても知りませんよ？」

　そしてメイ、

　がりっ、

　……自分の人差し指に歯を突き立てた。

　傷口から血の粒。

「……たしかに出血大サービスですわね」

「や、べつにそんなつもりで言ったんじゃないんですけど」

　キャロルの言葉に少し困った顔をして、メイは出血中の人差し指をユウの口元へ持っていく。

　ぺろり。

　ユウがメイの指を口に含む。

「……あ♥」

　悩ましげな吐息を漏らすメイ。

　恍こう惚こつとした表情で、もう片方の手でユウの背中を優しく撫なでながら──




「────拘束術式解除。魔犬ケルベロス、解放」




　囁ささやくような、それでいて熱の籠こもった言葉。

　同時にユウの身体からだが強烈な赤黒い光を放った。

「な……!?」

　この場にいたメイ以外の全員が驚きよう愕がくに目を見開く。

　ユウの全身にあった縫ほう合ごう跡がびりびりと破れ、中から新たな肉が湧わき上がる。

　腐った肉が飛び散り黒い霧となって消失。

　前脚が、後ろ脚が、腹が、背中が、首が、尻尾しつぽが、頭が、全身のパーツが全て、元の数倍もある巨大で強きよう靱じんな、黒い犬のそれへと変へん貌ぼうする。

　とりわけ異常なのは頭部。

　頭を食い破るようにして出てきたのは、巨大な三つの頭。

　合わせて六個の眼は真紅に爛らん々らんと輝き、三つの口では剝むき出だしになった刃のような牙きばが鈍く照り輝く。

　腐りかけたゾンビ犬の面影など微み塵じんもない。

　身体からだは蹂じゆう躙りん丸まるよりも二回りほど大きい。

　神話に登場する魔獣──地獄の番犬ケルベロスがそこにいた。

「な、なんですのそれは……!?」

　引きつった表情でキャロルが問う。

「うちの家系って昔から、死体をアンデッドにする魔法じゃなくてアンデッドをさらに強化する魔法の方が得意で、独自の秘術とかも幾つか持ってるんです。この『ケルベロス化』はその一つですね。術の習得に半年、普段はただの犬の姿にしておくための拘束術式の開発にさらに半年かかっちゃいましたけど、どうにか大会に間に合ってよかったです」

　自慢げに言うメイ。

【へー、かっこいいですねー】

　マシロの吞のん気きな感想。

　ゲルニカも興味深そうに、

「ふむふむ。世の中にはまだまだ面白い魔法がたくさんありますねえ。お兄ちゃんはああいう魔法は使えますか？」

「いや、話に聞いたことはあったけど実際に見るのは初めてだ」

　フラメル家＝死霊術の名家だが、デューマという著名な先祖を持つアレクサンドロ家よりは知名度が低い。

　だがそれは決して、アレクサンドロ家より格下ということを意味しない。

　ただでさえ術者人口の少ない死霊術の中でもさらにマイナーな、『アンデッドの強化』という専門分野に特化した家系──それがフラメル家。

　そのフラメル家に伝わる秘術──間違ってもこんなペット自慢大会のようなどうでもいいイベントで、マシロをはじめとする死霊術はおろか魔道の基礎知識すらない観客相手に『すごい手品』扱いで公開されていいようなものではないのだが──正直、見た瞬間に身震いがした。

（…………やばい…………俺おれ、わくわくしてる……）

　血が騒ぐ。

　ソリス・アレクサンドロの中に流れる死霊術師としての血が、超一流の死霊術を目の当たりにしてざわめいている。

　と、不意に闘技場内のメイが客席のソリスに向かってウインク。

　……もしかするとメイが本当にケルベロスを見せたかったのは、キャロルではなくソリスなのかもしれない。

　彼女はソリスが再び死霊術の道に戻ってくることを望んでいる。

　これはメイの、ソリスに対する勧誘。

　才能ある死霊術師なら惹ひかれずにはいられない、魅惑的なデモンストレーション。

（……やってくれるじゃないかメイ・フラメル……）

　死霊術の道に戻るかどうかはさておき、トラウマさえなければすぐにでもメイに術を教えてもらいたいくらいだ。

「さ、どうしますか？」

　メイがキャロルに問う。

　……その問いかけは、ソリスへの問いかけのようにも聞こえた。

「そ、そんなもの、大きいだけの見かけ倒しに決まっていますわ！　蹂じゆう躙りん丸まる、やっておしまいなさい！」

　キャロルの命令に従い、果敢にも巨大な三頭犬に雄お叫たけびを上げて突進していく蹂躙丸。

「ユウ、威嚇射撃」

　メイの指示に、ケルベロスが三つの口から同時に黒い炎を吐いた。

　ちょうど突進してくる蹂躙丸の鼻先を掠かすめるように狙ねらい澄すまされた炎の息。

　驚いた蹂躙丸が足を止める。

　炎が地面に到達、土を焦がすだけでは飽きたらず完全に焼き尽くし、深さ一メートル近いクレーターを形成する。

　恐るべき破壊力。

　あんなものをまともに食らったら虎とらでも一瞬で灰になる。

「さ、どうしますか？」

　メイは今度はキャロルではなく蹂躙丸に向けて問う。

　その言葉が伝わったのかどうか、

「……にゃあ」

　猫のような鳴き声を上げて、どてんと仰あお向むけになる蹂躙丸。

　敗北を認めたのだ。

「な、情けないですわよ蹂躙丸！」

　憤慨するキャロルだが、蹂躙丸に戦意が戻ることはなかった。

　野性の本能が、どう足あ搔がいても目の前の化け物には勝てないことを教えたのだろう。

「……くっ……わたくしの……負けですわ」

　キャロルが悔しげに呻うめく。

　司会者が高らかに宣言。

「と、というわけで第一回戦第一試合、勝者、メイ・フラメル＆ユウペア!!」





　　　†






　三試合目はゲルニカ＆ポチの試合で、相手のペットは猿だった。

　負けた。

　猿の引ひっ搔かき攻撃に耐えきれずロジャーが早々に降参を宣言し、調子に乗った猿はゲルニカのブルマを無理矢理脱がせて勝利のダンス。

「……はぁ……お猿さんと正面から戦って負ける事件屋チームって一体なんなんでしょうね。はぁ…………」

　本気で落ち込んでいるゲルニカ（体操着とパンツ姿）。

「き、気にするなニカ。猿の爪つめは結構痛いんだぜ！」

　猿に泣かされた駄目なおっさんが言い訳がましいことを言う。

「……はぁ……そうですね……はぁぁぁぁ…………」

　いつもならここでゲルニカが凄すごい勢いでロジャーを罵ののしりはじめるのだが、そんな気力すらないらしい。

「おいおいニカ、まだ大会が終わったわけじゃねえんだぜ？　競技はあと二種目もある。最後に優勝すればいいじゃねえか」

「……優勝できるとでも？」

　脳天気なロジャーに冷たい声でゲルニカ。

「……う」

「虎とら相手にじゃんけんで負け、レースで陸りく亀がめに追い抜かれ、猿相手に決闘して負け、そんな私達があと二種目で逆転優勝できるとでも!?」

　ゲルニカの目にじわりと涙が浮かぶ。

　その顔は、まるで年相応の子供のようだった。

「おいおい泣くなって」

　苦笑しながらロジャーはゲルニカの頭を撫なでる。

「泣いてないです。これくらいでは泣かないです。ロジャーが情けないのはいつものことですから。……ここまで情けないとは正直予想外でしたが」

　ぷいと顔を背け、ロジャーのもとを離れていくゲルニカ。

　そんなゲルニカにロジャーは苦笑──何故か少し嬉うれしそうに、

「あいつも随分とまあ素直になったモンだ……『思い通りにならなくて拗すねる』なんつー普通のガキみてぇなこと、初めて会った頃ころは考えられなかったからなぁ」





　　　†






　一方その頃ころ、ソリスとマシロは闘技場の真ん中にいた。

　四試合目、ソリス＆マシロペアの試合。

【ようやく出番ですねー。腕が鳴ります】

「悪いけどマシロの出番はないぞ。俺おれが五秒で片付けるからな。それよりも次の次であたるメイっつーかケルベロスの対策を一緒に考えてくれ」

【「とってこーい」って骨を放り投げてわんちゃんが取りに行っている隙すきにメイちゃんを狙ねらうというのはどうでしょう】

「……効くと思うか？」

【ぜんぜん。なんか投げた骨なんて見向きもせずに頭からバリバリ食べられてしまいそうでわたしちょっと本気で怖いです……】

「……魔法耐性も相当高いだろうし……勝てるか……？　尻尾しつぽを握られると普通の犬に戻るとかそんな感じの判りやすい弱点があればいいんだけどなあ……」

　悩む二人に、

「くっくっく、心配するなソリス・アレクサンドロ。貴様がそんな先の試合のことを考える必要などない」

　前から声。

　ソリス達の対戦相手＝老け顔の召喚魔道士、キース・ラグトー。

　傍らには彼の相棒のジョン。

　キース、ソリスをビシッと指さして宣言。

「この戦いで貴様を打ち破り、このキース・ラグトーこそが学院一の天才だということを世に知らしめてやるのだ！」

「ふん、出来るものならやってみろ」

　ソリスも挑発で返す。

　どう考えても自分がこの男に負ける要素などない。

　一ヶ月ほど前に召喚されたばかりのジョンを退治したときは一分二〇秒で勝負がついたし（１巻　第Ⅳ章　参照）、キースが別の召喚獣を喚よび出すにしても遺跡の警備に木デ偶クという低級召喚獣を使っていた（３巻　第三章　参照）ことから判断するとそれほど凶悪な生物を喚び出す力量はないだろう。

（……唯一警戒すべきはジョンの体液……！　あれは怖い。すごく怖い）

　服を溶かされたら勝負どころではない。

「さあ!!　それでは第四試合、ソリス・アレクサンドロ選手＆スケルトンのマシロちゃんペア対キース・ラグトー選手＆ウミウシのジョンくんペア!!　レディィィィィィ!!　ゴォォォォォォォォォォ！！！！！！！！！！」

　司会者が試合開始を告げると同時にソリスは呪じゆ文もんを高速詠唱。

（ジョンは自分に向けられた魔法に反応して粘液を飛ばしてくる！　それならキースの方を瞬殺する！）

　対するキースの方は、

「ジョン!!　合体だ!!」

「は!?　合体!?」

　いきなりの謎なぞワードに思わず呪文詠唱をストップしてしまう。

　そして目の前で起きる信じられない現象。

　両腕を大きく広げるキース。

　ジョンの透明な身体からだが大きく広がり、キースの身体を包み込む！

「お、おい大丈夫──うっ!?」

「最・強・合・体!!」

　キースを吞のみ込こんだウミウシの中から声、そして眩まばゆいばかりの蒼あお色の光。

　ソリス目が眩くらみながらも相手を見る。

　そこにいたのは蒼く輝く粘膜に包まれた…………全裸のキースだった。

【きゃあっ！】

　ノートにそんな言葉を書きながらも、まったく目を逸らさずにフリチンキースを見つめるマシロ。

「……なんだそれ」

「くっくっく、驚いたかソリス・アレクサンドロ!!」

　キースが不敵に笑う。

「……いやそりゃ、驚いたといえば死ぬほど驚いたけど……」

　驚いたから、とりあえず股こ間かんにぶら下がっているモノくらいは隠してほしい。

「ふはは!!　これが貴様と戦うために生み出した僕とジョンの新しい戦闘形態だ!!　とくと見るがいいソリス・アレクサンドロ!!」

「見たくねえよ！」

　心の底から叫び、呪文詠唱開始。

　唱えるは水精霊のランクＡ《水竜の息吹サンダーブレス》。電流で中にいるキースを痺しびれさせる。

　が、

「くははっ、遠慮するなッ!!」

　ソリスの詠唱が終わるよりも早く一瞬で距離を詰められ、

「な──ぐあっ!?」

　腹部に掌底、大きく吹っ飛ばされる。

【ソリスくん！】

「だ、大丈夫、なんとか……」

　駆け寄ってくるマシロに、痛みをこらえて軽く笑い立ち上がる。

「くっくっく、どうだ僕の……いや、僕たちの力は！」

　誇らしげに笑うキース。

（……なんなんだ一体……今の、下手したらアイザックより速いぞ？）

　スピードだけでなく、掌底の威力も相当なものだった。

　見たくもないがキースの全身を観察。

　ひょろっとした、明らかに鍛えられていないひ弱そうな身体からだつき。

　ジョンと『合体』したことで身体能力が飛躍的にアップしたのは間違いないのだが、どういう理屈なのか……いやそもそも『合体』ってなんだ。

　似ているのはかつて戦ったリビング眼鏡（２巻　第一話　参照）──人間に取り憑ついてその身体を操る、憑ひよう依いタイプの異界生物。

　だがあの時のヒカリとは違いキースに操られている様子はない。

（アッパーな性格は元からだし……）

【ソリスくん、服！】

　マシロがソリスの身体を指さす。

「服……？　──あ!!」

　服のキースに殴られた場所が溶けていた。

「……服を溶かす能力は健在か……！　ヤバい……」

　ソリスの頰ほおを冷や汗が伝った。
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「あれは……！」

　客席で試合を見ていたゲルニカが呟つぶやく。

「知っていますの？　ニカさん」

　隣のキャロルが尋ねる。

　二人は敗者同士、仲良く並んで座っていた。

「はい。あれは『装着型』異界生物です」

「……装着型？　憑依型ではなくて？」

　ゲルニカ頷うなずく。

「あのように他の生物に『装着』されることによってその能力を高めるという珍しい特性を持った異界生物……それが装着型です。憑ひよう依い型が宿主に『寄生』する存在であるのに対して、装着型は『共生』する生物だと言えるでしょう」

「博識ですわねニカさん」

「それほどでも。動物さんが好きなごく普通の乙女です。……ちなみに装着型異界生物はこれまでにわずか二十一種類しか発見されておらず、学会に報告すれば間違いなく召喚魔法科の教科書に名前が載ると思うのですが……」

「……そうしたら学院一の有名人の座は彼のものですわね。こんな大会に出ている場合ではありませんのに……愚かな庶民ですわ」

　ソリスがいくら有名とはいえ、所しよ詮せんは学院内に限ってのこと。

　成績優秀で将来有望なだけで、特に何らかの業績を上げたわけではないのだ。

　意外と功名心の強いところのあるソリスがこの事実を知ったらどう思うだろうか……とキャロルは思った。
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「くはははははははは!!　どうしたソリス・アレクサンドロ!!　逃げてばかりでは僕には勝てないぞ!!」

　フリチンキースの猛攻は続く。

　防御しても服を溶かされるので、逃げ回るしかない。

　逃げながら必死で呪じゆ文もん詠唱。

「とりあえず《風王甲冑ゼフアーメイル》!!」

　銃弾すら弾き返す風の鎧よろいを纏まとう。

「無駄無駄無駄ァッ!!」

　キースの回まわし蹴げりを、腕をクロスしてガード。

　さすがに風の鎧を貫通するほどではなかったものの、威力は殺しきれずソリスの身体からだが吹っ飛ばされる。

「く……っ！」

　地面に叩たたきつけられても痛みはない。

　だがフリチン男にいいようにされているという屈辱は耐え難いものがある。

「調子に乗るなこの野郎！　這はい蹲つくばらせよ!!」

　五メートルと離れていない近距離からの《水竜の息吹サンダーブレス》。

　バチバチと電撃を纏った無数の水の弾丸がキースを襲う。

「とうっ！　回避！」

「んなっ!?」

　信じがたいことにキースは高く──軽く十メートル以上／高いにもほどがある──跳躍してソリスの魔法を回避、さらに、

「必殺!!　流星蹴げりィィィィィィィ──────!!」

　どういう理屈か不明だがジャンプしたときの数倍の速度で急降下。

　ソリスの胸に、キースの足の裏が降ってくる。

「うわぁっ!?」

　再び地面に叩たたきつけられる。

　急いで立ち上がり、服の胸のあたりが溶けていることに気付いて愕がく然ぜん。

「《風王甲冑ゼフアーメイル》を貫通だと……!?」

「ふはははははははは!!　これが僕とジョンの力だ!!」

「……レースのときも合体すればよかったんじゃないか？」

　素朴な疑問をぶつけると、

「愚問だなソリス・アレクサンドロ！　これを見せるのは貴様にリベンジするときだと決めていた！」

「それでレース最下位になってちゃ世話ないな。些さ細さいな勝ち負けにこだわるなんて、魔道士にあるまじき非合理的な思考だ」

「ふんっ、何とでも言うがいい。だが貴様にも一つや二つくらいあるだろう？　傍はた目めには不合理に見えても絶対に譲れないこだわりというものが！　僕はその『熱』こそが魔道士にとって最も重要なものだと考えている。そして僕にとってのこだわりとはソリス・アレクサンドロ、貴様に勝つことだ!!」

「……それは光栄だな。だがあいにく俺おれの方は、あんたのことなんかどうでもいいんだよ。さっさと勝負をつけて──っと、と」

　ふらつく。

　……どうやら思った以上にダメージを負っていたらしい。

【大丈夫ですかソリスくん】

　マシロが駆け寄ってくる。

【ソリスくん、ここはわたしに任せてください！　わたしなら服を溶かされることもないですし、防御魔法をかけてもらえれば簡単にやられることもないです！】

「イヤだ！」

【ええ!?】

　即答したソリスに抗議するマシロ。

【ダメだじゃなくてイヤだ、ですか？】

　ソリス頷うなずく。

　そして自分の直前の発言と矛盾するような、非合理的なことを言う。

「……マシロをあんなフリチン男と戦わせるのは嫌なんだよ。気分的に」

「フリチン男って言うなあ！」

　どうやら気にしていたらしくキースが叫ぶ。

「無茶言うな無茶を。あんたは誰だれが見たって歴然とした、フリチンの変態野郎だ」

　キースの顔が、粘液の中にいても判るほど真っ赤になる。

「くうううう！　だからこれは貴様を倒すための必殺フォームであって僕は断じて変態などではない！」

「いや、必殺だろうと何だろうと変態だから」

【変態ですね】

「使い魔にまで……！　もう我慢ならん！　では貴様も全裸になるがいい!!」

「げっ!?」

　キースの身体からだが……というか彼の纏まとうジョンが淡い光を放ちはじめる。

「くくく……ジョン……僕たちの必殺技を見せてやろうじゃないか……！」

　何やらヤバそうな予感がしてソリスは呪じゆ文もんを高速詠唱。

「這はい蹲つくばらせよ!!」

　が、またしてもキースはジャンプしてそれを回避。

　回避されるのは予想済み、すぐに二発目の準備に。

　が、キースは今回は攻撃に移らず、ソリスから距離をとった。

「ちいっ！」

　舌打ちしながらも攻撃魔法を放ち、あっさりかわされる。

　ただでさえ素早くて厄介なのに回避に専念されたら当てるのは極めて困難。

「くっくっく……聞くがいい……学院きっての天才──いや、『魔王』ソリス・アレクサンドロよ!!」

「魔王って言うなあ！」

　真っ赤になり、呪文詠唱を中断してまで抗議するソリス。

「貴様の得意技──たしか『服破壊クロスシヤツター』と言ったか……」

「得意技じゃねえよ！」

　もちろんキースは聞いてない。

「あれは見事な術だ……天才の名に相応しい。あの術を超えない限り、僕は前に進めないと思った」

「思うな！」

「だから編み出したのだ！　あの術を超える究極の大魔法を！　『服破壊クロスシヤツター』にインスパイアされた、僕とジョンの必殺技──受けるがいい!!」

　さらなる輝きを増す全裸男。

　膨大な魔力の迸ほとばしりを感じる。

　キース・ラグトー……頭はおかしいが、ソリスをライバル視してもおかしくないくらいの才能は持っているらしい。

（でも『服破壊クロスシヤツター』にインスパイアって……絶対ろくなもんじゃない!!　どうして俺おれのまわりの天才どもはみんなアレな連中ばかりなんだ!?）

「くくくくくくくふはははははははははははははは！！！！！！！！！！！！！！！！」

　どういう理屈か不明だが、光り輝く全裸男の身体からだが宙に浮いた。

「はあっ!?　なんだそれ意味わかんねえ!!」

　両腕を大きく広げながら哄こう笑しようし、ゆっくりと天へ上っていくキース。

　その姿はさながら空に帰って行く天使…………なわけがない。

　観客も皆呆ぼう然ぜんと、空飛ぶフリチン男の姿を見つめる。

（……な、なんかマズい……絶対マズい……猛烈にイヤな予感がする）

　キース、上空三十メートルほどで静止。

　蒼あおい光はさらに強さを増し、もはや中のキースの姿は見えない。

　空に蒼い星が新たに生まれたかのような錯覚を覚える。

（くそっ、あの距離では攻撃魔法も届かない！）

　打つ手なし、と冷静に判断。

　レース一位のキャロルは初戦で敗退、ならば誰だれがこのトーナメントを制してもあとで逆転可能と計算──ここは『負けてもいい局面』だという解答を導き出す。

　キースのようなこだわりなど自分にはない。

　ソリスは審判兼司会者に向かって叫ぶ。

「降参だ！　俺の負けでいい！」

「え？　あ、は、はい！　ソリス選手が降参したため勝者はキース選手です、キース選手、降りてきてくださーい!!」

　が、司会者の呼びかけも上空のキースには届いていない。

「受けよ我が秘術──《無垢なる蒼き彗星イノセント・クライシス》!!」

　叫びと同時に輝きが最高潮に達する。

「あンのバカ……ッ！」

　ソリスはマシロの手を引き翻身、闘技場から逃げ出そうと走る。

　ソリスが選手入場口の通路へ辿たどり着ついた刹せつ那な、蒼い星が……爆発した。

　爆音ではなく、水が砕け散る滝のような轟ごう音おん。

　そして闘技場全体に降り注ぐ大粒の雨──それも上からだけでなく全方向から叩たたきつける強烈な暴雨。

　間一髪避難したソリスの腕に一筋の雨粒……いや、なんかネバネバした塊が当たる──当たった瞬間、その部分の服が溶けた。

「げ!?」

　慌ててさらに奥に避難するソリス。

　身を隠すものがない観客席にいた者たちは悲惨だった。

　全身ネバネバの粘液まみれになり、服が溶かされていく。

　司会者もメイもキャロルもゲルニカも男も女も子供も老人も服を着た犬や猫も、服という服が溶かされ全員が全裸にされる。

　各所で湧わき上がる悲鳴（一部歓声）。

　一週間前ソリスがやらかした連続全裸事件のときとまったく同じ地獄絵図がこの場所で再現されていた。

（……こ、こんなことを俺おれはやってしまったのか……）

　改めて自らの行いに恐怖するソリスだった……。
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　一部を除き観客のほとんどが全裸になってしまうという恐るべき事態が発生したにもかかわらず、大会は続行となった。

　服を溶かされた者たちにはとりあえず主催者側からバスタオルが支給され、みんなそれを巻いて試合を観戦。

　運悪く客席にいた選手たちも全裸にバスタオル装備で試合に臨む。

　帰る者はほとんどいなかった。

　なんか「ここまで酷い目に遭わされたのだから絶対に最後まで見届けなければ」という意地のようなものが会場全体から漂っている。

　トーナメントはつつがなく進み、メイとキースはそれぞれ二戦目を相手の棄権による不戦勝で勝利、三戦目（準決勝）で当たり、試合中キースにバスタオルを溶かされた全裸のメイは冷徹にケルベロスに敵の抹殺を指示。

　キースは黒こげの瀕ひん死し寸前までいたぶられ、ジョンも蒸発寸前まで追いやられ、そのまま病院送りとなって大会からドロップアウト。

　……降参してよかったとソリスは思った。

　決勝に残ったメイは、相手選手の棄権によりそのまま優勝。

　現時点の総合成績は、一位メイ＆ユウ、二位ソリス＆マシロ、三位キャロル＆蹂じゆう躙りん丸まる。

　ゲルニカとロジャーは最下位で、この二人が優勝するには残り二試合で両方一位を獲る必要がある。

「さあて、それでは次の競技は!?」

　身体からだにバスタオルを巻いただけのメイがダーツの矢を投げる。

　刺さる。

「……四種目目は──可愛さアピール合戦だあああああああああああ！！！！！！！！！」

　拳こぶしを突き上げる司会者（全裸にバスタオル一枚）。

　観客も選手たちもやけくそ気味に「うおおおおおおおおお」と盛り上がる。

　司会者が例によってハイテンションで説明する。

　可愛さアピール合戦＝自分のペットがいかに素晴らしいかを自由なやり方でアピールするという、『ペット自慢大会』の名に相応しい競技。

　各出場者の持ち時間はそれぞれ五分。

　採点するのは観客。

　観客全員に花が配られ、いいと思った場合は花を掲げる。

　もっとも多くの支持を集めたペアが優勝。

「……シンプルなルールだけど絶対的な判断基準がないから対策が練りにくいな……」

「難しく考えなくても、先パイがどれだけマシロっちを愛してるかを自分の言葉で素直に言えばいいんじゃないですか？　多分それが一番です」

　ケルベロスから元の姿（ケルベロスの方が本来の姿なのかもしれないが）に戻ったユウを抱きながらメイが言った。

「あ、愛……か……」

　顔を赤くするソリス。

（……マシロが本当にペットや使い魔なら話は簡単なんだけどなあ……）
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　競技が始まった。

　一人目は中年の女性（全裸にバスタオル一枚）で、ペットは犬のポッターくん。

　血統書付きの中型犬で、ユウとは違ってソリスの目から見てもとても可愛らしい姿をしている。

「お手、おすわり、ちんちん」

「わんっ、わんっ、わんっ！」

　ポッターくんは飼い主に命じられるまま、他愛のない芸を披露して観客たちを和ませている。

　なんとも平和的で実によろしい。

　全部の競技がこんな感じならよかったのにとソリスは心底思う。

　二番目はボールで遊ぶ子猫、三番目は飼い主と一緒にダンスする猿、四番目は玉乗りするオットセイと、可愛い系ペットが続き、そこそこの得点を獲得していく。

　五番目に出てきたのはキャロル（全裸にバスタオル一枚）と蹂じゆう躙りん丸まる。

　ステージに立ち、客席を睥へい睨げい。

「それではキャロル選手、アピールを……」

　司会者が言うと、キャロルはいつものように尊大に、

「アピールの必要などありません。皆さんはこの圧倒的なまでの高貴なオーラの前に、ただひれ伏せばよいのですわ。おーっほっほっほっほっほ!!」

　ガァァァァァ────と蹂躙丸が主の高笑いに合わせて一声吼ほえ、早々にステージから去ってしまう。

　それでも観客の七割以上の支持を獲得し、一躍トップに躍り出た。

　……名前こそ『可愛さアピール』だが、観客の評価基準は「いいと思った」という曖あい昧まいなもの。

　前に可愛いペットが続いたので蹂躙丸の雄々しさが際立ったのもプラスに作用したのだろう。

　その後も順調に可愛さアピール合戦は続き、十七番目。

　トップは依然としてキャロル＆蹂躙丸。

　十七番目にステージに上がったのはメイ（全裸にバスタオル一枚）とユウ。

　てっきりケルベロス状態でアピールするかと思いきや、メイはゾンビ犬状態のユウを愛おしげに抱きかかえ、それはそれは生き生きした、大抵の男の子なら一発で恋に落ちてしまいそうな圧倒的に魅力的な笑顔で、制限時間ギリギリまで延々と、いかにユウが可愛らしいかをひたすら情熱的に語りまくった。

　……具体的には内臓とか眼球とかそんな感じの単語がたくさん出てきた（この本のこのあたりを読み返せば大体の雰囲気は察していただけると思う）。

　持ち時間が終わって「まだまだ語りたいことがたくさんあるのに～」などと宣のたまいながら残念そうにステージから去るメイ。

　観客、ドン引き。

　それでも男性を中心にそこそこの票は集まった。

　どう考えてもユウに対してではなく、ユウについて語っているときのメイの可愛らしさへの支持だったのだが。
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　アピール大会も終盤に差しかかった。

　トップにいるのはキャロルと蹂じゆう躙りん丸まる。

「エントリーナンバー27、ゲルニカ選手＆ポチくんペア!!」

　名前を呼ばれ、ゲルニカ（全裸にバスタオル一枚）と、毛むくじゃらの人狼ワーウルフ（に化けたロジャー）がステージに上がる。

　ゲルニカは後ろ手に何か持っていた。

「……ほ、本当にあんなことをするのですか？」

　顔を赤くしながら、小声で人狼に囁ささやくゲルニカ。

「大丈夫だ。俺おれ様を信じろニカ」

　ゲルニカはジト目でロジャーを見る。

「……信じろなどと……一体どの口が……」

「む、昔のことはまあいいじゃねえか」

「……いつもそんな調子で過去の失敗から何一つ学ばないから、ロジャーはいつまで経っても駄目なおっさんなのです！」

「あのー、ゲルニカ選手？」

　司会者の訝いぶかしげな声にゲルニカは憮ぶ然ぜんと、

「……まあ、他に有効な手段がないのも確かですが……くっ……仕方ありません……！」

　決意の表情を浮かべ、ゲルニカは手に持っていたモノを頭に装着。

　……それはネコミミだった。

　バスタオル一枚のみを纏まとったネコミミ幼女。

「…………」

　一瞬、客席が沈黙。そしてざわつく。

「うう……やっぱりこんなの変に決まっているのです……」

「大丈夫だニカ、ほら、言ったとおりにしろ」

「くっ……ロジャーのくせに生意気です……」

　ゲルニカは羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にして、ゆっくりとかがみ込み、さらに手を床につけて四つんばいになる。

　潤んだ瞳ひとみで上目遣いに観客席を見て────




「……………………にゃ、にゃあん……♥」




　今にも泣きそうな、まるで本物の子猫が鳴いているような可愛らしい声で言った。

　………………。

　…………。

　……先ほどよりも長い沈黙。

「………にゃあ……？」

　不安そうにもう一度鳴くゲルニカ。

　次の瞬間、




　うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！




　割れんばかりの歓声が客席を満たし、アピールタイムがまだ残っているにもかかわらず、老若男女問わずほとんどの観客（全裸にバスタオル一枚）が、一斉に手にした花を高く掲げた。

「おおっとこれはすごい!!　数えるまでもなくぶっちぎりでこれまでの最高得点をマークしましたあ!!　しかしこれはどう考えてもペットの小汚い狼男ではなくゲルニカちゃんへの投票ですがいいのでしょうか!?　いいのです!!」

　司会者も興奮気味。

　先ほどのメイに対する票もそうだったが、この競技の基準は観客が「いいと思った」かどうかのみであり、何に対していいと思ったかは問題とされない。












　つまりペットではなく「飼い主の可愛さ」をアピールするという方法も反則ではないのだ。

　……もっとも、この手が有効なのは愛あい玩がん動物と可愛らしさで張り合うことができる美少女のみ──ゲルニカの他にはせいぜいキャロルとメイくらいなのだが。

「……まったく……ルールの穴を突くずる賢さだけは一級なんですから……。……うぅ……でもやっぱり恥ずかしいです！　もう耐えられないです！」

　ゲルニカ、逃げるようにその場から走り出す。

　が、慌てていたせいかステージの端で転ぶ。

「ふにゃっ！」

　それに対してまたも客席から歓声が湧わき起おこる。

　……ともあれ、可愛さアピール対決一位はゲルニカ（とポチ）でほぼ確定。

「うわー……出づらいなあ……」

　その次に控えていたソリスは深々とため息をついた。





　　　†






「さあて、お次はエントリーナンバー28！　ソリス選手＆マシロちゃんペア!!」

　呼ばれたので仕方なく、ソリスとマシロはステージに上がる。

　客席は完全に「ゲルニカ可愛いよゲルニカ」的な空気で満たされており、二人が出てきたとき露骨に落胆する気配がそこかしこであった。

　飼い主は男、しかも使い魔は骨。

　ネコミミゲルニカの反則的な可愛さを見せられたあとではテンションが下がるのもまあ解るが……それでもイヤな感じ。




「……なんだ、骨か……」




　客席のどこかから聞こえたそんな呟つぶやきにマシロの動きが一瞬止まるのを、ソリスは見逃さなかった。

【さ、ソリスくん、わたしの可愛さを存分にアピールしちゃいましょう！】

　元気よく、くるりと一回転するマシロ。

　空元気に見えるのは自分の気のせい……ではないだろうとソリスは確信。

　今更ながらこんな大会に出てしまったことを後悔する。

　ペット（＆使い魔）自慢大会。

　たしかに学校ではマシロは自分の使い魔ということにしてあるが、それはあくまでマシロを生き返らせるまで余計な波風を立てないよう仕方なくだ。

（……なのにこんな大会に出るなんて……同じ学校の人間以外の連中にまで『マシロは使い魔です』って吹ふい聴ちようしてるようなものじゃないか……！）

　そんなことにこれまで気付かなかった自分に愕がく然ぜんとする。

　……この大会に出場することにマシロは結構乗り気で、特にレースをかなり楽しんでいたのは間違いなく、だからマシロに対して罪悪感を抱く必要はないのかもしれない。

　必要はないのかもしれない、が──。

（俺がイヤなんだよ！）

　マシロが使い魔としてこの大会に出ることを気にしているかどうかが問題じゃない。

　自分が公然とマシロを使い魔扱いしていることがイヤなのだ。

「ソリス選手？　アピールを……」

　黙ってしまったソリスを司会者が促す。

　……出場してしまった以上、今は勝つために努力すべき。

　生活だってかかってる。

　つまらないこだわりなど捨てるべきだ。

「……あー、えーと……」

　ヒカリとメイが初めてマシロを見たときの反応を思い出す（１巻　第Ⅲ章　参照）。

「あー……マシロは、その……とても可愛い、俺おれの自慢の使い魔だ。その……頭ず蓋がい骨こつには気品があり……深みのある眼がん窩かで……スタイルが抜群で……なんだっけ……肋ろつ骨こつは計算され尽くしたかのような美しい流線型で……流れ星を思わせるような背骨の曲線美がとても素晴らしく……あー、あと、歯並びが完かん璧ぺき、だ。まるで至高の芸術品のようだと思う。……えーと……それでいて作り物の骨には決して出せない、カルシウム様の化身のような神々しい輝きをたたえ……薬品や着色料を一切使ってないことが一目で判るこの瑞みず々みずしさが実にいい感じだと、思う……」

　褒め称たたえてみた……が、客席の反応はきわめて悪い。

　メイがユウをアピールしたときのような熱意が、ソリスの言葉には一切込められていない。どこかから借りてきただけの薄っぺらい言葉だと、傍はた目めにも判るのだろう。

　……『自分の言葉で素直に』というメイのアドバイスを思い出す。

「あー、だからその……マシロは、うん……す、すごく可愛いんだ！」

　顔を真っ赤にして言うソリス。

「いつも明るくて活発で……世話焼きで、ちょっとお節介なところもあって、まるで……本当のお姉さん、みたいで……でも子供っぽいところもあって、すぐムキになるし、人の話を聞かないことも多いし……何事も大雑把だから料理は下手くそだし、料理ならまだいいけど、マシロが魔道薬の計量を派手に間違えたせいで部屋が吹っ飛んだこともあったし、俺おれはいつも振り回されてばっかりで……って、あれ？」

　……なんかいつの間にか悪口になっていた。

　横からマシロの恨みがましい視線を感じる。

「で、でもそれはマシロのいいところでもあるんだ！　その……細かいことを気にしない……大きな……俺にとってすごく大きな……大切な人だ」

　客席で聞いている人々が怪け訝げんな顔をし始めたことにソリスは気付かない。

「肌は雪みたいに白くて、綺き麗れいな黒髪で……何より笑顔が……すごく……す、ステキ、なんだ。まるでオーロラみたいで……」




「笑顔がステキって、そいつガイコツじゃん」




　客席からそんなヤジが飛び、笑い声が起こる。

「白いのは肌じゃなくて骨だー！」「髪なんか生えてねえぞー」

　……先ほど転んだゲルニカに向けられた温かい笑いとはまったく違う、嘲ちよう笑しように近いネガティブな笑い。

　しかも笑われているのは自分だけではない。

　自動的にマシロも物笑いの対象となる。

　羞しゆう恥ちと……言い返せない悔しさに歯は嚙がみするソリス。

「だ、だからそれは……ええと……」




「──なんかキモい。ガイコツの使い魔なんかに入れ込んじゃって」




　ぶち。

　誰だれかが言ったその言葉を聞いた瞬間、頭の中で何かが切れる音がした。

（……あ、やばい）

　と頭の中で冷静に思う。

　俺、今キレてる。

　なんか恐ろしくあっさりと沸点を突破した。

　言い聞かせる。

　キレてはいけない、冷静になれ、キレちゃダメだ、キレちゃダメだ──。

　気持ちを落ち着けるために、すう──っと大きく深呼吸して、




「うっるっせえええええ─────────ッ!!」




　肺活量の限界に挑戦するかのような大声の怒声。

　ぽかんとした顔で静まり返る観客たちに、ソリスはすごい剣幕で怒鳴り散らす。

　感情の赴くまま、クールな天才という仮面などもはや見る影もなく。

　ソリスは子供のように叫ぶ。

　先の戦いでキースが言った通り──絶対に譲れないものが、自分にもあるのだ。

「うるせえんだよこのボケナスども!!　バカにすんじゃねえこのクソ野郎ども!!　いいかよく聞け聞きやがれ!!　彼女は俺おれの……大切な人だ!!　ペットなんかじゃねえ!!　使い魔なんかじゃねえ!!　使い魔なんかじゃ、ないんだ!!　ふざけんなよくそったれ畜生馬ば鹿か野郎!!」

「で、でもガイコツじゃん……」

　客席から、恐る恐るといった感じでツッコミ。

　感情的にわめき散らす自分の頭の奥で、彼らの言うことはもっともで、今の自分は実に滑こつ稽けいだと批評する冷静な声が聞こえる。

「だから違うっつってんだろが!!」

　戸惑った様子でざわつく観客たち。

「何が違うんだよ……」「わけわかんない」「引くなあ……」「自慢のペットを馬鹿にされて怒るのは解るけど……」

　彼らの反応になおも苛いら立だちが募る。

　ソリスが怒っている真の理由など彼らに解る筈はずもない。

　そんなことは解っている──それでも、抑えられない。

「だからペットなんかじゃ……ああもう!!」

　頭を搔かきむしり──ふと、いいアイデアが浮かんだ。

　解らないなら、教えてやればいい。

　自分が何故怒っているのか──自分にとって彼女がどれだけ大切な存在なのか、目に見えるカタチで教えてやる。

「よーく見ておけ!!」

　叫び──




　──ソリスはマシロに、キスをした。




　身体からだに流れ込んでくる膨大な魔力。

　マシロの身体が黒い霧に包まれ、ほどなくしてその霧が晴れる。

　黒い霧の中から現れたのは、雪みたいな白い肌をした、長い黒髪の、誰だれもが思わず見とれるほど美しい少女。

　少女は輝くような極上の笑顔でソリスに微笑む。

　ふと客席に視線を移すと、誰だれもが呆ぼう然ぜんとした顔でマシロを見ていた。

　ざまあみろ、とソリスは思う。

　高らかに──誇らしげに、ソリスは声を張り上げる。

「彼女の名前はマシロ・アナスタシア!!　俺おれの幼なじみだ!!　普段はわけあってガイコツの姿をしているが、本当の姿は……いや、これも厳密には本当の姿じゃないらしいけど、とにかく、見ての通り!!　どうだ!!　その……か、可愛いだろう!!」

　真っ赤になって叫ぶソリスの言葉に、マシロが恥ずかしそうにうつむく。

「彼女は……えーと、俺の……俺の……」

　深呼吸。




「俺の、好きな人だ!!」




　ソリスはマシロの手をとる。

「マシロは俺のペットでも使い魔でもない！　つまり俺はこの大会に出る資格なんかない！　インチキしてましたごめんなさい！　さようなら！」

　早口で言って客席に向かって頭を下げ。

　ソリスはサッパリした顔でマシロに微笑む。

「行こう」

　マシロ、しばし戸惑ったようにソリスの顔を見つめ。

　極光オーロラのような笑顔で、こくんと頷うなずいた。

　そしてソリスとマシロは手をつないで走り出す。

　ステージから降り、客席の真ん中を突っ切って公園から走り去る。

　観客やその他の出場者たちは、一様にぽかんとした顔で二人の背中を見送るしかなかった。
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　そして。

　第39回カドゥケウス市ペット自慢大会は、ゲルニカ・バーンフィールド＆ポチの優勝で幕を閉じた。

　ソリスとマシロが会場から消えたあと、優勝候補だったキャロルとメイは放心状態となった。

　五種目目……最後の競技に選ばれたのは綱引きトーナメントだったのだが、無気力状態のキャロルとメイは揃そろって試合放棄。

　ゲルニカ＆ポチは綱引きでそこそこ上位に食い込み、総合得点で綱引き一位のペアを上回って見事優勝を果たした。

　観客も出場者も司会者もみんな全裸にされ、一回戦、二回戦、三回戦の首位獲得者が三人とも途中でリタイヤという、波乱に富んだ大会であった──……。















エピローグ







【よかったんですか？　ソリスくん】

　夕暮れ時──大会を途中でドロップアウトして自分の部屋へと戻る道すがら、マシロが尋ねてきた。

　姿は既にガイコツ状態に戻っている。

「……もちろん、よくはない。全然よくはないデスよ？」

　こめかみを押さえながらソリスは答えた。

　公衆の面前でマシロにキスして人間の姿に戻し、堂々と彼女のことが好きだと宣言してしまった。

　観客の中にはトリス学院の生徒もいただろうから、このことはあっという間に学院中に広まるだろう。

　しかも客席にはメイとキャロルまでいた……。

【早まったことをしましたねー】

「そうだなあ……」

　苦笑する……苦笑するしかない。

　だが、すごく晴れやかな気分。

　よくよく考えれば、どうしてもマシロの正体を偽らなければならない理由などない。

　自分がマシロを使い魔だと偽った理由は二つ。

　一、マシロを生き返らせようとして失敗してアンデッドに食われかけ、そのトラウマでホラー関係が大の苦手になって死霊術の道も諦あきらめたという情けない過去を隠したかった。

　二、生徒会の仕事や学校の勉強に手一杯だったので、マシロとの関係を明かすことで色恋系の余計なトラブルが起こるのを避けたかった。

　……どちらもソリスの勝手な都合。

　そのせいでマシロにイヤな思いをさせてどうする。

「いっそのこと、この機会に怖いものが苦手だってことも公表しちゃおうか……」

　全裸事件によってかつての『クールな完かん璧ぺき超人』などというメッキは完全に剝はがれ、今や全校生徒に魔王だの全裸大将軍だの呼ばれてからかわれる身。

　今さら醜聞の一つや二つ増えたところでどうってことない。

「……ほんとにもう、人間、落ちるときはあっという間に落ちるもんだなあ」

　しみじみと言う。

　なんだかものすごく身体からだが軽い。

　重すぎた肩の荷が下りた、そんな気分。

　気楽になるってこういうことなのかと初めて実感できた。

「…………やっぱりこれでよかったのかも。うん……よかったんだ」

　落ちるところまで落ちたら、あとは上るだけだ。

　せいぜい気楽に、楽しみながら上ってやろう。

【ところでソリスくん】

「ん？」

【うれしかったですよ】

「ん？　なにが？」

　マシロ、少し躊躇ためらったように手を止め、それから乱暴な字で、




【好きって言ってくれて、うれしかったです!!】




「…………！」

　ソリスの顔が真っ赤になる。

　思い返してみると……そういえば、マシロのことが好きだとハッキリ口に出して言ったのは、アレが初めてだったような気がする。

「言っちゃった……しまった……言っちゃった……！　俺おれの計画ではもっとこう、ろ、ろまんてぃっくな雰囲気でだな……マシロが人間に戻ったあとで言うつもりだったんだ……それをあんな、やけくそ気味に……しかも大勢の前で……！　しまったあ……」

　天を仰ぐソリス。

　思い出してめちゃくちゃ恥ずかしくなる。

【ソリスくん、意外とろまんちすとだったんですね。わたしも同じこと考えてました】

「同じこと？」

【……はっきりと言葉にするのは、人間に戻ってからにしようって】

「ん？　それって……」




【好きですよ】




　本当に何気なく、普段の筆談とまったく同じような感じで、無造作にマシロはノートにそう書いてソリスに見せた。

「……うわあ……は、恥ずかしい……」

　もにょもにょと顔の筋肉を動かすソリス。

【最初に言ったのはソリスくんなんですからね。ソリスくんが悪いです】

　どこか怒ったような筆跡、しかしソリスには、頰ほおを林りん檎ごみたいに真っ赤に染めているマシロの顔が簡単に想像できた。

「…………」

【…………】

　会話もなく、二人は無言で並んで歩く。

　手を握ろうと二人同時にさりげなく手を伸ばし、手と手の骨が触れ合う。

　触れた瞬間、慌ててお互い手を引っ込めてしまう。

　そんなことを延々と繰り返しながら、ソリスとマシロは歩いていく。




　──もうすぐ下宿に着くというところで、不意に後ろから声をかけられた。




「すみません、つかぬことをお尋ねしますが、魔王ソリス・アレクサンドロ様はどちらにおられますか？」
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　時間は少し遡さかのぼる。

　ソリスたちがサバイバルコースで触手サボテンと遭遇したのと同じころ。

　カドゥケウス市に、一人の少女が辿たどり着ついた。

　おかっぱ頭の黒髪に、髑どく髏ろ模様の黒い着物、そしてカタナ。

　シズの秘密結社をたった一人で壊滅させた謎なぞの少女──クオン・エターニア。

　クオンはどこかぼーっとした胡乱うろんな表情で、ふらふらと危なっかしい足取りで歩く。

「……はて……私は……どうしてこんなところにいるのでしょう…………あれ？　そもそも私は誰だれでしょう……？」

　不思議そうに首を傾かしげ、道行く人に尋ねる。

「……あのう、つかぬことをお尋ねしますが、私は一体誰なのでしょう……？」

「え？　知らないけど……でも人は誰もが本当の自分を探し求めているんじゃないかな」

「……あ、そうでした、思い出しました。私の名前はクオンですクオン。ありがとうございました」

「はあ……どうも」

　怪け訝げんそうに去っていく通行人Ａ。

　クオンはさらに他の人に尋ねる。

「……あのう、つかぬことをお尋ねしますが、私は一体何をすればいいのでしょう？　誰かに会いたくて、何かを探していた気がします」

「え、知らないけど……でも、人は誰だって運命の人に巡り会うために自分の進むべき道を探して彷徨さまよう旅人なのだと思うよ」

「……あ、そうです思い出しました、探しているのは魔王様です魔王様」

「はあ」

　去っていく通行人Ｂ。

　クオンはさらに別の人に話しかける。

「……つかぬことをお尋ねしますが、魔王様がどちらにおられるか御存知でしょうか？」

「人は皆、自らの心の中に潜む魔王と日々戦いながら生きているんだよ」

「……いえ、そういう抽象的な話ではなく」

「うーん、じゃあ知らない」

　去っていく通行人Ｃ。

　クオンはさらに他の人に、魔王の居場所を尋ねて回るが、手がかりはなく、特筆するほど笑える回答も得られなかった。

　だが、

「魔王？　ああ、知ってるよ」

　三十人目くらいに尋ねた若者からこんな答えが返ってきた。

　彼は笑いながら、

「ウチの学校……王立トリスメギストス魔道学院の生徒会副会長、ソリス・アレクサンドロ。あいつは魔王だ」

「……なるほど、そうだったのですか。どうもありがとうございます」




　クオンは色んな人に道を尋ねながら、王立トリスメギストス魔道学院に辿たどり着ついた。

　安息日なので授業はないが生徒はいる。

「魔王ソリス・アレクサンドロ様はどちらにおられますか？」

「副会長？　さあ……家にいるんじゃねーの？」

「魔王様のお住まいはどこですか？」

「さあ……知らないなあ」

　他の生徒にも聞いてみたが、ソリスの家を知っている生徒はなかなかいなかった。

　だが、十七人目に尋ねた剣を持った少年が、ソリスの家を知っていた。

「アレクサンドロの下宿はたしか……」

　その少年──アイザックは、親切にも簡単な地図を描いてくれた。

「ありがとうございます」

「ん、礼にはおよばぬ。では某それがしはこれにて」




　……少年に描いてもらった地図を頼りに、クオンはソリス・アレクサンドロの住むアパートを目指す。

　時刻は既に夕暮れになっていた。

　アパートのあるあたりは道が少し入り組んでいて、クオンは迷った。

　だから道行く人に訊きいてみた。

「すみません、つかぬことをお尋ねしますが、魔王ソリス・アレクサンドロ様はどちらにおられますか？」

「え？　さあ……」

　首を傾かしげて去っていく通行人。

　他の人にも訊いてまわり……ガイコツと並んで歩く一人の少年を見つける。

　彼にも尋ねることにする。

「すみません、つかぬことをお尋ねしますが、魔王ソリス・アレクサンドロ様はどちらにおられますか？」

　すると少年は、心底イヤそうな顔をした。

「……多分俺おれがそのソリス・アレクサンドロだけど……誰だれ？」





　　　†






「……多分俺がそのソリス・アレクサンドロだけど……誰？」

　いきなり後ろから声をかけてきた、変わった格好をした少女にソリスは尋ねる。

　自分のことを魔王と呼ぶということは、トリス学院の生徒だろうか？

　見覚えはないが、そもそも他の生徒の顔などほとんど覚えていない。

　少女はソリスの顔をぼうっと見つめ──




「……ようやくお会いできましたね……魔王様……」




　可か憐れんな微笑みを浮かべ──少女の目からいきなり涙が零こぼれる。

「お、おい!?」

　戸惑うソリスの前で、少女は力尽きたようにふらっと倒れかかってきた。

　とりあえず支える。

「…………すぅ……すぅ……」

　少女はソリスの胸の中で安らかな寝息を立てはじめた。

「……なんなんだ一体……」

　そんなソリスをマシロはジト目（になっていると思う。身体からだがあれば）で見つめ、

【……告白した直後に他の女の子と浮気とはいい度胸ですね】

「ち、違うって！　こんな娘こ知らないって！」

【……本当ですか？　どうせまた自分では気付かないうちにフラグを立てちゃったんじゃないんですか？】

「いや、そんな筈はずは…………ない、と……思うけど……」

　断言する自信がない。

【ソリスくんのばか！　もう知りません！】

　マシロはぷいっと顔を背ける。

「…………マシロちゃん。本当はからかってるだけだろ」

　ソリスが言うとマシロは振り返って、

【バレました？】

「バレバレです」

　ソリスは苦笑し、

「さて……それはそうと、この娘どうしようか……」

　あまりに安らかな寝顔なので、叩たたき起こすのも忍びないし。

【ソリスくんを探してたんですから、とりあえず部屋に運びましょう】

「そだな」

　軽く頷うなずき、ソリスは少女をそっと抱きかかえる。

【お姫様だっこ……あとでわたしもしてほしいです】

「やだよマシロ重いし」

【な……！　ソリスくん、女の子にそんなこと言うのは──って、わたしが重たいわけないじゃないですか骨なのに！　愛ですか!?　愛が重いんですか!?】

「あ、愛とか言うなよ恥ずかしい！　それにマシロの愛は重くない！　いくらでも抱えていける！　って、うおおなんだこの恥ずかしい台詞せりふは！」

【わたしのツッコミを取らないでください！】




　……周囲が引くほどの勢いでイチャイチャしながら、ソリスとマシロは歩いていく。

　ソリスの腕の中で眠る少女クオン・エターニアの正体が実は《賢者の石》のコアにしてフラグメントの№１《久遠クオン》で、完全なる《賢者の石》となって魔王トワ・エターニアを復活させるために他のフラグメントを集めており、シズが奪われたフラグメントを好きに使わせないために撃ったフラグメント№13《灰》が持つ『フラグメントの能力を抑制する』という能力によってフラグメントである彼女は記憶を失ってしまい、それでも本能に導かれるままマシロの中にあるフラグメント№９《黄ヨ泉ミ》やシェンファの中にある№12《虹にじ》やゲルニカの中にある№68《焼け野が原》が集まっているこのカドゥケウス市にやってきたということなど、二人は知る由もなかった──……。








幕まく間あい







　ソリスとクオンが出会ったのと同じ頃ころ。

　グエンドリン自然公園からほど近いところにある公衆浴場で、二人の少女が並んでお湯に浸かっていた。

　キャロル・カリオストロとメイ・フラメル。

「……先パイとマシロっち、主人と使い魔って言うにはちょっとベタベタしすぎじゃないかなーとは思ってましたけど…………反則です。幼なじみなんて……」

　ぼーっとした顔でメイが呟つぶやく。

「……反則ですわね……って、なんでわたくし、ゾンビ娘と二人きりでお風ふ呂ろに入っているのでしょう……」

　メイよりはまだ意識がしっかりしているキャロルが首を傾かしげる。

　大会をドロップアウトした二人は、とにかく気持ちを落ち着けるためにお風呂に入ることにしたのだ。

「……人間の姿になったマシロっち……綺き麗れいでしたねー……」

「……そうですわね……」

「なんていうか、明るくなったヒカリちゃんって感じで……そんなの完かん璧ぺき超人じゃないですか……あの綺麗な黒い髪……わたし、昔からアメツチ系の黒髪の女の子って羨うらやましいと思ってたんですよね……」

「……わたくしも、黒髪に対する憧あこがれがなくもないですわ……ですがわたくし的には髪よりもむしろ……」

「胸だけはわたしの方が勝ってるんですけどねー……」

「…………」

　キャロル、憮ぶ然ぜんとした顔で自分の平らな胸をぺたぺたと触る。

　そんなキャロルに。

　メイは突然、抱きついた。

「ひゃっ!?　な、なにをしますのゾンビ娘！　いくらソリス様に振られたからといってわたくしにそんな趣味は──」




「…………ずっと好きだったんです」




　キャロルの胸に顔を埋めて、メイ。

「……あの、ゾンビ娘さん？」

「……ずっと好きだったんですよ。ソリス先パイのこと。実際に会う前からずっと。……三歳の誕生日……初めて自分の杖つえを買ってもらったときに、アレクサンドロ家にわたしより一つ年上の凄（すご）い天才少年がいるって聞かされたんです。そのときからずっと、その人はわたしの憧あこがれでした。その人の噂うわさを聞くたびに、わたしの心はときめきました。でも五年くらい前に噂がぷっつり途絶えて……調べてみたらその人がトリス学院の中等部に入学したって判って、すぐにこの街の親しん戚せきの家に転がり込んで学院に入学しました。死霊術科じゃなくて精霊魔法科に入学したって知ったときはショックで一時期恥ずかしいことになっちゃったんですけど……でもその人の姿を追いかけているうちに、死霊術とか関係なしに、わたしはソリス先パイのことを好きになっていたことに気付いたんです」

　メイの声が震える。

「……それが……いきなり出てきた幼なじみなんかに……ズルいですよ……反則ですよ……マシロっちなんて……骨のくせに……ガイコツのくせに……」

「骨のくせにって……あなたが言いますか……」

　嘆息し、キャロルはメイの頭を撫なでる。

　キャロルだって突然のソリスの告白にショックを受けていないと言えば噓うそになる。

　だが、スケルトン大好きでマシロとも友情を深めていたがゆえにダメージも大きいメイとは違って、キャロルの方はショックよりも「でもやっぱりアレって骨だしなあ」という釈然としない思いの方が強い。

　ソリスがあんなふうにムキになって叫ぶのを見たのは初めてだったから、マシロのことを本気で想おもっているらしいというのは伝わってきたのだが。

「……それでゾンビ娘。あなたはこれからどうするんですの？　ソリス様のことは綺き麗れいさっぱり諦あきらめますの？」

　少なくともキャロルには、ガイコツにソリスを譲る気など一切ない。

　メイがここで退場してくれるなら、それに越したことはない。

　と。

　メイ、いきなり湯船に勢いよく頭を沈めた。

「!?」

　三十秒ほど湯に顔をつけ──

「──ぷはあっ！」

　再び勢いよく頭を上げる。

　飛沫しぶきがかかってキャロルは顔をしかめる。

「何をす──」

「キャロル先パイ！」

　メイはまっすぐにキャロルの目を見つめる。

　大きな碧あおい瞳ひとみ……少し赤くなってはいたが、涙はない。

　メイ、さらにキャロルの全身を舐なめ回すように視線を移動。

「……先パイって、美人ですよね」

「は!?」

　唐突な台詞せりふに素すっ頓とん狂きような声を上げるキャロル。

「おっぱいは小さいですけど……スタイルいいし……肌も綺き麗れい」

「……そ、それはどうも……」

「……ふむ……ふむ……」

「……あの、メイ・フラメルさん？」

　戸惑うキャロルに、メイは再びまっすぐにその目を見て、真剣な声で提案する。




「キャロル先パイ、わたしと手を組みませんか!?」


（終わり）

















あとがき。







　今回のテーマは「若さ」です。裏テーマは「バカさ」ですが、これは突き詰めて考えると表テーマと同じような気もしますので、裏テーマは今回も「脱衣」です。

　書いた本人が言うのもアレなのですが……その……ちょっとだけやりすぎたような。

　キャラクターが脱ぐというのは本来「サービスシーン」として描かれるべきものなのですが、なんというか今回はもう、途中から「サービス」という言葉が頭から抜け落ちてしまい、「いかにして脱がせるか」「どれだけ脱がせるか」ということだけを求ぐ道どう者しやのごとく真剣に考えながら書いていた気がします。目的（読者を喜ばせる）と手段（脱がす）が完全に逆です。ちょっと人生について考えるため座ざ禅ぜんを組もうと思います。全裸で。

　そんな作者の裏事情はともかく、若き少年の暴走、空前絶後の全裸フェスティバルを楽しんでいただけたら幸いです。若い読者の皆さんも、たまには衝動に身を任せるのもアリだと思いますよ（ただし強引に脱がすのは犯罪ですから絶対にやめてください）。




　さて、話は変わりますがこのシリーズももう４巻ということで、これまでにいろんな事件がありました。

　なので、ちょうど今回はあとがきのページも多めにあることですし、ここらでひとつ各エピソードを時間軸上に並べてみようかと思います。

　……いや、べつに「あれ？　この話って○巻の第○話の何日後なんだっけ？」と僕が把は握あくしきれなくなってきたからじゃないですよ？　そんな、作者である僕が作中の時間軸を把握できないなんてこと、あるわけないじゃないですか！

　なお、この巻のエピソードも書いておりますので、あとがきから先に読まれている方はネタバレにご注意ください。




『ねくろま。』シリーズ、時間軸


４月15（金）マシロがソリスのもとにやって来る。

　　16（土）

　　17（日＝安息日）アイザック＆キャロルと一緒に遺跡調査。

　　18（月）シェンファが裸でベッド。ウミウシ事件。ロジャー＆ゲルニカに遭遇

　　19（火）

　　20（水）

　　21（木）

　　22（金）

　　23（土）

　　24（日）ゲルニカ＆ロジャーとの戦闘。その夜、シェンファとニカがいちゃつく。

　　25（月）メイ＆ヒカリと一緒に眼鏡を買いに行く。

　　26（火）キャロルの家でお泊まりイベント。

　　27（水）公衆浴場でシェンファと戦い。

　　28（木）

　　29（金）

　　30（土）

５月１（日）

　　２（月）

　　３（火）

　　４（水）杖つえが壊れてキャロルを脱がせる。

　　５（木）メイ＆ヒカリと一緒にバイトを始める。

　　６（金）シェンファ達がバイト先に来る。夜、お風ふ呂ろでヒカリに全裸で迫られる。

　　７（土）バイト先に50人の客が来てピンチになる。

　　８（日）ゲルニカとシェンファが料理勝負をする。

　　９（月）ウミウシのジョンと再会。シズやアンジェラス三姉妹との戦い。

　　10（火）ソリスへの解職請求が出される。

　　11（水）ソリスのイメチェン。クオンがシズのアジトを壊滅させる。

　　12（木）

　　13（金）ソリスが２００人の下級生を全裸に。

　　14（土）魔王ソリスが誕生し、一週間の謹慎処分になる。

　　15（日）

　　16（月）

　　17（火）

　　18（水）解職請求の投票。

　　19（木）

　　20（金）

　　21（土）魔王ソリスの謹慎処分が解ける。

　　22（日）ペット自慢大会。






　…………。

　……へー、実はマシロが来てからまだ一ヶ月ちょいしか経ってなかったんだ……てっきりもう三ヶ月くらい経ってるものかと…………あ、いや、僕はもちろん知ってましたけど、意外に思われた人もいると思います！

　しかしまあ、こうしてみるとものすごく密度の濃い日々を送っていますねソリス君。特別なイベントのなかった日も生徒会の仕事や勉強やマシロを人間に戻すための情報収集などを休みなく行っていますし、若いからって頑張りすぎです。そのうち過労死してしまわないか心配ですね（他ひ人と事ごとのように）。

　今回の話では結構ガス抜きができたソリスですが、果たしてこの先、彼に平穏な日常が訪れることはあるのでしょうか。多分ありません。




　……以下、謝辞です。

　イラストのじろうさん、担当編集のＫさんをはじめ、この本の製作に関わってくださった全ての人々に全裸で感謝を。

　そして何より、この本を手にとってくださったあなたに全力かつ全裸で感謝を。

　ヒロインが骨という変な物語がここまでこられたのは、皆さんのおかげです。

　このシリーズも次からいよいよクライマックスに突入します。

　皆さん、どうか最後まで全裸でお付き合いお願いいたします。


二〇〇八年二月下旬　




平ひら坂さか読よみ（全裸）


















　著者

　平坂読（ひらさか・よみ）

　　小説を書くときは登場人物とシンクロするためその人物と同じ格好になります。たとえばソリスのシーンを書くときは眼鏡をかけます。シズのシーンを書くときはメイド服を着ます。アイザックのシーンを書くときは剣を持って書きます。メイのシーンを書くときは胸にゴムボールを入れて書きます。もちろんマシロのシーンを書くときは全裸になり、ゲルニカやシェンファを書くときは幼女になります。今、僕は幼女の姿になっています。おにいちゃん、だいすきだよ……この本、買ってね♥




　イラストレーター

　じろう

　　１９８３年12月北海道生まれ、静岡県在住。普通の社会人やりながら絵描いてます。まともに仕事いただいたのは今シリーズがはじめてなので、大分緊張気味。

　　公式ＨＰ「Chekoro」

　　http://chekoro.sakura.ne.jp/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／じろう

　　装丁／blue











ねくろま４。








平坂読





[image: ]





2012年9月1日　発行





(C)Yomi Hirasaka 2008





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『ねくろま４。』

2008年3月19日初版第一刷発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





メディアファクトリー　カスタマーサポート

［WEB］http://mediafactory.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）













item/image/kuchie-002.jpg
IREHER S | HHV” IRIKFE S G
ADKEHVRKRIU h

DD -RA0PNLD
H<I° HSRH®

-

L aHA
GRS HHR S IR

AOKEUUREI(S) My -
p ok & (2
P\ X

Char aCters «ouaman





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p131.jpg
o
-

DM“}M

//«%y






item/image/p255.jpg





item/image/p055.jpg





item/image/p177.jpg





item/image/p225.jpg





item/image/p261.jpg





item/image/p145.jpg
/

5.8
! f
WAL
Z & LN ,
Vs 7 » :
. N > ~~&x _—
— " . T
— , - = = L\
V- N S 7 =y = ~
, . < = - \
= 4 1 - 7 \ g
- = o N = A
\‘ ] ) . -
i A
AN\ “
[





item/image/p025.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		CONTENTS



		プロローグ



		第一話　魔王覚醒



		番外編　ソリスくんとマシロちゃんの健全な日常



		第二話　ペット自慢大会



		エピローグ



		幕間



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/logo-bj.png





item/image/p237.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p043.jpg





item/image/gaiji-0001.png





item/image/p089.jpg





